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    　全ては、いつものごとくクラスメイトの頼みを快く引き受けたことから、はじまった。


    「なあ公こう平へい、ミス・コンで優勝したら、クラス全員で焼き肉に行けるらしいんだ！」


    　名めい城じよう学がく院いんで開催されるミス・コンの正式名称は、ミステイク・コンテスト。


    　潤うるおいの足りない男子校生活に癒やしと笑いを求めた生徒たちが、男の妄想と夢と希望を詰め込んだ理想の女の子を追い求め、本気で女らしさを競い合う謎なぞの伝統行事だ。


    　もちろん、思春期の青少年としては、女装した上に女らしくする、なんて抵抗がある。


    　しかし友が頭を下げて頼むのなら、それを笑って引き受けてやるのが男の度量。


    「ああ、どうせなら誰もが惚ほれる完かん璧ぺきな女になりきって、焼き肉食べ放題をもぎ取るぜ！」


    　そう宣言した公平は、有言実行、中等部一年生にして見事にミス・名城の座に輝いた。


    　そして、次の年も、その次の年も。


    　彼は友の期待に応え、誰もが憧れて頬ほおを染める最高の女子を演じきり。


    　見事、前人未踏の名城学院ミス・コン三連覇を、成し遂げたのである。


    　須す永なが公平という人物はすこぶる友情に厚く、


    「任せろと自分で言ったからには、全力で期待に応えねえとな」


    　などと考え、何事についても真剣に、それはもう真ま面じ目めに取り組む性格だった。


    　幼稚園からずっと男子校に通っているため、家族以外の女子に免疫がなく、内心では可愛かわいい彼女が欲しいと思いつつも女子とうまく話すことさえできない、という奥手な一面がある。


    　だがそれも含めてごく普通の一般的な男子だから、女装に全く抵抗がないわけではない。


    　それでも期待されれば、その期待以上に頑張ってみせるのが、男というものだ。


    「伝説のミス・コン覇者に輝いた須永公平君には、名城の姫の称号が与えられます！」


    　三度目の授賞式で、そんな言葉とともに、アルミホイルで作ったティアラをもらった時。


    　公平は、名城の姫という呼び名さえ受け入れ、仲間たちに笑顔で手をふってみせた。


    　変に照れたりするよりも、最後まで求められる役割を演じきる方が、絶対にカッコイイ。


    　だがそんな公平の、徹底した努力と開き直りが、思わぬ事態を招いてしまう。


    



    　翌日。


    　私立名城学院の校門前には、なぜか大勢の女子がひしめき合っていた。


    　なんだろう、この異様な光景は？


    　登校してきた公平が、戸と惑まどい首を傾かしげていると。


    「あ、来たわ！　公平君よ！」


    　公こう平へいに気づいた女子が声を上げ、バッと、その場にいた全ての女子が公平を振り返る。


    　そして次の瞬間──。


    「ねえ公平君、私、アイスボックスクッキー焼いてみたの、食べてもらえるかな？」


    「あ、ずるい！　抜け駆け禁止だよぉ！」


    　駆け寄ってきた女子にもみくちゃにされた。


    　パニックになっていると、右腕に抱きついてきたショートボブの女の子が言ってくる。


    「昨日のテレビ、見たよ。公平君、すっごく素す敵てきだった！」


    「テレビ……あ、ああ！」


    　そういえば、昨日のミス・コンの様子は、その日のうちに特番で放送されたと聞いていた。


    「私たちみんな、あのテレビを見て、公平君に憧れちゃって」


    「どうしても会いたくて、来ちゃったの！」


    　キラキラした目でそう言われる。


    　公平はまっ赤になりながらも、期待に胸を高鳴らせた。


    「あ、憧れたって、つまりそれは……」


    　公平のことを、友のためにあの完かん璧ぺきな女装ぶりを披ひ露ろうした堂々たる姿を……。


    　カッコイイ、と思ってくれた、ということだろうか？


    　そんな期待と、甘酸っぱい青春の予感にごくりと喉のどを鳴らした時。


    「本当、すごかったよね。決勝戦の姫力レースで見せた、あの公平君の女子力！」


    　女子力？


    　怪け訝げんな顔をする公平をよそに、女子たちはきゃいきゃいはしゃぎながら言ってくる。


    「もうさ、可愛かわいくて守ってあげたくなるっていうか、まさに姫って感じ？」


    「それそれ！　なんかもう、女の子が理想とするお姫様そのものだったよねー！」


    「いや、姫っていっても、俺は男だし！」


    　そう訴える公平だったが、彼女たちはなぜか、全く聞いてくれない。


    「謙けん遜そんしないで！　公平君ほど立派な女子力を持つ子が、男の子のわけないじゃん！」


    「公平君ほどの立派なお姫様なら、きっと触っただけでも、御ご利り益やくあるよねー？」


    　伝わってくる、熱気と気迫。そして、伸びてくる無数の手。


    　なす術すべもなく女子の群れにもみくちゃにされ、代わる代わる抱きしめられ。


    　公平は必死に逃げようと身をよじりながら、訴えた。


    「やめろー、俺は犬でも猫でも姫でもなく、男だ！　男なんだよ──！」


    　しかし、誰一人としてその声に耳を傾けてはくれない。


    　公平はこれまで、男気あふれる男らしい男に憧れ、そうなるべくがんばってきた。


    　あのミス・コンに出て、三連覇を成し遂げてみせたのでさえ、友情に厚い男だからこそした行為であって、けして女子力の表れでも姫だからでもない。


    　なのに、なぜこうなるのだろう。


    「あー可愛かわいい！　普通にしてても女子力があふれちゃうって、公こう平へい君マジで姫だね！」


    　守ってあげたい、なでたい、抱きしめたい。


    　そう口々に言われて、実際に恥じらいも躊躇ためらいもなく触られまくる、この不本意な状況。


    　そこから抜け出す方法を、必死に考えていた時。


    「ね、ねえ、あれ……！」


    　誰かが声を上げ、少し離れた曲がり角を指さした。


    「もしかして噂うわさの、白しろ袴ばかまの王子様じゃないっ!?」


    　その言葉でいっせいにそちらへ目をやった女子たちの表情が、一変する。


    「やだ、嘘うそ……！」


    　ざわめく少女たちが壁になり、彼女たちの視線の先にいる人物の姿は見えない。


    　でも、本当に一瞬にしてその場の空気も、女子たちの興味の矛ほこ先さきも変わったのはわかる。


    「あっ、王子様が行っちゃう！　待って、もう少しだけ、見つめさせて！」


    　そう言って一人が後を追いかけると、他の女子たちも慌ててそれに続いた。


    　夢見るように、ふわふわした足取りの女子たちは、次々に校門前から離れて──。


    　あっという間に、一人残らず姿を消す。


    　しん、と静まりかえったその場に残されたのは、ボロボロの公平のみ。


    　わけがわからず呆ぼう然ぜんとしていると、遠巻きに見守っていた友人たちが寄ってきた。


    「お、おい公平。大丈夫だったか？　悪いな、助けに入れなくて」


    「いや、気にするな。それより、なあおまえら」


    　動揺がおさまって、わいてくるのは納得のいかない現実への不満。


    「男に可愛いとか言って、あんな風に姫だ女子力だって騒ぐなんて、おかしくねぇっ!?」


    　しかし、共感を求めて口にした言葉に、なぜか誰も頷うなずいてくれない。


    「あー、なるほど。自分じゃ周りからどう見えてるのかなんて、わかんないもんだよなぁ」


    「は、なんだよ、なにがわかってねーって言うんだよ？」


    「俺たちは公平が、実は男気あふれる頼もしいやつだって知ってるけど、でもおまえ、内面の男らしさに反して、顔がさ……可愛すぎるんだよ」


    　友人のその呟つぶやきに、うんうん、と頷く周囲の人々。だが、おかしい。


    「なんだよっ、顔って。顔なんかで、男らしいとか男らしくないとか、決まらねえだろ！」


    「ばっか、顔こそが重要なんだろ！」


    　公平の周りをいつの間にか囲んでいたクラスメイトたちは、全員が真顔で告げてきた。


    「前々から思ってたけど、その美少女フェイス、中身を知っててもときめくレベルだからな。女子からしてみりゃ、男らしいとはかけ離れた、マスコットかなにかに見えたのかも」


    「それに女子って生き物は、恋愛対象外のやつを、男とは認めない生き物らしいぜ？」


    「あー、俺も姉ちゃんに言われた。男として見られたきゃ、女の理想の男になれ、ってさ」


    　ぽん、と肩を叩たたいてくる友人の、同情に満ちた目。


    「まあ、女子が本気でときめいて男扱いするのは、ちらっと現れただけであの女子たちを全員惹ひきつけて去っていった、白しろ袴ばかまの王子様みたいな、女子にモテるやつだけってことだ」


    「白袴の、王子様」


    「そ、今や女子の間じゃ、格好よさナンバーワンだと噂うわさになっている、理想の王子様だと」


    　その言葉を聞いて、公こう平へいは気づく。


    「俺が今まで男らしいと思ってしてきたことは、男である俺目線での男らしさだった……」


    　でもそれでは女子たちの目に、可愛かわいらしい公平は男として映らない。


    　それは男である公平にとって、耐えがたいことであった。


    「上等じゃねえか、誰がマスコットだ、誰が、姫だ！」


    　これまで生きてきた男としての人生全てを否定された屈くつ辱じよく感が、公平を奮い立たせる。


    　異性として女子に意識されなければ、男として見てもらえないのなら。


    　男として意識せずにはいられない、見た目すら凌りよう駕がしたモテモテの男子に、なるしかない。


    「やつらが俺を意識して、今日俺にしたことを思い出すと恥ずかしくてのたうち回るくらいに、俺は女子が理想とする完かん璧ぺきな男になってやるからな！」


    　そう叫んだ公平は、持ち前の真ま面じ目めさと研究熱心さと一本気さを充分に発揮し、この日から、女子から男として意識されるための、モテ研究が始まった。


    　そして、女子の心理を学ぶため、彼女たちが好むジャンルの本やドラマを見続けた結果。


    　公平は、ある結論に至る。


    「あらゆる女子をドキドキさせ、惚ほれさせる究極のモテ男。それすなわち学園の王子様だ！」


    　女子に男として見られる……モテるためなら、手段を選ぶつもりはない。


    　王子様になることがモテるために必要だというのなら、生まれ変わればいいだけのことだ。


    　この先ずっと自分を偽ることになろうとも、一生マスコット扱いより、ずっといい。


    　公平は女子に頼られ、モテるために、王子様の仮面を被かぶって生きていく道を選んだ。


    



    　──この物語は、本人たちは全く望んでいないのに


    　男でありながら姫と呼ばれた少年と


    　女でありながら王子と呼ばれた少女が


    　それぞれの立ち位置を逆転させようと入学した、私立雪ゆき峰みね学がく園えんで出会い


    　ともに協力し、お互いに理想とする立ち位置を目指して必死にあがき


    　雪峰学園の内外から慕われる究極のモテ集団、六りつ花かの一員となり


    　やがて学園の歴史に名を残す、伝説の姫と王子となるまでの


    　汗と涙と愛とドタバタを記した、ちょっと難ありな若者たちの青春の記録である。
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    　　１


    



    　桜が舞い散る、四月の早朝。


    「ご入学、おめでとうございます。新入生のみなさんは、あちらへ向かってくださーい！」


    　校門の前では、生徒会、の腕章をつけた生徒たちが声を張り上げていた。


    　紙の花で飾られた立て看板には、『雪ゆき峰みね学がく園えん入学式』の文字。


    　公こう平へいは立ち止まって、その看板をじっと見つめる。


    　ついに、ここまでやってきた。


    　本来ならば、高校までエスカレーター式の名めい城じよう学がく院いんを出て、外部進学した理由。


    　それはこの、雪峰学園に存在する、とある集団の噂うわさを聞いてしまったから。


    



    　雪峰学園には、六りつ花かと呼ばれる、伝説のアイドル集団が存在する。


    　六花にモテない者はなく、


    　六花を前にしてときめかない者もなし。


    　六花に入る者は、男であれば王子、もしくは、女であれば姫、に類する呼び名を授けられ、


    　その名に相応ふさわしいふるまいで、全てのものを魅了する。


    



    　今や、ネットでも雑誌でも取りざたされ、知名度では下へ手たな芸能人をしのぐ六花。


    　その一員となれば、公平もきっと今度こそ、女子に意識される本物の男になれるはずだ。


    　ぎゅっと拳を握りしめ、公平はここに至るまでの道のりを思い出す。


    　辛つらかったのは、卒業まで絶えることなく続いた、女子たちからの姫扱い。


    　何度否定し、何度自分は男だと叫んだことだろう。


    　そしてその度に、公平は言われ続けた。


    『謙けん遜そんなんてしないでいいよっ、公平君は本当、可愛かわいくて素す敵てきなお姫様なんだからね』


    　可愛い可愛いとなでられ、抱きしめられ、小動物のように構われたあの日々。


    　それを終わらせ、ちゃんと男として、頼りになる存在として見てもらえるようになりたい。


    　そしてモテるために、女子の理想の男──王子様になる方法を探る中、思ったのだ。


    　この世には、ラベリング理論、というものがある。


    　不良というレッテルを貼られた人は、そう扱われることで不良になるという理論らしい。


    　思い返せば、公平が姫扱いされだしたのも、『名城学院の姫』と呼ばれだしてから。


    　ならば、王子様と呼ばれる環境さえ手に入れれば、この状況は変わるかもしれない！


    「白しろ袴ばかまの王子様、みたいな呼び名が、六りつ花かに入ればきっと手に入る」


    　それに入りは形からであっても、実際に王子様らしく振る舞える自信はある。


    　この日を迎えるまで、研究に研究を重ねて、公こう平へいは究極の王子像を練り上げてきた。


    　問題があるとすれば、それを実際に演じる際に感じる、羞しゆう恥ち心しんと心理的な抵抗だが。


    　そういった葛かつ藤とうを捨てた先にこそ、真のモテ道はあるに違いない！


    　公平は決意を固め、自分を奮い立たせるように呟つぶやいた。


    「俺は今日から王子様。男から見た理想の男じゃなく、女子の理想の男になるんだ！」


    　そして背筋を伸ばして少しでも自分を大きく見せながら、かっこつけて髪をかき上げ。


    　ひらひらと舞い散る花弁の下を、指先まで意識しながらゆっくりと歩き始めた。


    　わざとらしくならないよう微ほほ笑えみを作りつつ、周囲の様子をこっそりうかがえば……。


    「ねえ、見て、あれっ！」


    「うわぁ、え、なにあの人、素す敵てきっ！」


    　聞こえる女子の声に、思わずガッツポーズを取りそうになる。


    　女子のあの、熱くうるんだ目を見てくれ。


    　中学校時代の、姫と呼ばれた自分に向けられていたものとは、まるで違う。


    　あれは間違いなく、マスコットや小動物を見る目ではなく、憧れの異性を見る目だ！


    「きゃっ、どうしよう、王子様がこっち見たっ！」


    　ぱっと顔を赤くして、そう呟くショートカットの少女。


    　もじもじしながら、桜の木の陰に隠れる、お下げ髪の少女。


    　あらゆる女子生徒が、今、公平にときめいている！


    　テンションは一気にマックスになり、こらえきれない笑みがこぼれた。


    　舞い散る花弁に見とれるふりをしつつ、自分に見とれる女子たちの反応を確かめていく。


    　ああ、この優越感と、達成感！


    　さよなら、姫と呼ばれていた日々。


    　ようこそ、夢にまで見た王子様としてのモテモテ生活！


    　だが浮かれてよそ見をしながら歩いていたから、当然、足下がおろそかになる。


    　足下の小石に気づかないままおろした左足が、ぐらりと揺れて、体勢が大きく崩れた。


    「あっ！」


    　驚きの声を上げ、そのまま前のめりに倒れそうになった、その時。


    　後ろから伸びてきた誰かの手が、すっと音もなく、公平の身体からだを抱きとめた。


    「大丈夫？」
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    　涼やかな声が耳元で聞こえて、公平は慌てて顔を上げる。


    「ああ、大丈夫だ。ありがとう」


    　お礼を言って、助けてくれた相手へ目を向けた瞬間、公こう平へいは息をのんだ。


    　目に飛び込んできたのは、舞い散る桜と、青い空を背景に自分を見下ろす、美しい人。


    　今まで見た他の誰よりも、きらきらしい圧倒的なオーラ。


    　そして、凜とした、どこか近寄り難いほどのすきのなさ。


    　まさに麗人と呼ぶに相応ふさわしい美形が、そこにいた。


    　背は、公平より十センチばかり高いだろう。


    　美しいが、人形かと疑いたくなるほどにクールな印象の人だった。


    　しかし、公平にかけられた声は、そのクールな印象に反して、とても優しい。


    「よかった、間に合って」


    　長いまつげにふちどられた大きな目も穏やかで、ノーブルさと、包容力を感じさせる。


    　まるで絵本から抜け出たような、見事な王子様っぷりだ。


    　ただし、そう……スカートさえ、はいていなければ。


    　すらりと伸びた二本の長い足を見て、公平は、固まる。


    　それを見て、相手は心配した様子で聞いてきた。


    「本当に、大丈夫？　どこか怪け我がをしたり、足をひねったりはしていない？」


    　その声は落ち着いてはいても、やはり涼やかに澄んだ女性の声である。


    　我に返った公平は、動揺を隠しながら慌てて答えた。


    「本当に、大丈夫だ。あんたのおかげで、助かった。でも、よくとっさに……」


    「実は校門をくぐったところから、ずっと君の後ろにいたから」


    「え、ずっと、後ろに？」


    「うん」


    　頷うなずいた後で、その人は眩まぶしげに目を細める。


    「私以外にも、君のことを見ている人は、多かったよ」


    「あ、ああ。やっぱ、気づいたか？」


    　公こう平へいは、若干の照れくささを感じながらも、ニヤリと笑ってみせた。


    「なんか、集めちまってたみたいだな、視線」


    「そうだね」


    　返ってくる肯定。やはりあれは、勘違いではなかったのだ！


    「俺のこと、見てたよな、みんな？」


    「うん、男子はみんな」


    「そう、男子は……って、は？」


    　聞き返した公平に、その人はなんの疑問も感じていない顔で、告げてくる。


    「今もそうだけれど、すれ違う男子はみんな、君に目を奪われてしまうらしいね」


    　ほら、と指さされた方向を見れば、確かに男子と、目が合った。


    　そしてその隣にいる女子を見れば……なぜか、誰一人、目が合わない。


    　不思議に思って彼女たちの視線をたどった公平は、気づく。


    　女子が熱い視線を向けていたのは、公平ではなかった。


    「どうしたの？」


    　戸と惑まどったように首を傾かしげる、目の前のきらきらしいオーラの持ち主。


    　その女生徒の麗うるわしい顔にこそ、少女たちの熱い眼まな差ざしは向けられていたのだ！


    　あまりにも残酷な現実に、公平は思わずうめく。


    「……嘘うそだろう、なんだよ、それ！」


    　だが急に暗い顔になった公平を見て、目の前の人物は、なにか誤解してしまったらしい。


    「ごめん、やっぱり黙って後ろをつけられていたなんて、嫌だったかな？」


    　申し訳なさそうに、謝られてしまう。


    「でも、誤解しないでくれると、嬉しい。下心があって後をつけていたわけじゃないんだ」


    「あ、ああ。いや、そんなこと最初から心配してないけど」


    「よかった。でも、勝手に君を見つめていたことは、改めて謝っておくね」


    　公平を危あやうげなく支えていた腕を離し、その人が長い指で公平の髪に触れた。


    　驚いて見開いた目に映るのは、優しく目を細める相手の姿。


    　キラキラと木漏れ日が落ちる中、その人は囁ささやくような声で、告げてきた。


    「舞い散る桜を見上げて歩く君があまりにも楽しそうで、つい、目を奪われてしまったの」


    「……っ！」


    「だけど、気をつけたほうがいいよ？」


    　公こう平へいの髪からすっと離れた長い指には、桜色の花弁。


    「こんな春色の髪飾りをつけたまま、無防備に桜を見つめていたら、危ないから。きっと桜が、春の妖よう精せいが自分に会いに来たと勘違いして、君が桜にさらわれてしまう」


    　冗談めかしたそんな言葉とともに、くすりと、ほんの微かすかな笑みをその人が浮かべる。


    　次の瞬間──。


    



    「「「「「「きゃ、きゃあーっ！」」」」」


    



    　居合わせた女子たちが同時に甲高い歓声を上げ、その場に次々とくずおれた。


    「やばい、絵本の中の王子様はここに実在したよ……！」


    「まさか三次元で美形の『桜にさらわれてしまうんじゃないか』、が聞けるなんて！」


    　王子様、が誰をさしているのかなんて、問うまでもない。


    　興奮する女子の声も、熱い眼まな差ざしも、全ては公平ではない『王子様』に向いていた。


    　煮えたぎる公平の心の内を知らず、相手は涼やかな声で告げてくる。


    「そうだ、まだ名乗っていなかったね。私は新しん海かい光ひか瑠る。この町には今朝ついたばかりで、まだ知り合いもいないんだ。名字では呼ばれ慣れていないから、できれば名前で呼んでほしい」


    　さっき公平を助ける時に投げ出した鞄かばんを拾い上げ、すっと、右手を差し出してくる。


    　その姿の、なんと爽さわやかなことか！


    「もし君さえよかったら、友だちになってくれると嬉しいな」


    　このキラキラオーラに負けてなるものかと、公平は、精一杯の虚勢をはった。


    「須す永なが、公平だ。俺のことも、名前でいいぜ」


    　よろしくな、と嫉しつ妬となど感じていない笑顔で、光瑠の手をにぎる。


    　だが実際は、地面に座り込む女子たちが、気になって仕方なかった。


    「はぁん、素す敵てき……新海、光瑠。名前まで、なんて凜り々りしいのかしら！」


    「私、あの方と出会えただけで、この学園に来てよかったわ！」


    　うっとりと光瑠を見つめるギャラリーは、完全に、光瑠の虜とりこである。


    　だが、一つだけ言わせてほしい。


    　まさにクール・ビューティーを絵にかいたような、新海光瑠だが……。


    　着ている制服は、グレーのブレザーに青いネクタイと、同色のチェックスカート。


    　スカート、そう、スカート！


    　どう見ても性別は、間違いなく、女なのである。


    「いや、おかしいだろう、立ち位置、逆だろう……！」


    　思わず心の声が口からこぼれた。


    「公こう平へい君。なにか、言った？」


    　よく聞き取れなかった光ひか瑠るがそう聞いてくる。


    　だが、男の自分が女である光瑠に王子様っぷりで負けて悔しいなんて、言えるわけがない。


    　無言のままうつむき、公平は敗北感にぷるぷると打ち震ふるえた。


    　すると光瑠が、膝ひざを曲げて、目を合わせてくる。


    「どうしたの？　暗い顔を、しているね」


    「放っておいてくれ」


    「それは、無理だ。せっかくの晴れの日に、君のそんな憂い顔なんて、見たくない」


    「じゃあ、見なきゃいいだけだろうが！」


    　苛いら立だちに任せ顔を上げた公平の頬ほおを、光瑠がそっと両手で包み込んだ。


    「それは、もっと無理だ。見ようとしなくても、私の目は自然と君に奪われてしまうから」


    　光瑠の声はけして、大きくない。


    　だがその涼やかな声は、不思議なほどするりと耳に飛び込んできた。


    　じっと公平の目を見つめながら、光瑠が困ったように、眉まゆを下げる。


    「君がそんな顔をしていたら、美しい桜さえ色あせてしまいそうだね」


    「な、なにを……」


    「ねえ、春色の髪飾りが似合う君の、明るくて素す敵てきな笑顔を曇らせている理由を、私に教えてもらえないかな。私でよければ、相談にのるよ？」


    　囁ささやく相手の顔が、近い。


    　ちょっと、どきっとしてしまったのを隠すように、公平は強い口調でたずねる。


    「お、俺の相談にのって、おまえになんの得があるっていうんだよ？」


    「得？」


    「いきなり会った相手に、親切すぎるだろう！　それとも、理由でもあるのか？」


    「理由ならあるよ。実は、見たいものがあって」


    「見たいもの？」


    「君の笑顔」


    　さらっと、本当にさらっとそう言って、光瑠が公平の頬から手を離す。


    「君にはそんな暗い顔より、笑顔の方が、似合うと思うから」


    　しん、とその場が、静まり帰った、そして──。


    



    　バタン、バタバタ、バタン。


    



    　ときめきの過剰摂取によって、乙女おとめたちが声もなく、倒れていく。


    「こ、これは！　みなさん、どうしたんですか!?」


    　光ひか瑠るが青い顔で、周囲の倒れた少女たちに駆け寄ろうとした。


    　公こう平へいは、慌ててその腕をつかみ、止める。


    「やめろ！　今おまえが動いたら、さらに被害が拡大するだけだ！」


    「し、しかし」


    「大丈夫だ、ほら、近くにいた男子たちが、ちゃんと助けに行ってるじゃないか！」


    　恍こう惚こつの表情で地面に倒れた少女たちの介抱に向かった男子が、大きく頷うなずく。


    　この異常事態に素早く対応するとは、さすが全国屈指の難関校に入学した優秀な人材だ。


    「こっちのことは気にしなくていい。ここは、俺たちに任せてくれ！」


    　その言葉はとても頼もしいが、男子の一部が、赤い顔でぼそぼそ呟つぶやいているのが聞こえる。


    「なあ、あいつ学ランだけど、まじ可愛かわいくね？　制服間違えただけじゃね？」


    「つうかさ、王子様の甘い言葉に照れたり、他の女の子のところに行くのを邪魔したりって、少女マンガのヒロインかよ」


    　前言撤回、やつらはただの、ぼんくらだ。


    「ふざけんな、俺は、男だっ！　あと、照れたり、邪魔したりしてねえからな！」


    　とんでもない誤解を訂正しようと叫ぶが、目をそらされただけで終わる。


    　うっかり王子様の仮面もはがれてしまったが、それを誰も気にしていないのも腹立たしい。


    　むしろさっきよりも微ほほ笑えましげに、


    「見た目は可愛いのに話すとやんちゃな感じとか、ギャップ萌もえだよな」


    　なんて言葉まで聞こえてきて、しかも倒れている女子たちもそれに頷いている。


    　なんとかリカバリーしなくては、と焦あせるが、良案が思いつかない。


    　すると、相変わらずこの騒ぎの原因に気づいていない光瑠が、そわそわ聞いてきた。


    「あの、本当に彼女たちは、大丈夫なのかな？　やっぱり、手伝った方がいいんじゃ……」


    「やめろ。おまえさえこの場から遠ざかったら、すぐにでも回復するから！」


    　そう止める時、ついつい口調が刺とげ々とげしくなってしまう。


    　だって、光瑠は公平と違って、仮面を被かぶっているわけでもなく自然体で王子様と認識され、こんな風に空気が読めない発言をする時でさえ、きりっとして格好いい。


    　万人をひれふさせさせる圧倒的な王子オーラが、妬ねたましくてたまらなかった。


    　それに、さっきまで公平を可愛いと言う男子に頷いていた女子たちは……。


    「ああ、桜じゃなく、あの人にさらわれてみたいっ！」


    　なんて、それはもううっとりした顔で口にしている。


    　あの熱い眼まな差ざしを向けられているのが、どうして自分じゃないのだろう。


    　自分が未熟で、王子様の仮面をまだ完かん璧ぺきに被れていなかったから、だろうか？


    　悶もん々もんとしていたら、公こう平へいの耳にさらに受け入れがたい言葉が飛び込んできた。


    「でも、私たちみたいな凡人じゃなく、どうせならあのお姫様を、さらってほしい！」


    「わかる、すっごいわかる！　さすが、ネットで噂うわさの、名めい城じよう学がく院いんの姫だよねぇ！」


    　この場で聞くはずのなかった忌いまわしい呼び名が出てきて、公平の顔から血の気が引く。


    「なっ、なぜその呼び名が……！」


    　しかもどうやら、光ひか瑠るにもそこだけバッチリ、聞こえてしまったらしい。


    「名城の、姫……」


    「い、いやっ、それは、その……！」


    「まさか君が、あの、伝説の姫だったのか？」


    　ものすごく驚いた顔で、そうたずねられる。


    　だが、待ってほしい。


    「で、伝説？」


    「料理裁さい縫ほうお花にお茶、なんでもできる女子力のかたまりだ、と聞いている」


    「ああんっ!?」


    「しかも、誰かに可愛かわいいと言われたり、その女子力の高さを指摘されると、恥ずかしがって、自分は男だから姫じゃない、と必死に否定する、謙虚で奥ゆかしい人だ、とも」


    「いや、ちげーし！　本当に嫌がってたんだって！」


    　ところがそう告げた公平の声は、上がる男子の歓声でかき消された。


    「おおーっ、なるほど！　あの子があの、名城学院の姫か！」


    「動画で見て、俺の初恋を奪っていった幻のお姫様が、今、目の前に……！」


    「ちょっと待ておまえら、そういうの、本当にやめろ！　マジ、勘弁してくれ！」


    　しかし、周囲のどよめきは止まるどころか、さらに広がっていく。


    「くそ、これじゃあ、なんのために外部受験したか……！」


    　このままでは王子様の称号を手に入れる前に、再び姫のレッテルを貼られてしまう！


    　思うようにいかない現実に、公平は思わずよろけて後ずさった。


    　すると、光瑠がはっとしたように公平の顔をのぞきこんでくる。


    「公平君、どうしたの？　顔色がよくない。それにすごく、苦しそうだ」


    「そうだろう、はは、目の前がまっ暗になりそうだぜ」


    　やけっぱちな笑顔でそう呟つぶやいたら、光瑠の顔がにわかに険けわしくなった。


    「それはいけないな。ちょっと、失礼」


    　そう呟いた光瑠が、すっと音もなく両腕を伸ばしてきて──。


    「へ？」


    　なにが起きたのか、最初はわからなかった。


    　ふわっと身体からだが浮いて、足が地面から離れる。


    　背中と膝ひざの裏を支える光ひか瑠るの手。


    　この体勢はそう……お姫様抱っこである。


    「え、え、ええ!?」


    　王子様研究の中、何度もこの体勢をシミュレーションしてきた。妹を相手に実践も積んだ。


    　だが自分がされる側に回るなんて、一体誰が予想しえただろう。


    　動揺して固まる公こう平へいを、光瑠は柔らかな声で気づかってきた。


    「そんなに、怖がらなくても大丈夫だよ」


    「い、いや、怖がるとか、そういうんじゃなく！　降ろせ！　俺は、平気だから！」


    　どこの世界に、女子にお姫様抱っこで運ばれる王子様がいるというのだろう。


    　この状況から逃げようとジタバタあがいたが、光瑠の腕は、びくともしない。


    　なんだこいつゴリラか、と驚いていると、優しくなだめられた。


    「いいから、大人しくして。少し揺れるかもしれないけれど、少しの間だけ、がまんだよ」


    　地面に倒れたままの女子たちは、ときめきに耐えきれず悶もん死ししている。


    　その屍しかばねの群れの中を、颯さつ爽そうとスカートをひるがえした光瑠が進んでいく。


    　あくまでも自然体に、そしてさらっとかっこよく、公平を気づかい保健室へと運ぶ光瑠。


    　それはまさに、公平が目指す女子が思い描く理想の王子様の姿と、ぴったり重なった。


    　そして、気づく。


    　もしや光瑠は──学園の王子様の座を目指す上で、最強のライバルになる存在だ。


    　そんな相手に、これ以上王子様ポイントを与えるわけにはいかない。


    「待って、本当に待って！　保健室とか遠いだろうし！　重いだろう、無理すんな！」


    「大丈夫、学園内の地図は頭に入っているが、保健室は意外と近い。それにね、公平君」


    　口角を少し上げ、わずかに微ほほ笑えんだ光瑠は、まっ赤な顔の公平を見下ろして囁ささやく。


    「確かに軽くはないけれど、安心して。けして君のことを、離しはしないから」


    　なぜこの人物は、こんなにも恥ずかしい台詞せりふを、さらっと言えるのだろうか。


    　公平が、気合いを入れて仮面を被かぶらねば口にできないような、甘い言葉を。


    　まるで息をするように自然に告げられるなんて、これはもう、才能というほかない。


    　言葉をなくす公平の耳に、誰かが呟つぶやいた言葉が飛び込んできた。


    「やばい、このやり取り、じゃじゃ馬姫と侍王子と、同じだわ……！」


    　そこで公平は、恐ろしい事実に気づいてしまう。


    　じゃじゃ馬姫と侍王子は、ドラマであり、原作は同名の少女マンガ。


    　近年稀まれに見る大ヒットを飛ばし、今も根強い人気を誇る有名作だ。


    　女子が理想とする男を知るのには素す晴ばらしい参考資料だったから、公平もよく覚えている。


    　この作品に出てくるじゃじゃ馬姫の特徴は、素直になれず王子を拒む、男勝りな少女。


    　そして確かに、ついさっきのやり取りは、原作にもドラマにでも出たきた。


    「確かあれって、王子に助けられたヒロインの姫が、恥ずかしくて抵抗しまくるシーンで……」


    　それと同じということは、周囲から見た公こう平へいの立ち位置は、じゃじゃ馬姫。


    　慣れない女の子扱いに戸と惑まどい、恥じらい、ヒーロー役に必死に抵抗するヒロインの方だ。


    「ちょっ、おいっ、本当にやめろ！　頼むから今すぐ俺を降ろせ！」


    　先ほどよりも必死にそう訴えたが、全ては逆効果。


    　公平が抵抗すれば抵抗するだけ、周りは盛り上がっていく。


    「わー、あの子すごい照れてる！　本当にドラマのじゃじゃ馬姫みたい！」


    「リアル姫とか、やばい、王子と姫のセット最高です！」


    　これではただお姫様抱っこで運ばれるよりも、まずいことになる。


    　それに気づいてしまった公平は、涼しげな光ひか瑠るの顔をにらむことしかできなくなった。


    「くっ、くそぉ……！」


    　逃げ場は、ない。


    　絶望感に打ちひしがれ、石になった公平。


    　それを保健室へと運ぶ光瑠の歩みは、悔しいほどに堂々として頼もしかった。


    



    　　２


    



    　人の善意が、時として誰かを傷つけることもある。


    　そのことを、公平は身をもって体感していた。


    「大丈夫、公平君？　もう少しだけ、がまんしてね」


    　保健室に向かう間、光瑠は歩きながらも定期的に公平を気づかってくる。


    　その分だけ名前を呼ばれる公平としては、たまったものではない。


    　すれ違った人たちは、間違いなく公平の名を、記憶してしまっただろう。


    　男なのに、女生徒にお姫様抱っこで運ばれている、軟弱者として。


    「もう本当、頼むから、降ろしてくれよ。自分の足で、歩けるからさ……」


    　必死に頼んでも、光瑠には公平の切実な願いなんて伝わらない。


    「ここまできたら、最後まで運ばせてほしいな。君のことが、心配なんだ」


    　そして光瑠は、眩まぶしげに目を細めて告げてきた。


    「それにしても、具合が悪い時でも私を気づかってくれるなんて、本当に優しいね」


    「別に、そんなんじゃねえよ」


    「照れなくてもいいよ。ただ、君が私を思いやってくれるように、私も君に苦しい思いをしてほしくないんだ。だから、私のためだと思って、大人しく運ばれてくれると嬉しい」


    　ね、と甘やかすように優しく囁ささやかれる。


    　その場に居合わせた罪のない女生徒が、また屍しかばねになっていくのが見えた。


    　これ以上、被害を広めてはいけない。公こう平へいは光ひか瑠るの口をそっと手で押さえ、止めに入る。


    「もういいから、そういうかっこいいこと、言うな」


    　むすっとした顔で、そっぽを向くと、なぜか視線の先で男子が身み悶もだえている。


    　──解げせぬ。


    　理不尽な目の前の現実に絶望しつつ、グラウンドを抜けてやっと保健室にたどり着いた。


    　緑色のカーテンが閉められてはいるが、窓は開いている。


    　その開いた窓に向かって、光瑠が声をかけた。


    「すみません、どなたかいらっしゃいませんか？」


    「はーい」


    　閉められたカーテンごしに聞こえたのは、いかにも女の子らしい、高い声。


    　その直後、開いたカーテンの向こうから現れたその人を見て、公平は息をのむ。


    「え……天、使？」


    　思わずそう呟つぶやいてしまうくらい、その人はとても可か憐れんで、ピュアな印象の人だった。


    　光瑠と、彼女に抱かれた公平を見て、驚いたように動きを止めている。


    「あ……」


    　可憐な唇からこぼれたその声を聞いて、これが鈴を鳴らす声というやつか、と思った。


    　肩口で切りそろえられた髪は、元の色素が薄いのか、光に透けてキラキラと輝いている。


    　こぼれ落ちそうなほど大きな目。小動物めいた愛らしい顔立ち。


    　そして、バラ色の頬ほお。


    　手も足も肩も、不安になるほど華きや奢しやだ。


    　おそらく、守ってあげたくなるような女子とは、彼女のことを言うのだろう。


    　見とれる公平と違い、光瑠は相変わらずクールにその人に話しかけていた。


    「彼が体調を崩したようなので、少し休ませていただけないでしょうか？」


    「あ、待っててね、今扉を開けるから！」


    　はっと我に返った様子でそう言って、扉の方へ走る天使のような少女。


    　グラウンド側から保健室に入る銀色の扉の鍵が鳴る音を聞いて、ふと気づく。


    　そういえばナチュラルに、お姫様抱っこされたままだ。


    「い、いつまで俺のことを抱えてるつもりだよ！　もう保健室に来たんだし、降ろせ！」


    　今までで一番強い口調でそう言えば、やっと光瑠が公平を降ろしてくれる。


    　慌てて身だしなみを直そうとした時、扉が静かに開かれた。


    「お待たせ、さあ、中に入って」


    　銀色の扉を開いてくれた天使のあまりの可愛かわいさに、思わずにやけてしまいそうになる。


    　まずい、と慌ててうつむいて誤魔化すが、表情筋がいうことをきかない。


    　顔を押さえていたら天使が上履きのまま保健室を出て、公平のそばにそっと近づいてきた。


    「大丈夫？　具合が悪いんだよね？　肩、かそうか？」


    「い、いえっ！」


    　大丈夫です、と大慌てで顔を上げた瞬間、天使と、目が合う。


    「私は、二年の白しら雪ゆき亜あ衣いっていうの。君、新入生でしょう？」


    「は、はいっ！」


    「後輩の面倒を見るのは、先輩の役目だから。遠慮しないで、先輩を頼ってほしいな？」


    　気持ちは嬉しいのだが、公こう平へいは思わず黙ってしまった。


    　すると、そんな公平を労いたわるように、亜衣がそっと手をにぎってくる。


    「男の子だから、そういう弱いとこは見せたくない、かな？」


    「はい。だって、軟弱なやつだって、思われたくないし」


    「ふふ、思わないよ。男の子だって具合が悪い時くらい、甘えてくれたっていいんだぞ？」


    　年上のお姉さんっぽい口調でそう言った後、亜衣が、にっこりと笑った。


    「でも亜衣は、そうやってかっこつけちゃう男の子、嫌いじゃないけどね」


    　驚いて見つめたら、照れたように目をそらされた。


    　その反応は、明らかに公平を男として意識しているからこその、反応である。


    　公平は、感動にその身を震ふるわせて、亜衣の手をぎゅっとにぎり返した。


    （そうだよ、俺が浴びたかったのは、この反応なんだよ！）


    　感動のあまり、うっかり泣きそうになる。


    　でもそれを必死にこらえて、公平は亜衣に告げた。


    「ありがとうございます、先輩」


    「ふふ、さあ、中へ入って。あと、あの……あなたも、一緒にどうぞ？」


    　しかし、亜衣に誘われた光ひか瑠るは、静かに首を横にふる。


    「いえ、彼のことは心配ですが、この後生徒会室に呼ばれているので、ここで失礼します」


    　では、と一礼して歩き出すその背中に、公平は慌てて声をかけた。


    「光瑠！」


    　呼んでくれ、と言われていた名前の方で呼びかければ、光瑠がちらりとこちらを見る。


    「ありがとう、またな！」


    　光瑠は公平の言葉に、ちょっとくすぐったそうに目を細めてから、右手をあげて頷うなずいた。


    「うん、また」


    　そして今度こそ振り返ることなく、おそらく生徒会室があると思われる方向へ立ち去る。


    「生徒会室に呼ばれてるってことは、あの子が今年の、新入生総代なんだ」


    　亜衣の口からこぼれた聞き捨てならない言葉に、公平の耳が、ぴくりと揺れた。


    「え？」


    「雪ゆき峰みね学がく園えんの入学式って特殊で、六りつ花かの代表から、トップ入学者である新入生総代に、校章が贈られる儀式があるの。生徒会室ってことは、その打ち合わせだと思う」


    「へ、へえ。あいつが、新入生総代」


    　雪ゆき峰みね学がく園えんの入学試験は、推薦枠なしの、筆記試験一発勝負。


    　だからトップ入学者は、文字通り、全ての新入生の、トップに立つ成績優秀者なはずだ。


    「どんだけスペック高いんだよ、あいつ」


    　ぐっと拳をにぎって、光ひか瑠るの去った方角をにらんでいると、亜あ衣いが話しかけてくる。


    「でも今は、そんなことより君のこと」


    「お、俺ですか？」


    「うん、ええと……ごめん、名前、まだ聞いてなかったよね？」


    「あ、すいません！　俺、須す永なが公こう平へいっていいます！」


    　普通に名乗ってしまってから、はっと気づいた。


    　違う、これでは中学校までと一緒である。羞しゆう恥ち心しんを捨て、今こそ仮面を被かぶるのだ！


    　咳せき払ばらいを一つした公平は、前髪をかき上げ、カッコイイポーズを決め直した。


    「先輩には、情けないところを見せちまったな。でも、あんたのその可愛かわいい顔を見ていたら、ちょっと元気になってきたぜ」


    　入学前の王子様研究の末に導き出した、王子様キャラの中でもナンバーワンの人気ジャンル、Ｓな香りが漂う俺様系王子様。それを、渾こん身しんの演技力で演じてみせる。


    　このキャラで学園の王子様の座を狙ねらい、全ての女子のハートを奪う予定なのだけれど……。


    　突然がらっと雰囲気と口調を変えた公平に、驚いたのだろうか？


    　亜衣は戸と惑まどったように、首を傾かしげている。


    「あの、公平君？」


    　しかし、公平はめげずに己の作り上げたキャラを演じ続けた。


    「よく看護師のことを、白衣の天使なんて言うけれど、先輩もそうなのかもしれねえな」


    「て、天使だなんて、そんな……！」


    「照れることはないだろ？　ああでも、気をつけなよ、先輩」


    　あえて悪い男ぶった笑みを浮かべて、公平は亜衣の手をつかみ寄せる。


    　そして、とびきり甘い声で、囁ささやいた。


    「もし先輩が天使なら、俺はあんたを狙う悪い狼だ。そんなに可愛い顔で見つめられたら、なにをするかわからねえぜ？　まあ、あんたが俺に美お味いしく食べられてくれるつもりなら、遠慮なくいただかせてもらうけど？」


    「も、もうっ、先輩にそういう態度を取るのは、いけないと思うの！」


    　子どもをたしなめるような態度で、亜衣が公平の手をふりほどく。


    　でも、拒絶された、というわけではない。


    　公平をにらんでくる目はうるみ、頬ほおは赤く染まっていた。


    　それに、もじもじと顔をそむけながら、まんざらではない様子で言われる。


    「いきなりそんなことされたら、亜あ衣い、ドキドキしちゃうよ」


    　そのひと言に、公こう平へいの方こそドキドキが止まらない。


    　これまで、なにをしてもどんな言葉を投げかけても、女性からはマスコット、もしくは男でありながら女子力に満ちた『姫』として扱われ、異性とは認識してもらえなかった。


    　だが今、公平は間違いなく、マスコットでも姫でもない。


    　飢えた狼、危険なプリンスとして、確実に意識されている実感があった。


    　毎日鏡の前でキメ顔を練習して、俺の考えた最強の王子様語録を作って、それを赤面せずに言えるようにひたすら練習してきたこれまでの努力。


    　それが今、報われたのだ！


    　調子に乗った公平は、屈かがんで亜衣に目線を合わせて、さらにぐいぐい迫る。


    「ねえ、せーんぱい。ひと目あんたに会った瞬間から、先輩のことを、どうやったら俺のものにできるかなって、ずっと考えてた……なんて言ったら、どうします？」


    「う、嘘うそばっかり！」


    「嘘なもんか。先輩にとっては、俺との出会いもただの偶然かもしれない。でも、俺は今日の出会いを、単なる偶然で終わらせる気はない。ああそうだな、先輩が俺のことを忘れられなくなるように、二人っきりで特別な思い出でも、作ってみるか？」
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    　そんな思わせぶりなことを言いつつも、内心は、心臓ばくばくだった。


    　なにせ公こう平へいは、男子校育ち。これまで女子にマスコット扱いで囲まれてきたが、一対一での会話なんて、したことはない。特別な思い出？　ああ、もちろん内容は思い浮かばないさ！


    　これまで研究を重ね、Ｓな香りが漂う俺様系王子様になる、と決めたものの、実際にその演技を披ひ露ろうしたのは、正真正銘、これがはじめてなのである。


    　しかし、積み重ねたイメージトレーニングの成果は、確かにあったらしい。


    「そんなこと言われたら、亜あ衣い、困っちゃうよぉ」


    　公平から逃げるように、とん、と胸を手で押してきた亜衣が、恥ずかしそうにうつむく。


    「それに……特別な思い出なんてなくても、君のこと、忘れるなんて無理に決まってるもん」


    　ひとり言のようなその小さな呟つぶやきが聞こえた瞬間、公平の心臓が、どくんと大きくはねた。


    　意味深な沈黙の後で、亜衣はおずおずと公平を見上げてくる。


    「あのね、雪ゆき峰みね学がく園えんでは、あんまり名字で呼ぶことってないの。あだ名か下の名前で呼ぶのが普通なんだ。だから亜衣のことも、嫌じゃなかったら名前で呼んでね？」


    　至近距離からの上目づかいの威力は、絶大だった。


    「い、嫌だなんてとんでもない！　光栄です！」


    　思わず素に戻ってそう答えれば、亜衣はほっとしたように笑う。


    「そっか、じゃあ公平君、よろしく……ね？」


    「はい、よろしくお願いします、亜衣先輩」


    　差し出された手を、演技する余裕もなくにぎり返して、その柔らかさに驚きよう愕がくした。


    「公平君の手は、ふふ、けっこう大きいんだ？」


    　強くにぎったら壊してしまいそうな亜衣の手から、名残惜しく思いつつも、手を離す。


    　まだ彼女の温もりが残る手を、ぼーっと見つめていたら、亜衣がふと目を瞬いた。


    　そして、白くて柔らかい手が公平に向かって、すっと伸びてくる。


    　ぴたっと額に手を押しつけ顔をのぞき込んでくる亜衣に、公平は思わず目を丸くした。


    「せ、先輩!?」


    　赤くなった公平を、亜衣が悪戯いたずらな目で見上げながら、くすりと笑う。


    「うん、顔は赤いけど、熱はなし。これに懲こりたら、あんまり先輩をからかっちゃだめよ？」


    　天使だと思った相手の、思わぬ小悪魔的な表情に、公平の心臓は高鳴る一方だ。


    　あまりのときめきに膝ひざをつきそうになった時、保健室の扉が、ガラガラと開いた。


    「お待たせ、留守番させちゃってごめんね！」


    　慌てた声とともに、保健室の廊下側の入り口から、養護教諭と思われる女性が現れる。


    　年齢はおそらく、二十代。長い黒髪をアップにした、泣きぼくろが特徴的な美女だ。


    　大人の色気にどぎまぎする公平の向かいで、亜衣はさらりと髪を揺らして首を横にふる。


    「真ま子こ先生、気にしないでください。私、式がはじまるまでは暇ですから」


    「そう言ってもらえると助かるわ、白しら雪ゆき姫。行事の日はどうしても、保健室を留守にできないのよね。興奮して倒れる子とか、鼻血を出して貧血になる子とか、絶対に出ちゃうんだもの」


    　困った顔で頬ほおを押さえた真ま子この言葉に、公こう平へいはつい反応してしまった。


    「白雪姫？」


    　すると亜あ衣いは、はにかみながらも教えてくれる。


    「私のあだ名。ほら、名字が白雪だから……似合わなくても、笑わないでね？」


    「笑わないし、似合わないなんてこと絶対ないです！」


    　思わず声を大きしてそう否定すると、真子はここでようやく、公平の存在に気づいたらしい。


    　ん、と首を傾かしげながら公平の方を見た真子が、次の瞬間、かっと目を見開いて固まる。


    「き、君は……！」


    　かすれた声を上げた真子と目が合った瞬間、公平は腰を落として警戒体勢に入った。


    　向けられるのは、ねっとりと絡みつくような視線。このぞくっとする目には、覚えがある。


    （この反応、まさか……デンジャーか!?）


    　デンジャー……それは、公平を『姫』と呼ぶ女性陣の中に、ごく稀まれに紛れ込む、危険人物に友人たちが恐怖からつけた呼び名だ。ひねりはないが、実際に危険なのだから仕方ない。


    　デンジャーは、他の女子とは違い、王子様なんかより公平の方が素す敵てきだ、と言ってくれる。


    　でも、愛の方向性がねじくれすぎているために、仲良くなれる余地など欠片かけらもない。


    　服を脱がされかける、変なところを触られるくらいなら、まだいい。


    　これまではなんとか逃げおおせてきたが、薬物、手て錠じよう、スタンガンなどのアイテムを使い、公平を理想のお姫様ルームに拉ら致ち監禁しようとする、ガチでヤバイ犯罪者、犯罪者予備軍だ。


    　おまけに、デンジャーが公平に求めるのは、可愛かわいいお姫様のような存在であること。


    　頼れる男、として認めてもらいたい公平にとっては、思想的にも相容れない敵であった。


    　だからどうやって関わらずにすませるか、と悩んだのだが……。


    　真子は公平の警戒をよそに、いかにも保健室の先生らしい優しい声で、話しかけてくる。


    「新入生、よね？　私は、この学園の養護教諭をしている、妃きさき真子よ。待たせてしまって、ごめんなさいね。今日は、どうしたのかしら？」


    「え、ええと」


    　対応に迷う公平に、亜衣が横から助け船を出してくれた。


    「真子先生。この子は、公平君。体調不良で、さっき保健室に運ばれてきたんです」


    「そう、体調不良。入学式の日だし、緊張したのかもしれないわ。ええと、公平君。念のため熱を計りたいから、あそこの椅い子すか、ベッドに座ってもらえるかな？」


    　そう言ってくる真子は、やっぱり普通の綺き麗れいなお姉さんにしか見えない。


    　ちょっとだけ警戒を解いて、公平は真子の言葉に頷うなずく。


    「はい、わかりました」


    　ちょうど立っている位置から近かったので、廊下側に置かれた黒い長椅い子すに腰掛けた。


    　すると亜あ衣いが、にこやかに手を振ってくる。


    「じゃあ私、体育館に行くから。公こう平へい君、またね」


    「あ、はい！　ありがとうございました！」


    　頭を下げる公平にひらりと手をふって、亜衣は小走りに駆け去ってしまった。


    　遠ざかる足音を聞いて、ほう、と熱いため息をこぼす公平に、真ま子こが告げてくる。


    「公平君みたいな子にそんな顔をさせるなんて、さすがは白しら雪ゆき姫ひめね」


    「え？」


    「この学校には、六りつ花かっていう人気者がいるの。その子たちには、六花ネームっていう特別な名前がつけられるわ。あの子も先月その仲間入りをして、白雪姫って名前をもらったの」


    　白雪姫、という六花ネームは、清せい楚そで優しい亜衣のイメージにぴったりだった。


    　生まれてはじめて可愛かわいいと思った相手が、憧れの六花だったなんて……。


    　これはもう、本当に、彼女との出会いが運命のような気がしてきた。


    「やっぱり亜衣先輩って、俺の理想のお姫様なんだよなぁ」


    　めくるめく恋の予感に胸をはずませていた公平は、そのせいで、大きなミスを犯してしまう。


    　真子が、デンジャー疑惑のかかった危険人物だということを、一瞬忘れてしまったのだ。


    　そしてそれを思い出したのは、すっと視界が暗くなり、頬ほおを真子になでられた時。


    「だめよ、公平君。白雪姫のことなんかより、今は先生と、お話をしましょう？」


    　赤い唇をぺろりとなめた真子の顔は、優しい養護教諭のそれではない。


    　得物を狙ねらう女め豹ひようのそれだ。


    「体調不良って聞いたけど、どこが悪いのか、ちゃーんと調べないと」


    　公平は制服のボタンに伸びてくる指から逃げようと、とっさに身を引く。


    　だが真子は、それを咎とがめるように、とん、と顔の脇に手をつき、さらに距離を詰めてきた。


    　いわゆる、壁ドンである。


    　片腕で公平の退路を断った真子は、もう一方の手で、器用に手早く公平の詰め襟えりのボタンを外しはじめる。慌ててそれを止めようと彼女の手をつかもうとするが、思いのほか、力が強い。


    「や、やめてください、先生！」


    「恥ずかしがることないのよ、私は養護教諭として、診察しようとしてるだけなんだから」


    　そうは言うけれど、隙があれば公平の服の隙すき間まにもぐりこんでくる彼女の指は、絶対に診察のためではない。なまめかしく不健全な動きを見せている。これは、かなりまずい。


    　しばらくもみ合い、必死の攻防をくり広げる中で、どんどん衣服が乱されていく。


    「わーっ、わーっ！　マジ無理です、俺たち、会ったばっかりだし、教師と生徒だし！」


    「ふふ、時間なんて関係ないわ。それに、禁断の関係って、燃えない？」


    「燃えません！　つうかそこで、舌なめずりしないでください！　怖い！」


    「大丈夫、怖がらないで。先生がおいしく、頂いて、あ・げ・る」


    「いやだー！」


    「ああ、そんな怯おびえた顔も素す敵てき！　真っ白い包帯でベッドに縛り付けて、大事に大事に閉じ込めて、誰にも見せないようにしたいなぁ？」


    　公こう平へいは渾こん身しんの力で目の前の真ま子こを押しのけた。


    「俺は、美お味いしく頂かれるよりも、男として美味しく頂く側にまわりたいんです！」


    　そして今までにない素早さで立ち上がり、迷うことなく──逃げる。


    「ああん、待って公平君！　まだっ、すべすべお肌に頬ほおずりもしてないのにぃー！」


    　悩ましげな声を上げて手を伸ばしてくる真子を、ふり返る気などない。


    （二度と保健室には近づかないぞ、俺は！）


    　これからの三年間、絶対に怪け我がも病気もしてはいけない。公平はそう、心に誓った。


    　だって保健室は、あのデンジャーの城なのだ。


    　運びこまれてしまったら最後、公平の大切ななにかが、今度こそ奪われてしまう。


    　乱れた制服もそのままにグラウンドへ走り出た公平は、全力でその場から駆け去った。
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    　なんとか貞節を守りきり、入学式の行われる体育館へ向かった公平は──。


    「動くな、いいか、誰か一人でも動いてみろ、この子の命はないぞっ！」


    　現在、謎のタキシード青年によって囚とらわれ、人質に取られていた。


    　なぜそうなったか、正直公平自身もよくわかっていない。


    　保険医の真子から逃げて、入学式がはじまる前に体育館へ入ろうと走っていたら、来らい賓ひんのふりをしたタキシード姿の青年に廊下で声をかけられて、体育館までご一緒して、今に至る。


    　まさか、世の中にタキシード姿で犯罪に及ぶやつがいるなんて、思わなかった。


    　体育館の入り口で豹ひよう変へんした青年に、ナイフ片手に拘こう束そくされ、体育館裏手のステージへ続く楽屋口から、ばーんと舞台上に登場してしまった瞬間の、あの凍り付いた空気といったらない。


    「ねえ、あれって姫だよね……？」


    　そんなざわめきが聞こえた気がしたのは、多分、聞き間違いだったに違いない。


    　そして、戸と惑まどいの声が上がっていたのも、束つかの間ま。


    「雪ゆき峰みね学がく園えんの諸君、今この瞬間から、この会場は僕が占拠する！　警察に通報したり、怪しい動きをすれば、人質の安全は、ほ、本当に、保証しないからな！」


    　そう叫んだ青年にナイフを突きつけられる公平の姿を見て、晴れがましい入学式の会場は、一転、緊迫感あふれる犯罪現場になってしまった。


    　響く悲鳴、動揺する新入生たち。


    　それを気づかいつつも、青い顔をしている在校生たち。


    　教師たちは舞台の下にずらりと並んで、青年に人質を解放するよう、訴えかけている。


    　そして公こう平へいの首には、ナイフが現在進行形で突きつけられていた。


    　ギラギラ光るナイフを手にした青年は、常軌を逸した目をして笑っている。


    「さあ、僕の愛しいあの白しら雪ゆき姫を、今すぐここにつれてくるんだ！　そして、この日のために買ったこの一張羅に恥じない、最高のプロポーズをはじめようじゃないか！」


    「はぁ!?　白雪姫にプロポーズって、なんだよそれ!?」


    　ナイフを突きつけられているのも忘れ、公平は男を振り返る。


    「な！」


    　慌てたように少しナイフを浮かせた男が、公平を見下ろして怒鳴りつけてきた。


    「あっ、危ないだろう、なにを考えてるんだ！」


    「うるせえな、それはこっちの台詞せりふだ！　そもそも、なんでプロポーズするのに人質が必要になるんだよ!?」


    　それに青年が答える前に、ステージ下の在校生からブーイングが起きる。


    「ふざけんなよこの野郎っ、白雪姫にプロポーズなんて百万年早いぜ！」


    「どうせ片思いこじらせたんだろう。勝手に先走んな。すっこめ、ストーカー！」


    　次々に浴びせられる容赦ない罵ば声せいに、男が顔をまっ赤にして怒鳴る。


    「うっ、うるさい！　僕は、ストーカーなんかじゃない！」


    　そしてステージ下の人々を牽けん制せいするように、公平の首に太い腕をぐっと回してきた。


    「僕を犯罪者扱いして騒ぐと、こいつが、ただじゃすまないぞ！」


    「ぐっ、ちょ、絞まってる！」


    「白雪姫は、とてもシャイで奥ゆかしい子だから、僕がこれまで毎日出し続けたラブレターに返事を出すことも、僕の電話に出ることもできないようだけれど、それでもいつも見守ってる僕には、彼女が僕を思う気持ちがちゃんとわかるんだ。僕たちは確かに、両思いだ！」


    「まじ、くるし……！」


    「その証拠に、下駄箱や彼女のマンションの郵便受けいっぱいにつめた手紙は、必ず他の男が贈ったものと分けて全部保管してくれているし、留守電に吹き込んだメッセージも保存して、色んな人に聞かせて回っているのを見たんだ！　これって、僕が特別だからだろう!?」


    　な、と同意を求められ、公平は窒息しそうになりながらも、正直に答えた。


    「それ、特別に厄やつ介かいな相手として、警戒されてるだけじゃねぇ？」


    　青年の顔から、表情がすっと抜け落ちる。


    　あ、ヤバイ。そう気づいたものの、だからと言って前言撤回はしない。


    　だって普通に考えたら、そうとしか思えなかった。


    　なにせ六りつ花かは、脅威のモテ集団。


    　登下校用に高級車を贈ろうとしたファンが学園に押し寄せた話や、夏合宿を計画する六りつ花かのために別荘や巨大な宿泊施設を作って提供しようとした者がいた例などは、まだ可愛かわいい。


    　歴代六花の記録を少し調べれば、誕生日に無人島を丸ごとプレゼントされたり、大学の合格祝いに都内の一等地に建つマンションを一棟お買い上げしてわたされたり、風邪を引いた六花のために病院が建てられたなんていう熱狂的ファンの逸話が、ごろごろと転がっているのだ。


    　そんな六花の一員である亜あ衣いのガードが、薄いわけがない。


    　当然、ストーカー対策だって事前に教えられているだろう。


    　動きを止めた青年に、公こう平へいは息苦しさをこらえて問いかけた。


    「なあ、そもそも惚ほれた女に会いにくるのに、なんでそんな物騒なものを持ってきたんだ？」


    「そ、それは……」


    「惚れた相手にプロポーズするっていうのなら、ナイフなんかじゃなくて、彼女に似合う花の一輪でも持ってくるのが筋ってもんだろう？」


    　青年はくしゃりと顔を歪ゆがめて、公平から顔を背ける。


    「お、おまえみたいなガキに、俺の気持ちなんてわかるもんか！」


    「そうだな、わかんねえよ」


    「え？」


    「だって俺はあんたのこと、なにも知らねえ」


    　でも、亜衣が素す敵てきな人だと思う気持ちは、彼と一緒だ。


    「だからさ、聞かせてくれよ、あんたの気持ち」


    　目が合った青年の顔色は青く、目の下にはくっきりとくまが浮いていた。


    　おそらく彼は、この日までたくさん悩んで、考えて、思い詰めた末にこんなことをした。


    　そんな相手を、王子様と呼ばれるような男なら、きっと切り捨てはしない。


    「誰かに話したら少しは気も晴れる。そんな暗い顔したまま白しら雪ゆき姫に会うのは、嫌だろう？」


    　にっと笑って、そう告げた直後。


    　青年が──泣いた。


    「う、う、うわぁー！　天使が、二人目の天使が、僕に微ほほ笑えんで──！」


    「え、あ、危ねえ！」


    　ナイフを持ったままの手で、青年が公平を抱きしめ、天井を向いてしゃくり上げる。


    　首は解放され息は楽になったが、顔の脇にちらつくナイフが怖い。


    　しかし青年は、青ざめる公平に気づかず、声を震ふるわせて告げてきた。


    「こ、こんな優しい言葉を聞いたのは、白雪姫と出会った、あの時以来だ……」


    「あの時？」


    「就活連敗で、先に内定もらったゼミのやつらから距離置かれるようになって、好きな子にもふられるし、コンビニで傘かさ盗まれるし、本当にいいことなんもなくて！　落ち込んで、雨の中ぼーっと公園のベンチに座り込んでたら、白しら雪ゆき姫が、大丈夫ですかって、声をかけてくれた。自分が濡ぬれるのも構わず、俺に傘かさをかしてくれて、優しく励ましてくれたんだ！」


    　その光景がたやすく想像できてしまい、公こう平へいは亜あ衣いのあまりの天使ぶりに感動する。


    　公平と男のやり取りを聞いていた生徒たちも、それは同じらしい。


    「白雪姫って、心まで白雪のように綺き麗れいだって噂うわさ、本当だったんだなぁ」


    「ああ、その優しさもまさに白雪姫って呼び名に相応ふさわしいぜ」


    　さっきまで、亜衣に思いを寄せるタキシード青年を罵ば倒とうしていた在校生たちも、今は同情と共感に満ちた眼まな差ざしを、彼に向けていた。


    　しんみりした空気の中で、公平はタキシード青年の背中を、ぽん、と叩たたく。


    「そんなことされたら、惚ほれちまうのも、無理はねえよ」


    「その通りさ。だけど、傘を返したくて制服を頼りに雪ゆき峰みね学がく園えんに行ったら、校門前で、僕は、白雪姫のファンクラブだと名乗る男たちに、つかまってしまったんだ！」


    「ファンクラブ？」


    「ああ、あいつらに、もう二度と彼女に近づくなと言われて、傘も自分たちが返しておく、と取り上げられて、そのまま追い返されて……！」


    「な、なるほど、礼くらいは自分で伝えたいよな？」


    「そうだろう!?」


    　青年は、公平を理解者だと思ったらしい。切々と、心の内を訴えてきた。


    「僕もそう思って、お礼を伝えるために、彼女に会うチャンスを探したんだよ。でも白雪姫のファンクラブは、校外で彼女に接触する男をけして許さない。白雪姫の親衛隊は、僕が彼女の半径百メートル以内に近づこうとすると、即座に僕を排除しにかかるんだ！」


    「それは、さすがに酷ひどいな」


    「でも邪魔をされているうち、僕はだんだんと、わかってきたよ」


    　怪け訝げんな顔をする公平に、タキシード青年はうっとりした笑みを浮かべて、答える。


    「ファンクラブが必死に僕を遠ざけようとするのは、僕こそが白雪姫にとっての特別だから。会うことも、話すこともできないけれど、白雪姫は僕という王子のことを、あの日からずっと忘れずにいるに違いないってね！」


    「待て、なんでそうなった!?」


    　傷ついていたところを救ってくれた少女にお礼を言おうとしていた誠実な青年が、今一気に勘違いストーカー野郎へと返り咲いた。


    「やっぱりあいつ、単なるストーカーじゃねえか！」


    「おまえみたいな冴さえない男が、白雪姫の王子を気取るなんて百万年早いんじゃボケぇ！」


    　再び在校生に怒鳴られ、タキシード青年は公平にしがみついたまま、地団駄を踏み出す。


    「うるさい！　なんの努力をしなくても、雪峰学園の生徒ってだけで、白雪姫と同じ場所の空気が吸えるおまえらに、僕の気持ちはわからない！　僕だって、許されるなら白しら雪ゆき姫と同級生に生まれて、彼女とドキドキスクールライフをエンジョイしたかったさ！　でもできないから、どんな手を使ってでも白雪姫に僕を見てほしくて、ここにいるんだよ！」


    　そのだだっ子のような姿に、さすがの公こう平へいも、堪忍袋の緒が切れた。


    「馬鹿野郎っ、そんな脅迫みたいな真ま似ねしても、好きな相手を振り向かせることなんて、絶対できないってことくらい、言われなくても気づけ、このとんちきタキシード！」


    「と、とん……」


    「とんちきタキシード」


    「う、嘘うそだ！　僕の二人目の天使が、可愛かわいいお姫様が、そんなこと言うわけがない！」


    　それまでで一番悲痛な顔でそう叫ばれる。


    　だがその一言で、公平の堪忍袋の緒が切れた。


    「現実逃避すんじゃねー！　誰が可か憐れんな天使だ、姫だっ、この勘違いストーカー野郎！」


    　天使はまだ、がまんできた。だが、姫はだめだ。


    　これまでの鬱うつ憤ぷんがあふれだし、公平はジタバタと手足をふり回して、暴れた。


    「俺は姫じゃねー！　男だ、お・と・こ！　その目をかっぴらいてよく見てみろ！」


    「うわっ、あ、暴れるな！　それに、ストーカーじゃないって言ってるだろぉ！」


    「自分で認めなくても、おまえは立派なストーカーだ。それにな、プロポーズっていうのは、惚ほれた女にふりむいてもらってから、するもんだ！」


    「で、でも、サプライズって、女の子に喜ばれるっていうし」


    「信頼関係のないサプライズなんて、ただの不快なドッキリなんだよ！」


    　そう叫びながら振り上げた拳が、青年の頬ほおをかすった。


    　すると青年は、かっとしたように腕に力を込めて、公平の首を再び絞める。


    「黙れ、黙れ黙れ黙れ！　僕を認めない天使なんて、この手で天の国へ帰してやる！」


    



    「させないよ」


    



    　聞き覚えのある、凜とした声が、すぐ後ろから聞こえた。


    　そして、公平を拘こう束そくしていたタキシード青年の腕から、かくんと力が抜け落ちる。


    　激しく咳せき込みながらも、振り返った公平の目に映ったのは──。


    　屈強な青年の首を悠然と締め上げる、新しん海かい光ひか瑠るの姿だった。
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    　ぽかん、と目を見開いた直後。


    　タキシード姿の青年が、声もなくその場に膝ひざからくずおれた。


    　つられて後ろに倒れそうになる公こう平へいの身体からだを、素早く伸びてきた手が、抱きとめる。


    「大丈夫？」


    「……お、おう」


    「助けるのが遅れてごめんね、公平君。怪け我がは、ないかな？」


    　そう聞いてくる光ひか瑠るの背中に、咲きほこる点描とバラの幻が、見えた気がした。


    　見とれたくなるほど綺き麗れいな顔立ちと、クールな表情。


    　艶やかな黒髪をさらりと揺らし、音もなく現れ、人質を救ったその姿はまさに──王子。


    　誰もが息をのんで黙り込む中、光瑠はステージ下の教師たちに声をかけた。


    「絞め落としましたが、すぐに目覚めると思います。その前に、対処を」


    「ああ、わかった！」


    　教師たちはすぐさまステージ上に上がり、倒れている男を拘こう束そくする。


    　公平も両足に力を入れ体勢を立て直し、光瑠が公平を支える手を、離した直後。


    　ステージ下の生徒たちから、わっと歓声と拍手が巻き起こった。


    「すげえっ、なんだあの一瞬の動き！　信じられねえ、あいつ忍者かよ！」


    「違うって、あれは侍だよ！　っていうか、マンガの侍王子そのままって感じじゃん!?」


    　興奮した声でそう言っているのを聞いて、ようやく、状況が飲み込めてくる。


    「まさかおまえ、後ろからあいつに忍び寄って、絞め落としたのか？」


    「人質がいるのに、正面から挑むわけにもいかなかったからね」


    　当然のようにそう答えた光瑠が、公平の喉のどを見て、眉まゆをひそめた。


    　そしてハンカチを取り出して、公平の首筋に、そっと当ててくる。


    「だが、すまない。結局君を、むざむざ傷つけさせてしまったようだ」


    「いや、これは別に、おまえのせいじゃねえし。そんな顔するなよ！」


    「君の言葉なら素直に頷うなずきたいところだけれど、それはできない」


    　憂いに満ちた表情を浮かべ、光瑠が公平をじっと見つめてきた。


    「目の前で誰かを傷つけられて平気な顔を取り繕つくろえるほど、私の心はまだ練られていないらしい。未熟者で、情けない限りだが……君を傷つけた彼も、君が傷つけられる前に助けることができなかった自分も、素直に許すことはできそうもないんだ」


    　その時の光瑠の目が、あまりにも切なげで、今にも泣きそうに見えて……。


    　面倒見がよくて兄貴気質の公平は、つい放っておけなくなった。


    　妹が落ち込んだ時にしてやるように、光瑠のほっぺたを両手で包み込む。


    　白い頬ほおは、思ったより温かくて、柔らかい。


    　光瑠は、驚いたように目を丸くして、公平のことをじっと見つめてくる。


    　それまでの凜とした雰囲気とは違って、幼かった。


    「なんだよ、その顔」


    　苦笑しながら、公こう平へいは光ひか瑠るに告げる。


    「未熟者だっていうなら、俺こそ、未熟者だろう」


    「公平君？」


    「またおまえに、助けてもらっちまったな。あんな男一人、本当は俺だけでなんとかしなきゃいけなかったのに、情けねえ。悪かったな、役立たずで」


    「違う、役立たずなんて、そんなことない！」


    　公平の手をしっかりとつかんだ光瑠は、真剣な目で公平に伝えてきた。


    「公平君は充分、勇敢で強い。それになにより、とても優しい人だよ」


    　そしてステージ下の生徒たちからも、温かい言葉が公平にかけられる。


    「そうだよ！　光瑠さんの言う通りだよ！」


    　え、とそちらを見れば、多くの人が温かな目で公平を見上げてきた。


    「人質にされて、あんな風に怖い目にあったのに、犯人の話を優しく聞いてあげてたよね？」


    「しかもその後、相手が悪いってわかった後は、怯ひるむことなく立ち向かおうとしてたし！」


    「みんな……」


    　ありがとう、とお礼を言いかける。


    　でも続いた言葉を聞いて、感謝の言葉ははるか彼方に飛んでいった。


    「本当、勇敢で優しくて一本気なところとか、じゃじゃ馬姫そのものだったよっ！」


    「いや俺、男だから！　姫なんかじゃないから！」


    　必死にそう訂正を入れたが、なぜか誰も、取り合ってくれない。


    「そ、そうだ！　おい、俺を羽交い締めにしたあんた！　なあ、俺、男だっただろう!?」


    　そう言って、教師たちに押さえつけられているだろう、タキシード青年を振り返る。


    　だがそこで、違和感を覚えた。


    　少し離れた場所で、うつ伏せで押さえつけられている青年の手の動きが、なにかおかしい。


    「おい、光瑠、あいつの手の動き、変じゃないか？」


    「え？」


    　それまで黙って腕を組み、虚空をにらんでいた光瑠が、公平の言葉で青年の方を見た。


    　だがそれとほぼ同時に、青年が、ニヤリと笑う。


    「残念だけど、今さら気づいても、もう遅い！」


    　転がるようにして自分を押さえつけていた教師たちを振り切って、青年が立ち上がった。


    　袖の奥から指で引っ張り出された、黒いもの。それを彼は、公平たちに見せつけてくる。


    「おっと動くな！　動けばこのスイッチを押して、体育館を爆発させるぞ！」


    「なに考えてんだよ、あんた！」


    「なぜ、そんな物を……！」


    　驚く公こう平へいと光ひか瑠るに、タキシード青年はやけっぱちの目をして告げてくる。


    「ふ、これは、もしも、もしも万が一、白しら雪ゆき姫が僕のことを拒んだ時、彼女を他の誰にも奪われないように、あらかじめ仕掛けた、僕の人生をかけた愛の罠わなの起爆スイッチさ！」


    「愛の罠っていうか、それ普通に爆弾だよな!?」


    　叫ぶ公平の前で、青年の指が起爆スイッチにかかった。


    「うるさい！　本当なら心中相手は白雪姫の予定だったが、こうなったら質より量だ！　おまえら全員、道連れにしてやる！」


    「やめろ──！」


    　誰一人動くことができないまま、青年は見せつけるように、ゆっくりと指に力を込める。


    　もうだめか、と誰もが思った、その時。


    　すさまじい爆音が急速に近づいてきたかと思うと、体育館の天井が、左右に割れた。


    「そこまでだよ、ストーカー君！」


    　スピーカーから響く、恐ろしいまでの美声。


    　そして流れる、場違いなほど壮大なＢＧＭ。


    　これは一体、と新入生たちが動揺する中。


    　在校生と教師の目が、にわかに輝きだした。


    「こっ、この声はっ！」


    　期待に満ちた声で誰かがそう呟つぶやいた直後、また別の者が、空を指さして叫ぶ。


    「おいみんな、あそこを見ろ……！」


    　美しく晴れた青空を背景にして、浮かんでいるあれは──セスナ？


    　そしてそのセスナの開いた扉から、誰かが身を乗り出している。


    「さあ、第六十二回、雪ゆき峰みね学がく園えん入学式のメインイベントを、開始するとしよう！」


    　再びスピーカーからあの声が聞こえた、その直後。


    　爆音を上げて体育館の上空を飛んでいたセスナから、その人はひらりと飛び降りた。


    「なっ！」


    　絶句した公平たちが見守る中、ぱっと白いパラシュートが開く。


    　それと同時に開いた天井から舞い込む、無数のバラの花びら。


    　色とりどりのバラの花弁に囲まれ、学ラン姿の長身の青年が、体育館中央に降り立った。


    　華か麗れいに開いたパラシュートと装備一式を脱ぎ捨て、彼は軽やかに片手を上げる。


    「待たせたね諸君。真打ち、登場だ」


    　先ほどスピーカーごしに聞こえた美声が、青年の口からこぼれ落ちた瞬間。


    「キャーッ！」


    「おーっ、待ってたぜ、右う近こんの少しよう将しよう！」


    　上がる大きな歓声に、体育館が揺れた。


    　スポットライトが右う近こんの少しよう将しようと呼ばれた青年を、ぱっと照らし出す。


    　光の中に立つ彼の、降り注ぐバラの花びらさえかすむほどの、まばゆいオーラ。


    　それに圧倒される公こう平へいたちの前で、その人はひれ伏したくなるほど高貴な笑みを浮かべた。


    「安心したまえ、ついさっき、体育館の床下に仕掛けられていた小型爆弾の撤去は完了した。もう起爆スイッチを押してもむだだから、彼を警戒する必要はないよ」


    　あまりにも唐突なその言葉に、多くの者がぽかんと口を開ける。


    　だがそんな周囲の生徒を見回し、その人は華か麗れいなウインクを決めてみせた。


    「みんな、よくがまんしたね。さすがは、雪ゆき峰みね学がく園えんの生徒だ！」


    　優しい声でそう言われ、ウインクを直視した人間が、バタバタ倒れていく。
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    　激しいデジャビュを覚えたが、今度は女子だけではなく、男子も同じように悶もん死ししていた。


    「ほっ、褒ほめられちゃった……！」


    「くっ、すげえモテオーラだ、さすが少将だぜ！」


    　先ほどまでの緊迫した空気など、もうどこにもない。


    　公平は、ごくりと息をのんだ。


    「なんだよこの人、光ひか瑠ると同じ、いや、光瑠以上の、とんでもないロイヤル感だ……！」


    　しかし、ようやく我に返ったらしい青年は、苛いら立だちもあらわにその人に食ってかかる。


    「ば、爆弾を撤去なんて、そんな嘘うそ、信じると思うのか!?」


    「思うもなにも、事実は事実さ」


    　きらりと白い歯を光らせ、右う近こんの少しよう将しようと呼ばれた青年が、爽さわやかな笑みを浮かべた。


    「襟えりに輝く銀の徽き章しようは、六りつ花かの印。私は雪ゆき峰みね学がく園えん三年の、風かざ花はな道みち頼より。右近の少将と呼ばれて、当代の六花代表を務めている者としては、爆弾の撤去くらい、こなせて当然だろう？」


    　ぱちっと、もう一度彼が片目を閉じただけで、新たに数十名の生徒が声もなく失神する。


    　六花代表、という単語とその光景を見て、公こう平へいは思わず納得してしまった。


    「これが、現代に現れた王子と姫たちの総大将といわれる、六花代表の実力か……！」


    　道頼はもう、ただの王子様などに、おさまる存在ではない。


    　このオーラと貫禄、あふれる帝みかど感。


    　確かに爆弾撤去など軽くやれてしまうような、謎の万能感を感じる。


    　公平と同じ次元に存在しているのが不思議に思えるくらいの、特別な存在に思えた。


    　そんな彼の華やかなオーラに圧倒され、ついにあの青年も抵抗を諦あきらめたのだろう。


    「く、くそぉ……っ！」


    　からん、と手から起爆スイッチを取り落とし、力尽きたように座り込んでいた。


    「か、確保ぉー！」


    　教師たちが急いでタキシード青年に駆け寄って、彼を左右から拘こう束そくしなおす。


    　一方、道頼はステージに上がり、起爆スイッチを回収しながらぼそっと呟つぶやいた。


    「ふう、相手がちょろくて助かった。爆弾、実はまだ半分くらい残ってたんだよね」


    　その呟きが聞こえてしまった公平と光ひか瑠るが、ぎょっと目を見開き立ち尽くす中。


    　体育館の入り口から、誰かが駆け込んできた。


    「待って！」


    「えっ、亜あ衣い先輩っ!?」


    　体育館に姿を現した亜衣を見て、男も公平たちも、驚きに目を見開く。


    「ごめんなさい、先生たちには、来ちゃだめだって言われたけど、どうしてもこれを、亜衣の手からわたしたくて……！」


    　息を切らせた亜衣がステージ上に上がってきて、ポケットからなにかを取り出す。


    　細長いそれは、多分しおりだ。


    「これ、いつかあなたに会った時のために、作っておいたんです。たくさん手紙や電話をくれたのに、何一つ、返せなかったから。せめてもの、お返し。押し花、はじめてだったし、白いゼラニウムが少し黄色っぽくなっちゃったけど……よかったら、もらってください」


    「え、でも……」


    「罪を償つぐなったら、今度は堂々と正面から会いにきてくれると、嬉しいな」


    　なんという人だろう。


    　ストーカーを許し、それどころか相手のために手作りのしおりまで贈るなんて。


    　白いゼラニウム、というところだけが、公こう平へいとしては少し引っかかったが……。


    （それは花言葉が『私はあなたの愛を信じない』ってことを知らなかっただけ、だろうし）


    　やっぱり亜あ衣いはまさに天使──いや、彼女こそが真の、お姫様だ。


    　公平は隣にいる光ひか瑠るに、小さな声で語りかける。


    「なあ、光瑠」


    「なに？」


    「王子様ってやつは、やっぱり守るべきお姫様がいてこそだって、思わないか？」


    　その問いかけに、光瑠はなんだかちょっと赤い顔をしながらも、頷うなずいてきた。


    「そ、そうだね。確かにお姫様には、守ってくれる王子様が必要だと、私は思う」


    「だよな！　じゃあやっぱり、俺にとって亜衣先輩こそが、守るべき、お姫様なんだ！」


    　キラキラした目で公平が見つめる中、亜衣は青年にしおりをわたす。


    　ただ、教師たちに連行された青年の姿が消えた後、亜衣が深々とうつむいた。


    　その細い肩が、震ふるえている。


    「みんな、ごめん。亜衣のせいで、せっかくの入学式が、こんなことになっちゃって」


    　自分を責めるその姿は、痛々しくて、あまりにも頼りない。公平は思わず、亜衣に向かって叫んだ。


    「先輩は、なにも悪くない！」


    　だからどうか、自分を責めるのは止めてほしい。


    　公平だけではなく、ステージの下にいる生徒たちからも似たような声が上がった。


    　だが亜衣は、でも、と呟つぶやいて……辛つらそうに胸を押さえて黙り込んでしまう。


    　なんと慰なぐさめたらいいか悩んでいると、光瑠がすっと、亜衣の前に立った。


    「魅力的すぎるのも、考えものですね」


    「え……」


    「誰もがあなたという花を欲しがるけれど、あなたはただの花ではない。咲く場所は、あなた自身が選ぶべきだ。それもわからない不ふ埒らちな男のことで、あなたが気に病むことなんて、なに一つない。だからどうか、可か憐れんなその顔を悲しみに曇らせたりは、しないでください」


    　そう言った光瑠が、ね、と呟き微かすかな笑みを浮かべた瞬間。


    「「「「「「はぁあんっ！」」」」」」


    　女子たちが悩ましげな吐息をこぼしながら、いっせいにくずおれる。


    　それを見て、道みち頼よりがくすくす笑いながら、肩をすくめた。


    「おやおや、これはもしかして、ついに僕のライバル出現、かな？」


    　そして道頼は、静かに光瑠へと歩み寄る。


    　その手には、白銀の校章がにぎられていた。


    　六角形の雪の結晶をかたどったそれは、雪ゆき峰みね学がく園えんの生徒であることを示す、校章。


    「さて、新しん海かい光ひか瑠る君」


    　名を呼ばれた光瑠は、無言で道みち頼よりと向かい合うように立つ。


    　凜としてクールな光瑠と、優美で気品のある道頼。


    　ともに高貴で、きらきらしいオーラを持つが、その印象はずいぶん違う。


    　だが、違うからこそ、二人の並ぶ姿は、美しかった。


    「毎年、トップ入学を果たした生徒に、新入生を代表して六りつ花か代表が校章を贈る。本来なら、その優れた頭脳を讃え、先輩ぶった言葉の一つも言うところなんだが、今日はやめておくよ」


    　光瑠のブレザーの襟えりに、白銀に輝く校章がつけられる。


    　それは公こう平へいの襟についたものと同じはずなのに、断然、輝いて見えた。


    「だってどんな賞賛の言葉も激励も必要ないほど、君の素す晴ばらしさはすでに証明され、多くの者がその実力を認めているようだ。六花からの箔はくづけなんて、必要ないくらいにね」


    　そうだろう、と同意を求められた生徒たちが、歓喜の声でそれに応える。


    　道頼は光瑠に向けていた身体からだを新入生に向け直し、高らかに告げた。


    「新入生諸君、ようこそ、雪ゆき峰みね学がく園えんへ！」


    　その声で一瞬にして黙った生徒たちに、彼は朗ほがらかな笑みを浮かべる。


    「実はこの学園では、こういった騒ぎも、わりと日常茶飯事なんだよ。諸君、今しかできない無茶をやれ。私たちは、青春を楽しみたい君たちを、全力で応援しよう！」


    　ではよい三年間を、という短い祝辞により、嵐のような入学式は終わりを告げたのだった。
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    　事件は無事に片づいたのだが、公こう平へいにとってみれば、全く無事ではない。


    　入学式が終わり、教室に帰ってみて、そのことをつくづく思い知らされた。


    「公平君、光ひか瑠るさん、二人とも本当、大変だったね！」


    「でもでも、公平君ってば、すっごくじゃじゃ馬姫だったよ！」


    　近づいてきた女子たちにそう言われて、公平は半眼になって額を押さえる。


    「いや、それ意味わかんねーし。じゃじゃ馬姫だったって、褒ほめ言葉じゃないからな!?」


    「もう、照れなくてもいいんだって！　あと光瑠さんも、本物の侍王子様かと思った！」


    　そう言われて、公平の前の席に座っていた光瑠が、ぐっと眉まゆ根ねを寄せて頭を左右にふった。


    「侍王子というのがどういうものかは知らないけれど、王子様というからには、きっとすごく素す敵てきで頼もしい人のことなんだと思う。私には、とてもじゃないけれど務まらないよ」


    「もう、そうやって謙けん遜そんしちゃう控えめなとこが、ますます侍王子っぽいんだから！」


    　すっかり固定されてしまった姫扱いと、奪われた王子の称号。


    　じゃじゃ馬姫と侍王子に重ねられている、というのが、また厄やつ介かいである。


    　なにせ、あの作品のヒロインの口癖は『姫とか呼ぶな！　可愛かわいいとか言うな！』だ。


    　公平が自分に対する周囲の誤解を解こうとすればするほど、状況が悪化する。


    「俺は姫じゃなく、王子って言われたいんだよー！」


    　そう主張してみるが、笑って流された。


    　あまりにも不本意な現状に心が折れかけて、公平はがっくりと机に突っ伏した。


    　だがままらない現実に絶望している間にも、周囲の誤解は加速していく。


    「あ、ぐったりしてる。やっぱり姫だって、平気なふりしてたけど、無理してたんだよね」


    「そりゃ、あんなに小さくて可愛いやつが、ナイフ突きつけられて人質にされたんだぜ？」


    　へとへとに違いない、と気づかう周囲に気づき、公平は慌てて顔を上げて笑ってみせた。


    「は、ははっ、ちょーっと昼寝でもしてみるかと思ったけど、やっぱり眠くねーな！」


    　元気っぷりをアピールしようと腕をぐるぐる回していたら、手を机にぶつけてしまう。


    「いてっ！」


    　思わず悲鳴を上げると、光瑠が心配そうに聞いてきた。


    「公平君、今すごい音がしたけれど、大丈夫？」


    「大丈夫だ！　つうかおまえ、今朝からずっと俺のこと心配しすぎじゃねえ？」


    「そう言われてみれば、確かにそうだね。でも、公こう平へい君は朝から体調が悪かったでしょう？　それなのにあんなことになって、きっと余計に大変だったんじゃないかなって」


    　そういえば公平は、体調不良ということになっていたのだ。なら、利用しない手はない。


    「ああそうなんだよ、俺、朝から体調悪くてさ！」


    　近くにいた女子たちを意識しながら、ワイルドな笑みを浮かべて、全力でアピールする。


    「まったく、タイミングが悪いぜ。体調不良でもなきゃ、あんなやつに捕まるようなへまは、絶対にしなかった。むしろ、あいつを倒すのは、光ひか瑠るじゃなく俺だったと思うぜ？」


    　すると公平と目が合った女子たちが、狙ねらい通り黄色い悲鳴を上げた。


    「「「きゃーっ！」」」


    　だが、よしきた、と勝利を確信した、次の瞬間。


    「「「強がる姫も、可愛かわいいー！」」」」


    　声をそろえて、地獄の底に叩たたき落としてくる。


    「毎回毎回、どうして、そうなるんだ！」


    　がまんならずに席を立った公平は、女子たちに歩み寄りたずねる。


    「女の子が好きなのは、王子様は王子様でも、Ｓな香り漂う俺様系な奴だろう？」


    　いきなりの問いかけに戸と惑まどいながらも、女子たちは同意してくれた。


    「え、あ、うん。確かにいいよね、ちょっとＳで俺様な感じも！」


    「だろう!?　やっぱり時代は、正統派とかクールなミステリアス系より、俺様だよな!?」


    　力強くそう言えば、その場にいた五人くらいが首を縦にふる。


    「少女マンガやドラマで最終的にヒロインとくっつくのって、絶対俺様系のヒーローだもんねー！」


    「そう言われてみれば、そうかも」


    　やはり、そうだ。女子たちの求める王子様のニーズに合うのは、光瑠ではなく公平である。


    　だが、それを知らしめるためワイルドスマイルを再び浮かべようとした時。


    　女子たちから、思わぬ反応が返ってきた。


    「でも、そんなにむきになって牽けん制せいしなくても、大丈夫だよ？」


    　向けられる、この微ほほ笑えましげな目は一体なんなのだろう。


    「私たち確かに、光瑠さんのこと素す敵てきだって言ってるけど、あくまでも、ファンだから！」


    　困惑する公平に、一人の女子が声を落とし、こっそりと囁ささやいてくる。


    「大丈夫、わかってる。私たちがはしゃぎすぎたから、光瑠さんを巡るライバルかと思って、心配になっちゃったんだよね？」


    「全くもってそんな心配はしていないからな!?」


    　新たな誤解が生まれそうになるのを、必死に否定したが、彼女たちは無言で笑うのみ。


    　まずい、このままでは、本当にまずい。かくなる上は──あれしか、ない。


    　帰りの挨あい拶さつが終わるや、公こう平へいは起死回生のチャンスを求め、荷物を手に教室を駆け出した。
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    「失礼します！」


    　雄お々おしいかけ声とともに、たどりついた目的の場所へと飛び込む。


    　そこは、グラウンドのすみっこにぽつりと建つ、二階建ての建物。


    　生徒からは『六りつ花か会館』と呼ばれる、雪ゆき峰みね学がく園えんの生徒自助組織である六花の、本部だ。


    　扉を開けてすぐの玄関ホールには、赤い絨じゆう毯たんがしかれている。


    　そして、その上に置かれた、黒革のソファセットと猫ねこ足あしの茶色いローテーブル。


    　レトロな洋館風の建物に似合う応接セットが、実にエレガントである。


    　そしてその立派な室内の様子もかすむほど、見み目め麗うるわしい二人の姿があった。


    　扉の真っ正面の二人がけソファに座っているのは、道みち頼より。


    　微妙に離れた一人用の椅い子すには、亜あ衣いだ。


    　ただし、どうも亜衣の様子がおかしい。


    　道頼はすぐにこちらを見たのに、亜衣は公平の声にも気づかぬ様子で、ぼーっとしている。


    　アンニュイな雰囲気と、熱っぽくうるんだ亜衣の目を見て、思わずどきっとしてしまった。


    　亜衣に見とれている間にも、道頼が話しかけてくる。


    「君は確か、入学式で不運にも人質になってた、新入生の……」


    「一年一組、須す永なが公平です」


    　名乗ったところで、ようやく亜衣が、公平の存在に気づいたようだ。


    「あれ、公平君？　どうしたの？」


    　大きな目をぱちぱちとさせてこちらを見てくる亜衣は、やはり、可愛かわいい。


    　ただ、目は合うが心は未だここにあらず、という様子だ。


    　道頼は、ああいう騒ぎもわりと日常茶飯事だ、なんて言っていた。


    　でも亜衣のような心の細やかな人が、なにも感じずにいられるわけはない。


    　それなのに亜衣は、複雑な内心を隠すように、公平を手招く。


    「そんなところで立っていないで、こっちにおいで？　亜衣のお菓子、分けてあげる」


    　さあさあ、と言われて亜衣の近くまで行った。


    　でも、明るくふるまう姿が、辛つらさを誤魔化そうとしているようにしか見えない。


    「お菓子は遠慮しときます。それより、亜衣先輩、その、大丈夫ですか？」


    「もしかして、心配してきてくれたの……かな？」


    「いえ、それもありますが、ここに来たのは六花のみなさんに、用事があったからです」


    「本当に？」


    「はい。だけど、あのストーカーのことで先輩が……多分、落ち込んでるだろうなって思って」


    　そう言ってしまってから、公こう平へいは自分が素の状態で言葉を返してしまったことに気づく。


    　クラスの女子たちがダメでも、せめて亜あ衣いにはちゃんと頼れる男として見てほしい。


    　そのためには、こんな風に普通に話していたのでは、だめだ。


    　頼られる男に、モテる男になりたいのなら、それに相応ふさわしい言動というものがある。


    　公平は意識を王子様モードに切りかえて、亜衣の目をじっと見つめる。


    　ここにいるのはもう、可愛かわいい後輩ではない。少し強引に亜衣との距離を詰め、囁ささやく。


    「あんたのそんな無理した笑顔、見たくねえんだよ。無理して笑うくらいなら、さっさと俺に愚痴でも弱音でも吐いて、すっきりしちまえばいい」


    　生意気な態度にも、亜衣は気を悪くした様子などない。


    「優しいね、公平君。私のために、そんなこと言ってくれるなんて」


    「は？　勘違いすんなよ」


    　わざとぶっきらぼうな態度を見せてから、とっておきの笑顔で、亜衣に告げた。


    「優しいからとか、そんなんじゃねえよ。ただ俺は、女の涙や辛つらそうな顔ってやつが大嫌いなだけさ。ましてそれが、あんたみたいな可愛い女なら、余計にな」


    「公平君……」


    　見つめ合った瞬間、公平は、亜衣の表情とうるんだ目に、確かな手応えを感じた。


    　ぶっきらぼうな態度からの優しい笑顔で、ギャップ萌もえ間違いなし。


    　それを証明するかのように、亜衣は口元を手で隠し、そわそわと公平から視線を外した。


    「ありがとう、でも、面と向かってそんなこと言われると、なんか、照れちゃうな」


    　嫌がっている、という感じは全くない。むしろ、彼女の頬ほおは微かすかに赤く染まっている。


    　高校デビュー大失敗で折れかけていた公平の心が、一気に持ち直した。


    　気恥ずかしいような沈黙に、ごくりと喉のどを鳴らす。


    　だがそこで、それまで黙っていた道みち頼よりが、呆あきれたような声で言ってくる。


    「白しら雪ゆき姫ー、ダメだよ、いたいけな新入生の心を弄もてあそんじゃ」


    「弄ぶなんて、そんな！」


    　ふるふると首を横にふる亜衣を見て、公平は亜衣を庇かばうように道頼に告げた。


    「そうですよ。大体、相手を動揺させるような態度を取ってるのは、白雪姫じゃなくて、俺の方じゃないですか」


    「へえ、君が？　白雪姫を？」


    「まあもっとも、俺は弄んでいるつもりなんてないんですけど……ね？」


    　思わせぶりな言葉を口にした公平は、さらなる一手を放とうと口の端はを引き上げる。


    　しかし、それを邪魔するかのように、扉が叩たたかれてた。


    　そして、聞き覚えのある声が聞こえてくる。


    「失礼します」


    　まさか、と思いつつもふりむいた公こう平へいの目に映ったのは、長い黒髪をなびかせる麗人。


    　凜然とした雰囲気の、チェック模様のスカートをはいているのがもったいないほどの、輝く王子オーラを身にまとった、新しん海かい光ひか瑠るの姿であった。


    　なんでおまえがここにいるんだよ、と聞こうとした。


    　だがそんな公平の脇を、なにかがさっと駆け抜けていく。


    「光瑠さん！」


    　軽やかに走って、光瑠の前に立ったその人は、間違いない。


    「亜あ衣い、先輩？」


    　呆ぼう然ぜんとする公平の存在など、もう亜衣の視界には映ってすらいなかった。


    　亜衣は目をキラキラと輝かせ、扉を閉めたばかりの光瑠だけを、うっとりと見上げている。


    「光瑠さんがこんな場所にくるなんて、一体どうしたの？」


    　たずねる内容は、多分公平に対するそれと変わらない。


    　だが、亜衣のテンションと声の明るさが、比較にならないほどに違っていた。


    　後ろ手に手を組んで、もじもじしながら光瑠を見上げる亜衣。


    　その姿は、まさに恋する乙女おとめ。


    （え、亜衣先輩もしかして光瑠のこと……え、ええっ!?）


    　王子様研究の中、乙女心も学んだ公平は、気づきたくない現実にいち早く気づいてしまう。


    　まさか、と思いたいが、そんな期待を打ち砕くように、亜衣は可か憐れんに頬ほおを赤らめていた。


    「も、もしかして、誰かに会いに来た、とか？」


    　何気なさを装いながらも、期待を隠せない亜衣の顔。


    　しかし対する光瑠は、なにを考えているかわからない、相変わらずのクールフェイスだ。


    「ええ、六りつ花かの方に話がある時は、こちらにうかがえばいいと聞いたので」


    「そ、そっか」


    　しゅん、と肩を落とす亜衣が、ぽつりと呟つぶやく。


    「亜衣に会いに来てくれたわけじゃ、なかったんだね」


    　後ろ姿を見ただけで、悲しげにくもった顔が想像できてしまう。


    　そんな、切ない呟きだった。


    　これはさすがに光瑠だって、どうしたんですか、のひと言くらい口にするはずだ。


    　そう思って光瑠を見た公平は、絶望する。


    　やつの表情筋は、ぴくりとも仕事をしていない。


    　そしてその目は、なぜか亜衣を素通りし、公平のことを見つめていた。


    「公平君、どうして君がここに？」


    「俺のことよりも、おまえは今自分の目の前にいる亜衣先輩のことを気にしろよっ！」


    「え、でも亜あ衣い先輩は、六花だから。別にここにいてもおかしくないでしょう？」


    　確かにそうなのだが、そうじゃない。


    （くそっ、これって俺がこいつにもわかるように、説明しなきゃいけないのか？）


    　亜衣は、気になる先輩。


    　しかもさっきまでちょっと良い雰囲気になっていた相手だ。


    　その相手について、光ひか瑠るが好きみたいだから優しくしてやれ、と公こう平へいの口から言えと？


    　激しく葛かつ藤とうする公平を、光瑠は不思議そうにながめてくる。


    「どうしたの、公平君。もしかしてまた、具合が悪いのかな？」


    「違う！」


    　むっとしながら公平がそう返す中、亜衣が光瑠の袖を引っ張った。


    「ねえ、光瑠さん」


    「はい、なんでしょう？」


    　ようやく光瑠が、亜衣に目を向ける。


    　すると亜衣は、上目遣いに光瑠を見上げながら、恥ずかしげに微ほほ笑えんだ。


    「あなたが私に会うためにここにきてくれたわけじゃなくても、亜衣はね、あなたにずっと、会いたかったよ？　優しい言葉をかけてくれたのに、ちゃんとお礼を言えてなかったし」


    「お礼なんて……ただ思ったことを、そのまま言葉にしただけですから」


    　本当に大したことなさそうにそう告げる光瑠は、悔しいが、公平からみてもかっこいい。


    　そして、そんな光瑠に語りかける亜衣は、これまで見たどの瞬間より、愛らしかった。


    「光瑠さんは、そう言うけれど。亜衣はあの時、あなたがいてくれて、本当に助かったんだ。亜衣のせいでみんなに迷惑をかけちゃったって、落ち込んでいる亜衣を慰なぐさめてくれた光瑠さん、優しくて、すごく素す敵てきで……亜衣が思い描いた理想の王子様、そのものだって思ったの」


    「王子、様……いえ、私はそんな大層な人間ではありませんよ」


    　クラスの女子に対して否定した時よりも強い口調で、光瑠がそう言う。


    　咎とがめようとした公平は、あれっと首を傾かしげた。


    　光瑠の表情が、わかりにくいが暗くなっていて、なんだか辛そうに思える。


    　だが亜衣はそんな光瑠に気づいていないのか、光瑠にぐっと身を寄せ、熱い目で囁ささやいた。


    「そんなことない。ねえ、光瑠さん。ひと目ぼれって、信じる？　亜衣はね……信じるよ」


    　光瑠さん、と、亜衣がそれまでよりさらに甘い声で、光瑠の名を呼んだ瞬間。


    「はーい、そこまでだよ白しら雪ゆき姫」


    　気の抜けるような道みち頼よりの声と、ぱんぱん、と手を打ち鳴らす音が、六りつ花か会館に響く。


    　亜衣はむっと頬ほおをふくらませて、道頼をにらむ。


    「もうっ、なんで止めるの!?」


    「おや、僕が君を止めた理由を、今ここで言ってしまってもいいのかい？」


    　足を組んでソファに腰掛けたまま、道みち頼よりは亜あ衣いにたずねる。


    「僕は嘘うそが嫌いだ。これでも神社の跡取り息子だからね。神に仕える者が、偽りの言葉を口にするのはよくない。君を止めた理由を説明しろ、と言うのなら、正直に全てを話すしかない。ただそうなると、君のあの秘密も話すことになるけど、君は笑って許してくれるのかな？」


    「そ、それは……！」


    「いいんだよ、僕は、どちらでもね」


    「どうしてそんな酷ひどいこと言うんです。六りつ花かの代表なのに、味方してくれないんですか？」


    　むっと頬ほおをふくらませた亜衣を見て、道頼が笑みを消す。


    「同じ六花で、六花の代表だから、君に詰め寄られて困っている後輩を放っておけないんだ」


    「でも……！」


    「それにね、白しら雪ゆき姫。僕らの役目は、六花会館に足を踏み入れた生徒の話を聞いて、よりよい方向へ行けるよう手助けし、生徒の願いを叶かなえるため力を貸すことだよ？」


    　亜衣をじっと見つめた道頼が、毅き然ぜんとした態度で、亜衣に告げた。


    「その役目も忘れて、自分の感情にまかせて暴走するようなら、僕は六花代表として君にその称号を返上するよう、求めなければいけないなぁ。六花は生徒会以上の権力を持つ代わりに、他の生徒の幸福のため努力する義務がある。自分のことを優先するようじゃ、六花失格だ」


    　まさに王者の風格を思わせる、きらきらしくも逆らい難いオーラ。


    　それが、その場にいる全員を一瞬にして圧倒する。


    　真っ向から道頼に向かった亜衣など、たじろぎ、震ふるえながら首を横にふっていた。


    「わ、私、そんなつもりじゃ……！」


    「うん、わかってるよ、白雪姫。君にはもちろん、そんなつもりは毛頭なかったんだろう」


    　厳しかった口調を和らげた道頼は、静かに目を細める。


    「でも意図せず、そう思われるような行動を取るってことは、君は少し疲れているらしいね。ちょっと席を外して、休憩がてら、二階で新入生歓迎会用の資料作りをしておいで」


    「でも、お茶の準備とか……」


    「それは、大丈夫。いるんだろう、玲れ奈な？」


    　言いながら道頼が後ろを見たので、なんとなくその視線を追いかけた公こう平へいは、息をのむ。


    　会館の奥にある階段の裏は、給湯室。


    　そこから、冷たい目で道頼を見つめる一人の女生徒が、音も無く現れた。


    「ええ、いるわ。あなたがこれ以上可愛かわいい後輩をいじめないように、お茶は私が用意します。でもね、道頼。あんなことがあった後なのよ？　少しの失敗くらい、許してあげなさい」


    　亜衣とも光ひか瑠るともまたタイプの違う、とびきり美しくて華やかな容姿の、美少女である。


    　勝ち気な表情がよく似合う、猫のようにくりっとした目が、とても印象的だった。


    　その人に見とれていると、道頼が朗ほがらかな声で紹介してくれる。


    「そういえば、玲れ奈なはあの時、警察の人たちとやり取りをしていたから、初対面か。公こう平へい君、光ひか瑠る君。この高飛車なようでいて、実は底抜けにお人好しな時代遅れのツンデレ娘は、三年の新につ田た玲奈。六りつ花かネームは、シンデレラだ」


    「「シンデレラ」」


    「そう、シンデレラ。一応、六花の一員ってことになってるから、よろしくね」


    「一応は余計だし、その前のお人好しとかツンデレとかいう紹介は、いらないでしょう！」


    　腰に手を当てた玲奈が、怒った顔で抗議した。


    　だが道みち頼よりは全く気にする風でもなく、笑顔である。


    「はは、そんな怖い顔ばっかりしてたら、新入生が怯おびえてしまうよ？」


    「な……誰のせいよ！」


    　そうは言いながらも、玲奈はちらっと公平と光瑠を見て、心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。


    「その、別に私は悪くもない人を怒ったりしないし、あなたたちを怒鳴ったり、いじめたり、するつもりはないのよ？」


    「は、はい、わかってます！」


    「そ、そう？　なら、よかった。まあ、別に誰になんと思われても、関係ないんだけどね！」


    　ぷいっとそっぽを向いたものの、玲奈は明らかに、ほっとした顔をしている。


    　これだけ顔に出ていると、もうツンデレのツンの部分はあってないようなものだ。


    　華やかでキツめの外見に反した、苦労人かつ、いい人そうなオーラを、ひしひしと感じる。


    「白しら雪ゆき姫、後のことは私に任せて、あなたは二階で休んでいらっしゃい」


    　そう亜あ衣いに声をかけるあたり、面倒見もいいのだろう。


    　亜衣も道頼に対してよりは、素直になれるらしい。


    「右う近こんの少しよう将しようはともかく、シンデレラが心配してくれるなら、そうします」


    「ごめんなさいね。道頼には、後でデリカシーってものを教えておくから、許してやって」


    「いいえ、私も悪かったんです。つい興奮して、光瑠さんのこと困らせちゃったし。いきなりあんなこと言われたら、戸と惑まどうのは、無理ないのに」


    　冷静になった亜衣は、自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべて、こつん、と自分の頭をこづく。


    「ごめんね、光瑠さん。亜衣って、バカだなぁ……」


    「いえ、そんな！」


    　さすがの光瑠も、亜衣のその様子を見て、やや反省したような顔をしていた。


    「私こそ、すみません。鈍いというか、人の心の機微には、どうも、うといようで」


    「ふふ、そんなところも、亜衣は素す敵てきだと思うな。でもね、一つだけ、覚えていてね？」


    　今までで一番真剣な眼まな差ざしを光瑠に向け、亜衣が笑う。


    「さっき言ったことは、全部、亜衣の本音だから」


    　その瞬間の亜衣の色気といったら、ない。


    　正面から見たわけでない公こう平へいですら、当てられ、鳥肌が立った。


    　だがなぜその言葉を向けられたのが、自分ではなく、光ひか瑠るなのだろう。


    　もどかしさと悔しさで、光瑠を見つめる公平の目が鋭くなった。


    　亜あ衣いは、誰かが口を開くよりも早く光瑠のそばを離れて、右手をあげて敬礼してみせる。


    「では、二年三組白しら雪ゆき亜衣、六りつ花かの一員として全力で資料作りに励んできます！」


    　玄関ホール奥の階段を駆け上っていく姿すら可か憐れんで、公平は目が離せなかった。


    　だが、亜衣の姿が二階に消えた後。


    　はっと我に返り、黙って立っている光瑠に、慌てて詰め寄る。


    「おまえさ、鈍感で人の感情の機微にうとい自覚があるなら、もっと気をつかえよ！」


    「気をつかうって……？」


    「だーかーら、先輩があんな風にわかりやすく、おまえのことを理想の王子様だって言ってくれてるんだし、もうちょっと嬉しそうにしたり、こう、なんかあるだろう！」


    　すると光瑠は、柳りゆう眉びを寄せて、なんだかものすごく物言いたげな顔を向けてきた。


    「な、なんだよ、その顔」


    「……公平君は私に、理想の王子様だという評価を、喜べと言うの？」


    　今までにない鋭い目でそう問われ、公平はたじろぎながらも、頷うなずく。


    「そうだ！　俺だってな、俺だって本当は、王子って呼ばれたくて、ここに来たんだ！」


    　これまでの鬱うつ憤ぷんが一気に吹き出して、公平は声を荒らげ訴えた。


    「俺は、女の子にモテモテの、学園の王子様として青春を送りたい。正直に言えば、おまえのことは、ライバルだと思ってる！」


    「ライバル」


    「ああ、そうだ。おまえは、王子様の座を目指す俺にとっての、ライバルだ！」


    　びしっと、指をつきつけて宣言する。


    　六花の女性人気を争う相手、という意味では、道みち頼よりもライバルといえるのかもしれない。


    　目が合っただけで女子を気絶させるなんて、モテの究極形といってもいいだろう。


    　だが、改めて考えると、道頼は王子様、とは微妙に違う気がするのだ。


    「道頼先輩は、なんか王子っていうより、帝みかどっぽいからな。俺が越えるべきは、おまえだ」


    「待って、公平君」


    「いいや、待ったなしだぜ、光瑠。確かにおまえは、ちょっと武人寄りすぎる気もする。でもキラキラ度も、乙女おとめに与える影響力や印象も、悔しいが俺より上だろう」


    「いや、キラキラしているというのなら、私より公平君の方がよほどそうだと思う」


    「同情なんていらねえ！」


    　光瑠の言葉をさえぎった後で、公平は不敵に笑う。


    「今の段階では、キラキラ感も、甘い台詞せりふで女の子たちをドキドキさせる王子様ポイントも、まだまだ負けっ放しだ。でも、俺は必ずおまえを超え、この学園の真の王子様になる！」


    　だから覚悟しておけよ、と続けるつもりだった。


    　ところが、公こう平へいがそう言いかけた時。


    　光ひか瑠るの大きな目から、ぽろり、と涙がこぼれ落ちる。


    　ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、唇を震ふるわせるも、声はなく。


    　驚くほど静かに、光瑠が──泣いていた。


    「ど、どうしたんだ!?」


    　ナイフを持った男を相手にしても、光瑠は怯おびえるどころか華か麗れいに撃退して、涼しい顔をしていた。


    　それがなぜ今、こんなにも胸が痛くなるほど切ない顔をして、泣いているのだろう。


    　わけがわからず、公平は青ざめた。


    「おい、光瑠？　なあ、なんで泣いてるんだよ、なあ？」


    　おろおろしながら、光瑠にたずねる。


    　すると光瑠は、涙をこぼしながら、かすれた声で告げてきた。


    「公平君。私は、世の中には社しや交こう辞じ令れいというものがあることも、曖あい昧まいな態度で波風を立てずにその場をやり過ごすという日本の慣習の利点も、ちゃんと理解しているんだ」


    「お、おう」


    「でも、心の底から嬉しくない言葉を褒ほめ言葉として投げかけられた時、嬉しそうにふるまいにっこり笑えるほど、大人にはなれない」


    「え？」


    「それに、望まぬ言葉ばかり聞かされて、いいかげんがまんの限界なんだ……」


    　ぐっとにぎりしめられた光瑠の手は、力を込めすぎたせいで、真っ白になっている。


    　そのことに、今になって気づいた。息をのみ、震える手をじっと見つめる。


    　光瑠は、ふりしぼるような声で、告げてきた。


    「君は、王子様が最高の褒め言葉だ、と言うけれど、私は女だよ？　戸籍的にも生物学的にも、精神的にも、一度も男になりたいって思ったことはない。したがって、王子様なんて呼ばれても、正直、なに一つ嬉しくはないし、誇らしくもない。むしろ、困るの」


    　涙を拭ぬぐうこともせず、光瑠が公平を見つめてくる。


    　その目は深く、傷ついていた。


    「だって私がなりたいのは、王子様じゃなく、お姫様なんだもの！」


    　血を吐くような、悲痛な叫び。


    　それを聞いて、公平は目をみはった。


    「お姫様って、おまえが？」


    　遠い目をして胸を押さえた光瑠は、震える声で語り出す。


    「実家は古武術道場。小さい頃に母を亡くし、父と三人の兄の趣味は武芸全般と筋トレ、旅行といえばキャンプという名の極限サバイバル。身の回りの人間は、屈強な猛も者さばかり。そんな環境で育った私の夢が『お姫様』だなんて、自分でも似合わないことは、わかってる」


    　そんなことはない、と慰なぐさめを言うには、光ひか瑠るの生育環境があまりにもオスくさすぎた。


    　黙ってしまった公こう平へいに代わって、それまで黙っていた道みち頼よりが、興味津々にたずねる。


    「似合わないとか以前に、その環境でよく夢はお姫様、なんて発想が出てきたね？」


    「亡き母が、お姫様は世の女の子の憧れだと、私に教えてくれたんです」


    「ほう、お母さんが」


    「はい。物語のお姫様は、なにがあろうと最後には自分を愛し守ってくれる王子様と出会い、幸せになります。母は、いつかは私にも物語の王子様みたいな人が現れるよ、と言ってくれました。だから私は、その王子様に相応ふさわしい素す敵てきなお姫様になろう、と思ったんです」


    　それまでの、凜り々りしく頼もしい印象とは違う、可愛かわいらしい願い。


    　それを光瑠は、まるで許されない罪を打ち明けるような深刻そうな顔で、口にする。


    「でも思うばかりで、結局私は素敵なお姫様になんて、なれはしなかった」


    　公平は、おずおずとたずねた。


    「もしかして、古武術道場をやってるっていう親父さんに、反対された、とか？」


    「いや、私の夢を知った父は応援すると言ってくれたよ。毎日百本の組み手をこなすことと、徒歩で通学することを条件に、実家のひと山先にある、私立姫ひめ宮みや学がく園えんにも通わせてもらえたの」


    　確かに、私立姫宮学園といえば、お姫様養成学校とも噂うわさされる、歴史あるお嬢様学校。


    　そこに通えば、誰もが卒業までにお姫様のようになれる、ともいわれる場所だ。


    「でも、百本の組み手と、徒歩での通学って」


    「だって稽けい古この時間が減るぶん、せめてそのくらいはしないと、ついていけないから」


    　そもそも武術をしないという選択肢は、どうやら光瑠の中にもないらしい。


    「でも、せっかく姫宮学園に通ったのに、なぜか気づけば、お姫様ではなく、王子様と呼ばれ他の女の子から距離を置かれるようになっていて……！」


    「それが嫌で、地元からは遠く離れたうちの学園を受験したってわけかな？」


    　道頼の問いかけに、光瑠は涙を拭ぬぐいながら、首を縦にふった。


    「はい、六りつ花かの一員になると、女子ならお姫様か、それに類する呼び名がもらえると聞いて。もういっそ、あだ名だけでもいいから、王子様から離れたくて。それなのに初日から、みんな王子王子って……」


    「いや、そりゃあれじゃ言われるだろう!?」


    　公平は思わず突っ込んでしまったが、光瑠は本気で自覚がなかったらしい。


    「もう、これ以上は耐えられないんです！」


    　悲痛な声で叫び、彼女は腰を折って深々と頭を下げた。


    「夢を叶かなえるためなら、どんなことでもします。だからどうか私を六りつ花かに加えてください！」


    「ま、待てよ光ひか瑠る！　それを言うなら、立場は逆だが俺も同じだ！」


    　先をこされてしまったが、この場所にやってきた目的を、果たさなくてはならない。


    　光瑠の隣に並び、同じくらいに深く、頭を下げた。


    「どうか、俺と光瑠を、六花の一員に加えてください！」


    　すると道みち頼よりは、あごに手をやって悩むようなそぶりをみせる。


    「そう言われても、うーん、公こう平へい君が王子様ねぇ？　姫じゃ、だめなのかい？」


    「ダメです！　俺、名めい城じよう学がく院いん出身で、そこの女装コンテストで、三連覇したんですけど」


    「ああ、噂うわさは聞いているよ。テレビでも紹介されて、ずいぶん人気者だったんだろう？」


    「あれは人気者じゃなく、単なる、マスコット扱いです！」


    　よみがえるのは、王子様の出現であっけなく存在を忘れられた、校門前での屈くつ辱じよくの記憶だ。


    「マスコットは、どこまで行ってもマスコット。男としては、見られない。でも、俺は男だ！お姫様じゃなく王子様になりたいし、女の子に愛めでられるより、愛でる方になりたい。意識もされずに可愛かわいがられるんじゃなく、頼られて……ちゃんと男として、見てほしい！」


    　そのためにモテモテの学園の王子様になりたいと訴えれば、道頼が静かに立ち上がる。


    「なるほど。つまり君たちは、それぞれが逆のポジションを目指して、まずは肩書きだけでも手に入れようと考えたわけか。でも形から入るって、どうなの？　本末転倒じゃない？」


    　それで本当にいいのかと問われ、公平と光瑠はばっと顔を上げ、同時に悲痛な声を上げた。


    「「たとえ本末転倒でも、もう今の自分を抜け出すにはそれしかないんです！」」


    「なるほど。でも残念だけど、入りたいと言われて、はいどうぞとは言えないんだよねぇ」


    　道頼は内ポケットから扇を取り出して広げ、口元を隠す。


    「六花って、いわばこの雪ゆき峰みね学がく園えんの顔だよ？　なんなら生徒会よりも、よっぽど知名度高くて目立つ、アイドル的存在で、影響力もある。そこにいきなり、今日入学したばっかりの若造が加入しますなんて、そんなの簡単に認めてもらえるわけがないと思わないかい？」


    　二人が思わず黙ると、道頼は扇を動かしながらソファにふんぞり返った。


    「今の六花には、ちょうど二人分の欠員がある。でもさぁ、使えない人材や周りに認められてないやつが身内になっても、邪魔なだけなんだ。そうじゃないって言いたいのならさ、まずは自分たちが六花に相応ふさわしいってことを、証明してもらわないと」


    「俺、王子になるために必要なら、どんな試練でも乗り越えてみせます！」


    「私も、同じ意見です。六花に入り、姫と呼ばれる未来を、けして諦あきらめたりはしません」


    「うーん、その発想がそもそも、いただけないんだよなぁ」


    　道頼の目は、ぞっとするほど、冷たかった。


    「六花だから人気者になれるんじゃない。人気者だから、六花になれるんだよ。もしも本気で六花になりたいのなら、最低でも百人分のファンレターを集めてから、出直しておいで？」


    　まあ人気だけでもダメだけどね、と笑う顔は眩まぶしいが、有無を言わせぬ迫力がある。


    　なにより、正論すぎて、なにも言い返せない。


    　公こう平へいと光ひか瑠るは、玲れ奈なのいれたお茶を飲むや、追い出されるように六りつ花か会館を後にした。
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    　どんなにダメだと言われても、粘りに粘って、食らいつくつもりでいた。


    　しかし現実は、想像よりずっと厳しい。


    　さすがにここまであっさり追い返されてしまうとは、思っていなかった。


    　それは公平だけではなく、光瑠も同じであるらしい。


    「不甲斐ないな、私は道みち頼より先輩に、なに一つ反論できなかった」


    　そうだな、と頷うなずきながらも、公平は先ほどの自分の失言に、顔を歪ゆがめる。


    「なあ、光瑠。さっきのことなんだけど……」


    　悪かったな、と謝るつもりだった。


    　しかしその前に、光瑠が公平の口を手でぱっとふさいで、告げてくる。


    「ごめん、みっともないところを見せたね。さっきのことは、忘れて」


    　気の迷いだから、と呟つぶやく声は相変わらずクールで、涼やかだった。


    　でもそれならなぜ、そんなに辛つらそうな、苦しそうな目をしているのだろう。


    　それをたずねる前に、光瑠は公平に背を向けてしまった。


    「お、おい！」


    　呼び止めようと手を伸ばす。


    　でも、光瑠が駆け出す方が早い。というか、速すぎる。


    　光瑠の背中はみるみる小さくなり、あっという間に、見えなくなってしまった。


    「あいつの身体能力、どうなってんだ？」


    　もう、負けたとかそういう次元じゃなく、ただただ、呆ぼう然ぜんとしてしまう。


    　でも、ぼうっとばかりもしていられない。


    　忘れてくれと言われたが、公平が光瑠に告げた言葉は、忘れていいものではなかった。


    　自分が望まないイメージを押しつけられて、勝手にあれこれ言われる辛さ。


    　そして、理想の自分になれない悔しさやもどかしさを、公平は他の誰より知っている。


    「ああくそ、鞄かばん持ってなかったし、あいつ、捜せばまだ学校にいるよな？」


    　先回りして教室で待っておけば、そのうち鞄を取りに戻ってくるだろう。


    　そこでつかまえて、やっぱりきちんと、謝りたい。


    　そう思い、走って教室に向かった公平は、光瑠が現れるのをじっと待った。


    　だが、一時間が過ぎ、二時間が過ぎ、下校を促す校内放送が流れても。


    　光ひか瑠るは全く姿を現さなかった。


    　見回りにきた教師に追い出され、すごすご帰宅するはめになり、公こう平へいは肩を落とす。


    　もしかしたら、公平が教室にいたせいで、光瑠は鞄かばんを取りに戻れなかったのだろうか。


    　だとしたら、さらに申し訳ない。


    　姫ひめ宮みや学がく園えんまで、山一つ越えてとはいえ徒歩で通っていた、ということは、光瑠の地元もこの町からはかなり遠い場所にあったはずだ。


    　きっと公平と同じように学園マンションに入居しているだろう。


    　学園マンションは寮と違って、衣食住は自己責任。


    　未成年者を預かっているから、なにかあった時にそなえて、敷地内には二十四時間、専任の管理人と警備員が常駐していた。


    　だから鞄を持っていなくて鍵がなくても、事情を説明すれば、きっと部屋には入れる。


    　ただ、そのせいで小言を言われたり、入学初日から問題児扱いされる恐れもあった。


    「なにからなにまで、謝らないといけないのに、謝るチャンスも、もらえるかどうか」


    　鞄を取りに来なかった、ということは、光瑠は公平の顔など、もう見たくないのだろう。


    　頭を抱えたい気分のまま歩くうち、気づけばマンションに着いていた。


    　ちょうど一階にいたエレベーターに乗り込み、十階のボタンを押す。


    　ちん、と音を立てて停まったエレベーターを降り、向かうのは一〇〇一号室。


    　学園マンションでは、空き室の中から厳正なる抽選によって部屋を割り当てられるために、三年間どの部屋で暮らすことになるのかは、完全に運次第である。


    　公平の部屋は、エレベーターからは少し離れているが、最上階南向きという好条件。


    　ただし前の住人がやんちゃしたせいで、ベランダの仕切りが一部壊れていて、修復の予定も当分ないらしい。おかげで、隣の部屋のベランダがのぞけてしまう状態になっている。


    　自分の部屋に入る前に隣の部屋を確認してみると、まだ明かりがついていなかった。


    　挨あい拶さつしておきたいが、どうやら明日以降に持ち越しらしい。


    　相手がもし女子だと、ベランダで顔を合わせた時、気まずくなりそうで少し不安だ。


    　玄関を開けて入った部屋の中は、すっかり綺き麗れいに片付いている。


    　王子様になるのならば、段ボールだらけの部屋なんて許されるわけがない。


    　落ち着いた色の触り心地のよいラグと、ベッドと勉強机とローテーブル。


    　雑誌や本は木製のディスプレイラックに収納し、服は全てクローゼットに入っている。


    　ついでに、お料理男子はモテるらしいので、調味料や調理器具も一式そろえてあった。


    　本当なら、入学祝いに少し手のこんだ料理を作る気だったが、気力がない。


    「今日は手抜きでいいか」


    　勉強机に鞄を置いて、ベランダに向かうことにした。


    　常温保存の方がいい野菜は、ベランダに野菜置き場を作って、そちらに置いてあるのだ。


    　しかし、カーテンを開けた瞬間、公こう平へいはかちんと凍り付く。


    　窓ガラスごしに見えるベランダでは、新しん海かい光ひか瑠るが、登山用ザイルをにぎりしめ立っていた。


    　無言で窓ガラスを開けて、目をこすってから、見直してみる。


    　やはり、いる。


    　驚いたように目をみはった光瑠と、無言で見つめ合うこと、約十秒。


    「公平君、ここは一〇〇二号室じゃなかったのだろうか？」


    「ここは、一〇〇一号室。一〇〇二号室は、隣だな」


    　光瑠は困ったような顔で笑い、片手を上げる。


    「すまない、部屋を間違えたようだ」


    　そしてくるっと公平に背中を向けて、ザイルを強く引っ張り……。


    　ベランダの壁にすっと足をかけて、そのままベランダの外に出ようとする。


    　だがここは、十階だ。


    「おいこら待てー！」


    　慌てて窓を開けてベランダに飛び出し、光瑠のブレザーを両手でつかんで止める。


    「早まるな、ナチュラルに危険行為をするんじゃねえよ！　自殺志願者か、おまえ!?」


    「落ち着いて、公平君。私は別に、自殺志願者ではないよ。見ての通り、ザイルがある」


    　ほら、と両手ににぎったザイルを見せられた。


    　登山用ザイルは真新しく、細くてもかなり丈夫そうだが、しょせんロープはロープである。


    「まさか、このベランダに来るのに、屋上からザイル一本で降りてきたんじゃないよな？」


    「いや、そのまさかだけれど」


    「なにしてんだおまえっ!?」


    「だって、鞄かばんがないことには途中で気づいたけれど、泣いた後の顔は人に見られたくないし、学校に戻れなくて。だからこっそり屋上に上がって、外壁伝いに窓から帰ろうかなって」


    　泣き顔を見られたくないと恥じらうのは乙女おとめらしいが、選んだ帰宅方法がおかしすぎた。


    「幸いポケットの中に財さい布ふが入っていたし、なぜか隣のコンビニでザイルを売っていたから。屋上には外付け階段から上がれたし、思ったより安全にマンションに入れて、よかったよ」


    「よくねえよ！　鍵がないなら、まずは管理人室に行け！」


    　コンビニでザイルが売っているのか、なんてことに驚いている場合ですらない。


    　一体こいつは、なにを考えているのだろう。


    「ああ、なるほど。管理人室に行けば、よかったのか」


    　今まさに気づいた様子で言われて、脱力せずにはいられなかった。


    　へたりこむ公平を見て、光瑠が慌ててザイルを離し、その場に片膝ひざをつく。


    「どうしたの、公平君!?」


    「どうしたじゃねえよ、こっちの台詞せりふだよ、なんだよおまえ」


    　どうもこの新しん海かい光ひか瑠るという人物と一緒にいると、計算外のことばかり起きる。


    「こっちはな、おまえのこと勝手に誤解して嫉しつ妬として、泣かせちまったことを、悪かったって謝りたくて、ずっと教室でおまえが鞄かばんを取りに来るのを待ってたんだぞ？　でも、おまえ全然来ないし。これはきっと、顔を合わせるのも嫌だから、鞄を諦あきらめて帰ったのかなって」


    「そ、そんなことは、思っていない！」


    「いやでも、状況的に考えたら、そう思うだろう、普通」


    「違う、本当に、違うから！」


    　光瑠は慌てたように首を横にふって、公こう平へいの肩をつかんできた。


    「単に鍵がないと気づいたのが、マンションについた後だったんだ。戻ろうかと思ったけど、コンビニにザイルが売っているのを見つけたから、いけると思って。本当に、それだけ！」


    「信じていいんだな？」


    「もちろん。だからどうか、そんな顔をしないで？」


    　目元を柔らかく細めた光瑠が、公平の手をそっとにぎってくる。


    「朝も言ったかもしれないけれど、君には、そんな落ち込んだ顔よりも……活き活きとした、明るい表情の方が似合うから」


    　危あやうく、胸がトゥンクしかけた。


    「おまえ、姫をめざしたいんなら、まずその言動をやめてみたらどうだ？」


    　苦い顔でそう言ったが、その後でにぎられた手の冷たさに気づく。


    　指先どころか掌てのひらまで、まるで氷のようだった。


    「おいおまえ、なんだよこの手？」


    「あ、ごめんね。汗が引いて、冷えてきたみたい。ついさっきまでは、頭を冷やそうと町内を走り回っていたし、鍵がないとわかって屋上から降りるために色々と動き回っていたし。でもロープを固定する間に、クールダウンしすぎたね」


    　なんでもないようにそう言われたが、この冷たさは酷ひどい。


    「来いっ、話はまず、中に入ってからだ！」


    　そう言って公平は、光瑠の手を引っ張って、自分の部屋へと招いた。
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    　公平は光瑠の手をつかんだまま、慌ててたずねた。


    「おい、お茶とココアとホットミルクとコーヒー、どれがいい!?」


    「え、いや、大丈夫だから……」


    「いいから選べ、ほら、三、二、一、はい！」


    「コ、ココア！」


    「よしココアだなっ、悪いがちょっと手抜きするぞ。そこのラグに座って待ってろ！」


    　光ひか瑠るを部屋に強引に招き入れて、ラグの上に座らせ、キッチンへと向かう。


    　速さが売りの某メーカー湯沸かしポットに、少量の水を入れてセット。


    　それが沸くまでの間、冷蔵庫から牛乳パックとココアを取り出して、妹がくれた猫の絵入りマグカップを準備した。


    　本当なら、ココアをいってから鍋で作るのがいいのだが、今回は急ぎなので仕方ない。


    　カップにココアをたっぷりと適量の砂糖を入れ、沸いたお湯を少量加えそれを練ってから、牛乳を注ぎレンジに入れて温めれば、ホットココアの完成である。


    　小さなお盆にのせたそれを持って部屋に戻り、光瑠に取っ手を向けて差し出した。


    「ほら、熱いから気をつけろよ」


    　マグカップを受け取った光瑠は、向かいにどかっとあぐらをかいた公こう平へいのことを、首を傾かしげ見つめてくる。警戒している、というわけではなく、どうやら遠慮しているらしい。


    「せっかくいれたんだから、冷めないうちに飲め」


    「……いただきます」


    　お行儀よく一礼した光瑠は、マグカップを両手で包み込むようにして持ち上げた。ふーふー何度も息を吹きかけてから、ようやくココアを口に含む。


    　それをなんとなく見守っていると、光瑠の目がこぼれ落ちそうなほど丸くなった。


    　固まった光瑠を見て、慌ててたずねる。


    「ど、どうした、不ま味ずかったか？」


    「違う」


    　首をふるふると横にふった光瑠が、へにゃっと、気が抜けたような顔で笑った。
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    「すごく、美お味いしい」


    　見たことのない笑顔と、直球すぎる褒ほめ言葉に、不覚にも顔が赤くなってしまう。


    「お、おまえ、なんつー顔してんだよ。ていうか、そんな顔できるなら、普段からしとけ！」


    「え、あ、ごめん。あまりの美味しさに、つい顔が緩んでしまって。だけど、普段からこんな間の抜けた顔をさらしていたら、まずいんじゃないかな？」


    「まずくねえよ、むしろ、王子様感が薄れて、いい感じに守ってやりたくなる感じというか、よっぽど姫っぽいんじゃねえの？」


    　そう指摘すると、光瑠が戸と惑まどいに満ちた様子で首を傾げた。


    「でも、姫たるもの人前では常に平静を保ち、けして心の内を悟られるなと、父が」


    「なんだそれ？」


    「私が姫になりたいと言った時、父が『姫は人の上に立つ人間だ。けして弱い姿を見せるな。感情を表に出さず、口で語らず行動で語れ。もし口で語る時は、その前によく考え、最低限のことだけ口にしろ。はしゃいだ声は上げず、軟弱な話し方はするな』と、教えてくれたの」


    　きりっとした表情で、光ひか瑠るが居住まいを正す。


    　その顔は、さっきの気の抜けたような笑みとは違う、見事な王子様フェイスに戻っていた。


    「子どもの夢を応援するのは親の仕事だ、と言って、父は自分なりに姫について研究し、己が理想とする『甲か斐い姫ひめ』を参考に、私が立派な姫になれるよう特訓してくれたんだ」


    「いや待て、まずなぜそこで甲斐姫が出てきたっ!?」


    　甲斐姫は、東とう国ごく無む双そうの美人である。


    　ただし、美人であることよりも、武勇の面で名が知れた戦国の女傑だ。


    　身分的には確かに姫だが、絵本の中のお姫様とは全く違う存在である。


    「なんか嫌な予感しかしないが、ちなみに姫になるための特訓って、具体的にどんな？」


    「歴史、兵法、論語、武術。その他にも、人の上に立つ者が身につけるべき知識や教養なら、多分一通り教わったと思うよ」


    「ほ、ほう」


    「特に武術については、父が『いついかなる状況におちいろうとも、己の周りにいる者たちを守り抜く力を持たねば、姫としての責務は果たせまい』と言うから、力を入れて学んだんだ」


    　マグカップから離した片手を、ぐっとにぎる光瑠の目は、とてもキラキラしていた。


    　わかりにくいけれど、これは光瑠なりのドヤ顔らしい。


    「幸いうちは古武術道場だから。槍やり、薙なぎ刀なた、刀、棒、弓に加えて、柔術と合気道については、物心つく前から基礎を教わっていたし。父と兄が趣味で、システマ、カポエイラ、クラヴマガなど海外の武術も学んでいたから、それも一通り教わっているからね。弱くは、ないと思う」


    「そ、そうだな。そりゃあ確かに、弱くはねえや」


    　むしろ、強すぎる。


    　公こう平へいは、できるだけ光ひか瑠るを傷つけないよう、言葉を選びながら聞いてみた。


    「おまえが憧れたお姫様ってさ、色々辛つらい目にあっても、最後は自分を守ってくれる王子様と出会って幸せになる、そういう一般的なお姫様なんだろう？」


    「うん、そうだよ」


    「でも今のおまえだと、王子様が助けに入る余地、なくねえ？」


    「助けに入る、余地？」


    「今の話を聞く限り、おまえがやってきた特訓、守る側の立場にかたよってる気がするけど」


    「あ……っ！」


    　今はじめて気づきました、みたいな顔をされて、公平の方が戸と惑まどってしまう。


    「なんで気づかないんだ？　どう考えてもおまえの受けた特訓、お姫様になるためじゃなく、乱世を生き抜く世継ぎの育成術だよ！　そりゃあ、王子様って呼ばれるよ！」


    「い、いや、でもね！　父の影響で言葉数は減らしたとはいえ、途中から、周りの女の子との距離感に悩んで、自分なりに女子らしいふるまいをするように、心がけるようにしたし！」


    「ほう例えば、どのように？」


    　腕を組んだ公平に、光瑠は緊張した面おも持もちで答えた。


    「兄の持っていた雑誌を見て、女子と仲良くなるためには、他人の長所をとにかく褒ほめるべきだと知ったので、まずはそれを実践することにしたんだ」


    「なるほど」


    「私は口べただし、父の教えもあって語ることは得意ではないけれど、いいと思ったことは、全部素直に伝えるようにしたんだ。それにその時には、女子の好きな、比喩やロマンチックな言葉も多用するよう心がけ、気づかいの言葉もできるだけ声に出している！」


    　どうだがんばってるだろう、というような目でじっと見つめられる。


    　しかし、公平の口から最初にこぼれたのは、切ないため息だった。


    「光瑠よ、残念なお知らせをしてやろう」


    「え？」


    「まず、参考にする雑誌がおかしい。あと、女子は確かに褒め合うが、その時に使う言葉は、可愛かわいい、と、いいね、の二言ですむ。気づかいの言葉も、大丈夫、と聞くだけで、全てがことたりる。むしろ、同性間で比喩やロマンチックな言葉は、ほぼ必要ない」


    　ロマンチックな比喩とかを求められるのは、あくまでも、異性間での話なのである。


    「そ、そんな……本当、なの？」


    「ああ、残念ながら本当だ」


    「じゃあ、父の教えを守りながらも、自分なりにお姫様らしい話し方をがんばって、少しでも女の子たちにとけこもうとしていた、私のあの努力は？」


    「逆効果、だったと思うぞ。多分、おまえはより魅力的な王子様になってしまったんだ……」


    　がっくりと肩を落とした光ひか瑠るが、床に手をつく。


    　黙り込み、どよんとした空気を漂わせる光瑠を見て、公こう平へいは悟った。


    　童話に出てくる可愛かわいいお姫様を目指そうとしていた、という光瑠の言葉に、嘘うそはない。


    　嘘はないが、父の誤った姫観によって、磨かれたのは『君主力』の方だけであった。


    「せめて周りのやつに、聞いてみればよかったんじゃないのか？」


    　公平が思わずそう呟つぶやくと、光瑠はのろのろと顔を上げる。


    「恥ずかしながら、こういう風に自分のことを色々と話せる友だちが、一人もいなくて」


    「え、一人も？」


    「うん。私は公平君と違って、人に好かれるたちではないから」


    「はあ？」


    　眉まゆをぴくっと震ふるわせ、公平は怪け訝げんな声を上げた。


    　だって、光瑠ほどのオーラとカリスマ性の持ち主が、こんなことを言うなんておかしい。


    　しかし光瑠は、本気で思い悩んだ様子で、公平に告げてくる。


    「幼稚園から中学校まで姫ひめ宮みや女じよ学がく院いんに通っていたし、剣道部にも入っていたから、知り合いは多いよ。孤立していたわけでもない。でも、周りの人たちとは、常に距離があったんだ」


    「距離って、具体的には？」


    「班決めの時に、仲の良い者同士で組むよう、言われるよね？　そうすると、私だけ毎回違う相手と組まされるんだ。誰か特定の相手と仲良くなろうとしても、私から誰かに近づいて声をかけると、他の子が嫌な顔をしてその子を連れていったり、逃げられたりしてしまうし」


    　ただ、光瑠はこうも続けた。


    「でも私だって、途中からおかしいとは思ったんだ。だから色々と考えて、お母さんに聞いた話も思い出して、私にはきっと、女子として大切なものが欠けているんだと思って。それから色々と努力して女子力とやらを上げようとは、してきたんだよ！」


    「ちなみに一例を挙げると、なにをどうして、どう努力したんだ？」


    「兄の持っていた雑誌を見たら、女子らしい服装ナンバーワンは白い服で、なにかをがんばる姿が好感度大、と書いてあったから、白い剣道着を着て全国制覇をしたの。結果は……全然、効果がなかったけど。むしろ、前より距離を置かれて、遠巻きにされるようになったけど」


    「うん、なんというか、ドンマイ」


    　努力したのだけは、とてもよくわかるが、努力の方向性があまりに方向オンチすぎる。


    　白い服と、がんばる、というキーワードで、なぜそうなるのだろう。


    「やっぱり、剣道部の規則で髪を伸ばせなかったのが、だめだったのかな？」


    「いや、問題はそこじゃない。そもそも、男向け雑誌の意見じゃ、あまり参考にならんぞ」


    「それは、私もなんとなく、そんな気がしていたんだ。だから剣道部の遠征先でたまたま見たテレビに出ていた『名めい城じよう学がく院いんの姫』に、どうしても会いたくて、一度だけ公こう平へい君の学校に行ったことがある。公平君の周りに人が多すぎて、話しかけることもできなかったけれど」


    　それを聞いて、公平はようやくあの日、光ひか瑠るがあそこにいた理由を知った。


    「ああ、なるほど。そうか、そうだったのか……」


    　なんという、運命の皮肉だろう。


    　王子様を目指すきっかけになった白しろ袴ばかまの王子様が、自分に女子力を学びに来ていたとは。


    　しかし、全てを知った今、公平はもう光瑠を羨ましいとは思わない。


    　むしろ、同じ苦しみを抱いだく彼女に深い同情を向け、その肩を叩たたいた。


    「光瑠。おまえは、周りから距離を置かれていた、と言うが、それは警戒されてたとか、悪い意味で浮いてたからとかでは、絶対にないから、そこは誤解するな」


    「じゃあ、どうして？」


    「逆なんだよ。おまえは女子から、理想の王子様として見られて、無茶苦茶好かれてたの」


    「好かれているのに、なぜ距離を置かれるの？」


    　とことん鈍い光瑠に、公平はわかりやすく丁寧に、説明し直す。


    「班決めで毎回違う相手と組むように言われたり、誰かに声をかけようとすると邪魔されたりしたのは、女子同士の牽けん制せいというか、『光瑠さんはみんなの王子様なんだから抜け駆け禁止！』的なやつだ。逃げられたのも、一定の距離を置かれるのも、十中八九、照れられただけだな」


    「照れる？　なぜ照れる必要があるの？」


    「たとえば少女マンガとかで、みんなの憧れの王子様から突然話しかけられてパニックになったり、恥ずかしくて逃亡するシーンが、よく出てくるだろう？」


    「そういえば私は、少女マンガなるものを読んだ覚えが、一度もないかもしれない」


    　少女マンガを、読んだことがない？


    「クラス内でお互いのおすすめのマンガを貸しあうとか、姫ひめ宮みや女じよ学がく院いんではなかったのか？」


    「他の女子はやっていたよ」


    　でも、と続けた光瑠は、悲しげに目を伏せる。


    「貸してもらえないかと頼んだら、私が見ても面白くないだろうから、と断られたんだ」


    「ああ、なるほど。私たちの理想の王子様は少女マンガなんて読まない、的なアレか」


    　思春期女子の決めつけが想像以上にすさまじいのは、公平も身をもって知っている。


    「自分で買おうと思ったことは？」


    「あるけれど、父による特訓や、姫宮女学院への通学時間と、組み手のノルマをこなす時間を考えると、本屋に行く暇がなくて」


    「じゃあ、ドラマはどうだ？　少女マンガ原作のやつとか、恋愛物とかあるだろう？」


    「うちのテレビは、五年前に長男と次男がケンカした時に大破して、それっきりだから」


    　光ひか瑠るが、乙女おとめ心に欠けて色々と察しが悪く、浮き世離れしている理由を理解する。


    　圧倒的な情報不足と、生活環境だ。


    「新しん海かい光瑠よ、おまえはまず女子力を高める前に、女子のなんたるかを知るべきだ」


    　公こう平へいは、すっくと立ち上がり、クローゼットの中に設置しておいた参考文献コーナー（乙女心研究のための資料各種）から、数冊の本を抜き出して、光瑠の前に置いた。


    「まずは、これを読むところからはじめよう」


    「こ、これは？」


    「女子に大人気の、ドラマにもなった超人気少女マンガ、全巻セットだ」


    　選んだのは、あの『じゃじゃ馬姫と侍王子』である。


    「昼間、無神経なこと言って泣かせた詫わびだ。夕飯作るから、できるまで読んでいてくれ」


    「そんな、お詫びなんて……」


    「いいから。これでチャラにしてもらったら、俺もこれから付き合いやすいし」


    　遠慮する光瑠にそう告げれば、ちょっと照れくさそうに頷うなずく。


    「うん、じゃあ、ごちそうになります」


    「好き嫌いとかアレルギーは？」


    「全くなし」


    　公平はベランダの野菜置き場からいくつかの野菜を取り、キッチンへと向かった。


    「これで相手が亜あ衣い先輩みたいな可愛かわいい女子なら、おしゃれなカフェめしか、洋食なんだが」


    　相手は、新海光瑠。


    　いくら光瑠本人が姫を目指していても、公平の中で光瑠は、もう女子枠ではない。


    　つまり、余計な気をつかったりかっこつける必要は皆無。


    　したがってここは、おしゃれさより味と食い応え重視でいくことにした。


    　その選択は、どうやら大当たりだったらしい。


    「すごい！　見た目も綺き麗れいなのに、味も本当に美お味いしい！」


    　ミス・コンでの戦いに備えて家庭科技能は鍛えたから、料理の腕にはかなり自信がある。


    　実際、できあがった料理を食べる光瑠の目は、さっきからキラキラと輝きっぱなしだ。


    　やっぱり表情筋はあまり仕事をしていないが、それでもすごく美味しそうに食べている。


    「ふふん、まあ、俺にかかればざっとこんなもんだ！」


    「あんな短時間に、こんなことできるなんて、公平君はすごいね！　美味しい！」


    　向けられる憧れと尊敬の眼まな差ざしに、公平は得意げに笑った。


    　小鉢は、酢につけておいた食用菊をのせたホウレン草のおひたし。


    　副菜に、ニンジンのきんぴらと、茶碗蒸し。


    　メインのショウガ焼きはどかっと大皿に盛って出したが、すでに残りはわずかだ。


    「味み噌そ汁しる、朝の残りで悪いな」


    「ううん、全然！　温め直しだって言われなきゃ気づかないくらい、美お味いしいよ！」


    「おまえさっきから、語尾全部、美味しいになってるぞ」


    「だって、本当に美味しいから！」


    　自分の作ったものを手放しに褒ほめられ、こんなに美味しそうに食べられるのは、嬉しい。


    　あれだけ複雑な感情を抱いだいていたはずの光ひか瑠るが、今はただただ微ほほ笑えましく見える。


    　そもそも、光瑠は別に悪いやつではないのだ。


    　だから公こう平へいは、食事が終わった後、光瑠にニヤリと笑いかける。


    「なあ、光瑠。ここから先は、作戦会議といこうじゃないか。俺とおまえは、お互いに望んだ立ち位置とは、逆のポジションにおさまった者同士だな？」


    「うん、そうだね」


    「ならお互いの立ち位置を逆転させて六りつ花かに入り、王子様とお姫様と呼ばれるようになる、という目的は一緒だ」


    　目指す立ち位置が逆であるなら、ライバルには、なりえない。


    「姫じゃなく王子になりたい俺と、王子じゃなく姫になりたいおまえ、協力者としては、これ以上ない。なあ、俺と手を組もうぜ、光瑠」


    「手を組む」


    「そうだ。お互いの理想の自分になるために、一緒にがんばってみないか？」


    　すっと右手を差し出し、公平は光瑠の目をじっと見つめる。


    　そしてその手を光瑠がにぎり返してきた瞬間、二人の新たな関係が、はじまったのだった。
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    　そして、翌日。


    　公平は、光瑠と昨夜打ち合わせた作戦を実行に移すべく、朝早くに目を覚ました。


    　あくびをしながら、公平は昨夜のことを思い出す。


    「まず、俺たちに必要なのは、地道なイメージ工作と、あの右う近こんの少しよう将しようとの再交渉だ」


    　公平と光瑠のことを、クラスメイトだけではなく入学式に参列した人たちの多くが、じゃじゃ馬姫と侍王子のイメージに当てはめ、記憶してしまっていた。


    　だが、そのイメージと違う一面を意識的に見せていけば、必ず違和感を抱くはずだ。


    　だからまずは、公平はとにかく、王子様らしいという印象を与える。


    　そして、光瑠は姫らしい行動を取る姿を見せつけていくのだ。


    　加えて、公平の印象で変えなくてはならないものが、もう一つ。


    　入学早々保健室に運ばれた上、人質になったことで生まれた、か弱い姫ポジションだ。


    　Ｓな香り漂う俺様系王子様が、か弱いなんて思われるわけにはいかない。


    　自前のおしゃれジャージに着替え、軽く柔軟をすませた公こう平へいの目的は、ただ一つ。


    　王子様の必須条件である、スポーツができて頼れる男アピールをすることだ。


    　俺は王子様、と何度も繰り返して自己暗示をかけ、心の準備を整え、出発する。


    　早いとはいっても、あえて部活などのために早めに登校する生徒の目がある時間帯を狙ねらい、マンションや学園の周りの目立つ場所でひたすらランニングする。


    　軽やかに、爽さわやかに。


    　けして苦しげな顔は見せないよう注意しつつも、周りが見て、あいつすげえ、と思うような速度で、ひたすら走り続ける。


    　すれ違った女子のうち、公平に気づいた数名が、笑顔で手をふってきた。


    　だが、今の公平は、Ｓな香り漂う俺様系王子様。


    　素っ気ない会釈くらいですませ、近寄り難い印象を演出しておく。


    　ただこれについては、あえて意識しなくても自然とそうなる部分があった。


    　なにせ中学校時代、愛想よくしたら即座に囲まれ、襲われるのが常だったのである。


    　特に、きゃあきゃあ騒いで近づいてくるタイプは、無意識に警戒してしまうのだ。


    「王子様っぽく演技してる時でないと、女の子に自分から話しかけるのって苦手なんだよな」


    　この辺は、これから努力して改善していくべきだろう。


    　そんなことを考えながらも予定のコースを走り終え、部屋に戻ってシャワーを浴びる。


    　王子様たるもの、登校する時は、爽やかな制汗剤の香りを漂わせねばならない。


    　しっかり身支度を整えてから登校すると、教室にはすでに光ひか瑠るの姿があった。


    　光瑠の机の上には、なにかを大切そうにくるんだ新聞紙が置かれている。


    　それを見て、公平はあえて大きな声で、光瑠に話しかけた。


    「おはよう、光瑠。おまえ、なに持ってきたんだよ？」


    　すると光瑠は、やや緊張した面おも持もちで答える。


    「おはよう、公平君。実は趣味で育てていた花が、綺き麗れいに咲いてね。独り占めするのはもったいないし、クラスのみんなにも楽しんでもらおうと、持ってきたんだ」


    　教室にいるみんなが、こちらの会話に耳を澄ませていた。


    　それを意識しながら、公平はわざとらしく驚いてみせる。


    「へえ、おまえ花なんて育ててるんだ？」


    「綺麗な花を見ていると、優しい気持ちになれるからね。そういえば公平君。今朝、登校する時に、公平君が走っている姿を見たよ。身体からだを動かすのが、好きなのかな？」


    「まあな、これでもけっこう、鍛えてるんだぜ。特に走るのは、昔から得意なんだ」


    「なるほど。あ、私は、花をいけてくる。黒板脇の棚に飾るために、花瓶も持ってきたんだ」


    　そう言って、光ひか瑠るが新聞紙に包んだ花と、紙袋に入れた一輪挿しを手に手洗い場に向かう。ここに至るまでの一連の流れは、全てが仕込みだ。


    　昨夜のうちに、公こう平へいと光瑠はお互いの情報を徹底的にすりあわせてある。


    　まずは、お互いに持っているアピールポイントを、最大限にいかすためだ。


    　公平は、女子の襲撃から逃げ続けた結果、持久力と走る速さに自信がある。


    　光瑠は、花を育てるのが趣味で、マンションにも鉢植えをいくつか持参していた。


    　スポーツができる男と、お花が好きな女の子なんて、まさに王道である。


    　だから早速、ここぞとばかりにそれを周囲にアピールすることにした。


    「やれやれ、花が好きだなんて、あいつもなんだかんだいって、女らしいとこあるよな」


    　これみよがしな公平の台詞せりふだって、嘘うそではないから当然、信しん憑ぴよう性せいが高くなる。


    　実際、クラスメイトの反応は上々のようだ。


    「確かに、花を育てるのが趣味って、光瑠さんのイメージと違うよね？」


    「もしかして、意外と可愛かわいいところもあるのか？」


    「でも意外といえば、今朝公平君が走ってたんだけど、けっこう足が速くて、びっくりした」


    「あ、俺も見た。昨日は体調悪そうだったし、身体からだ弱いのかと思ったけど、違うみたいだな」


    　これは早速いけたんじゃないか。


    　そんな手応えを感じ、喜びかけたのも束つかの間ま。


    　花瓶を手に戻ってきた光瑠の姿を見た瞬間、公平は頭を抱えて机に突っ伏した。


    　先ほどまで戸と惑まどいの表情を浮かべていたクラスメイトたちが、納得顔で叫ぶ。


    「ああ、花って、菊かー！」


    　そう、菊。光瑠が持ってきたのは、大輪のそれは見事な、白菊であった。


    「そういえば、前におじいちゃんから聞いたことある。武士の中には園芸を好む人も多くて、特に菊とかを育てるのが嗜たしなみの一つだったんだって」


    「うわ、さすが侍王子！　趣味まで武士！」


    　これはまずい。


    　イメージを払ふつ拭しよくするどころか、王子様要素を強化してしまっている。


    　しかも、計算外の解釈をされたのは、光瑠だけではない。


    「そういえばさ、じゃじゃ馬姫と侍王子の中でも、王子様に助けられた姫が守られてばっかりの自分が嫌で、身体を鍛える話ってなかったっけ？」


    「あったあった！　え、じゃあもしかして公平君も、そんな感じでランニングを？」


    「それを悟られないように、走るのは好きだとか言うとこが、健けな気げだぜ、うちの姫は！」


    　盛り上がるクラスメイトたちに気づいて、光瑠が死んだ魚のような目を向けてくる。


    「公平君……」


    「諦あきらめんな、大丈夫、まだ作戦ははじまったばかりだ！」


    　しかし、現実は甘くない。たとえば、委員会決めの時。


    　近くの席の女性陣に話をふられた公こう平へいが、


    「委員会活動？　そうだな、面倒だけど、あんたが一緒なら、やってみてもいいぜ？」


    　などとＳな香り漂う王子様らしい微ほほ笑えみを浮かべたところ、


    「きゃっ、姫に誘われちゃった！　でもわかるよ。やっぱ一人だと、心細いもんねー？」


    　ときめくのではなく、保護者目線で笑い返された。


    　そして光ひか瑠るも光瑠で、もじもじとしながら近づいてきた女子たちに声をかけられ、


    「ひ、光瑠さん。もしよかったら、学級委員、やってもらえないかな？」


    「そう言ってもらえるのは嬉しいけれど、やりたいことがあるから、委員会にも部活にも入るつもりはないんだ。それに私は、人の上に立つには、向いていないし。リーダーより、それを支える側に興味があるんだ」


    　などとしおらしく、統率力のあるリーダー＝王子様、の図式から逃げだそうとするも、


    「そっか、そうだよね。光瑠さんは王子様は王子様でも、侍王子様系だもんね！」


    「守るべき人をいつでも守れるように、自分が前に出て、変に目立ったりはしないんだね！」


    　などと言われ、乙女おとめたちからさらなる熱い視線を集める始末。


    　救いを求めてくる光瑠と、無言で首を横にふる公平。


    　そしてそんな二人を見て、周囲はさらに囁ささやき合うのだ。


    「あの二人、なにかあるとお互いのこと見てるけど、やっぱり意識し合ってるのかな？」


    　否定しても、ニヤニヤ笑われるばかり。これは、いよいよまずい。


    「おい、光瑠。放課後だ、俺たちの本当の勝負は、放課後だからな！」


    「うん、そうだね。今日こそ六りつ花か会館で、私たちの願いを果たそう！」


    　小声でそんなことを囁き合う二人を、クラスメイトはやはり、温かく見守っていた。


    



    　そして、チャイムが鳴るや教室を出て、六花会館に向かう。


    　体育館の裏に広がる野原のような裏庭を歩く中、光瑠が話しかけてきた。


    「だけど、公平君は思ったよりずっと大胆だね。まさか、あんな形で追い返されたのに、日を置かずに『自分たちに六花の仕事を手伝わせてほしい』と、直じか談だん判ぱんしに行くなんて」


    「まあ、色々と考えた結果、活路がないわけじゃないとわかったからな」


    　だがそう返した公平は、ふと目をやった木の根元を見て、ぎょっとする。


    「お、おい、あそこ！　誰か倒れてねえか!?」


    「どこ？」


    　公平が指さした方をふりむいた光瑠は、その直後、即座に駆け出す。


    　野原のような、草木が茂る裏庭のちょうど真ん中に生えた大きな桜の木。


    　そのかげに隠れてはいるが、白く細い足が、力なく地面に投げ出されている。


    　光ひか瑠るに遅れながらも桜の木に走りよった公こう平へいは、その足の持ち主に声をかけた。


    「大丈夫ですか!?」


    　だが倒れていた人の姿をしっかり目に映した彼は、呼吸すら忘れて、立ち尽くす。


    　大きな桜の木の根元に丸まるようにして横たわっていたのは、一人の少女。


    　ネクタイの色からして、おそらくは三年生だろうが、そのあどけなく愛らしい寝顔と、背の低さだけを見たら、小学生と見間違えそうだ。


    　だが、寝返りを打った瞬間、ふるりと震ふるえた胸は、成熟した女性の色香を感じさせる。


    　顔立ちや雰囲気とのミスマッチさが、たまらなく胸を騒がせた。


    　ついつい見とれる公平をよそに、光瑠は少女の脇に膝ひざをつき、状況を確認しはじめる。


    「見たところ外傷はないし、呼吸も脈も正常だな。おそらく、ただ眠っているだけだと思う」


    「お、おう、そうか。それにしてもおまえ、なんかすげえ慣れてるな？」


    「道場では、脳しんとうを起こす人や、ハードな練習で体調を崩す人がよく出るからね。その救護を行うのも、私の役目だったんだ。それに、手当てって、お姫様っぽいと思って」


    　確かに。手当てというキーワードは姫っぽい。


    　だが、光瑠の場合、あまりに手際が良すぎて、なにかが違っていた。


    「お休み中、失礼します。大丈夫ですか？　ここで寝ていると、風邪を引きます。もし体調が悪いのであれば、保健室へお連れしますが。もしもし、大丈夫ですか？」


    　なんというか、修羅場になれ的確に応急処置を行う猛も者さにしか見えない。


    　公平が微妙な顔で黙り込む中、光瑠が肩を叩たたき声がけを続けていると……。


    　閉じられていた少女のまぶたがぴくっと震え、その可か憐れんな薄桃色の唇から、


    「ん、んあー？」


    　という、寝起きのおっさんのような声が、聞こえてきた。


    　見た目と第一声のあまりの落差に、公平だけでなく光瑠も凍り付く。


    　するとその人は、目をごしごしと手でこすり、大きくのびをして、起き上がった。


    「あれ、今、何時？」


    　たずねられ、たまたま目が合った公平は、腕にはめた時計を見て答えた。


    「四時半です」


    「そっか、もう、放課後になっちゃったんだー。ちょっと、寝すぎちゃったなー」


    　ぽわぽわ、という擬音が聞こえてきそうなほどに緩い雰囲気で、その人がそう呟つぶやいた時。


    「あっ、花はな子こ！　ああもう、茨いばら目め花子！　やっと見つけたわよこのバカー！」


    　聞き覚えのある声がして、六りつ花か会館の方角から、半泣きの玲れ奈なが走ってくるのが見えた。


    「わー、玲奈ちゃんだー」


    「れ、玲奈ちゃんだー、じゃ、ないわよ！」


    　息を切らせた玲奈は、ささっと場所を譲った公平と光瑠を見て、目をまん丸に見開く。


    「あなたたち、確か、新しん海かい光ひか瑠るさんと、須す永なが公こう平へい君、だったわよね？　どうしてここに？」


    「俺たち、今から六りつ花か会館に行く予定だったんです。でも、途中でここに人がいるのを見て、てっきり誰か倒れてるのかと」


    「ああもう、だから所構わず寝るのはやめてって言ってるでしょう、このおバカ！　見つけた人もびっくりするし、今回はこの二人だったからいいようなものの、もし変な人に見つかったら危ないでしょう!?　いくら校内だからって、万が一ってこともあるんですからね！」


    　地面にがっくりと膝ひざをついた玲れ奈なが、花はな子こと呼んだ相手の頬ほおをむにむにと手でもんだ。


    　しかし、怒られた当の本人は、全く悪びれた様子もなく、むしろ嬉しそうにしている。


    「ふふふー、また心配してもらっちゃったー」


    「喜ぶんじゃなーい！」


    　肩をぜいぜいさせながら怒鳴った後。


    　玲奈は疲れ切ったのか脱力し、花子にもたれかかる。


    「もう、なんで今の六花は、白しら雪ゆき姫以外みんな、こんなに手がかかるのかしら……」


    「「え、六花？」」


    　声をそろえた公平と光瑠に、花子は襟えりについた徽き章しようを見せてきた。


    「三年二組、玲奈の親友で、現六花の茨いばら目め花子。六花ネームは、茨いばら姫ひめです。よろしくねー」


    　どうやらこの花子が、現在いる四人の六花のうちの残る一人であったらしい。


    　公平と光瑠がそれぞれ花子に、自分の名前を名乗り返した。


    　それを待って、玲奈が静かに立ち上がる。


    「みっともないところを見せて、ごめんなさいね。それと、この子のことを心配してくれて、ありがとう。六花会館に来るところだったって、言ってたわよね。だったら、お礼にお茶でもいれるから、よかったら一緒にいらっしゃい」


    　告げてくる玲奈の口調はきつく、その整いすぎた顔もあって、ぱっと見は取っつきにくい。


    　だが、花子に手を貸し立ち上がらせ、公平たちを招く玲奈の目は、優しかった。


    　それに歩きながら公平を手招いた玲奈が、耳元でこそっと告げてくる。


    「あと、あなた。もし倒れてる人を見つけても、保健室に行く時は、慎重にね。緊急時は仕方ないかもしれないけれど、できれば、誰かと一緒に行くか、人に頼むかして、保健室には極力近づかないようにした方がいいわ。その、うちの保健室の先生は、少し……変わってるから」


    「あ、はい。ありがとうございます、絶対そうします」


    　力強く頷うなずいた公平を見て、玲奈はほっとした顔を見せた。


    　どうやら玲奈は、養護教諭の真ま子この危険性を知っていて、心配してくれたらしい。


    　玲奈たちに続き六花会館に入ると、道みち頼よりはまたも優雅に、お茶を飲んでいた。


    「ああ、茨姫が見つかったのか。ご苦労様、玲奈。でも後ろに余計なおまけが二名いるね？」


    「花子が寝ているところを見つけてくれたお礼に、お茶をごちそうしようと思って。ちょうど、ここに来るところだったみたいだったし。なに、その顔。あなた、後輩にそんな腹黒い笑顔を向けるの、やめなさいよ。仮にもあなた、六りつ花かの代表よ。もっと優しくしてあげなさい！」


    　腰に手を当ててそう告げる玲れ奈なに、道みち頼よりは困ったような顔で首を傾かしげる。


    「君がそんな風に優しくするのを見ると、余計に優しくしたくなくなるんだよなぁ」


    「天あまの邪じや鬼く！」


    　玲奈は道頼をひとにらみしてから、公こう平へいたちを手招く。


    「あなたたち、そこのソファに座って。甘い物、嫌いじゃないかしら？」


    　そろって頷うなずけば、ほっとしたような顔で言われた。


    「よかった。ちょうど冷蔵庫に、シフォンケーキがあるの。暇つぶしに作ったんだけど、余りそうで少し困っていたのよ。食べれるなら、食べていって。い、嫌なら、別にいいけど」


    　嫌じゃないです、と声をそろえて返すと、玲奈が嬉しそうに目を細める。


    　だが、それを見た道頼と花はな子こが、口々に不満の声を上げた。


    「ええー、玲奈のケーキ、余るどころか、むしろ僕がねだった時はダメって言ってたよね？　記憶によれば、あれは入学式の日から様子がおかしい白しら雪ゆき姫のためのものだから、僕には食べさせられないって、聞いたんだけどなー？　後輩たちには、特別に出しちゃうんだー？」


    「白雪姫と後輩だけなんてずるーい！　玲奈のケーキ、私も食べたぁーい！」


    「ケ、ケーキならあげるから、お客様の前で、余計なことを言わないで！」
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    　給湯室に逃げるように走っていった玲れ奈なを見送って、道みち頼よりは満足げにソファに座り直す。


    「さて、じゃあケーキが出てくる前に、用件を聞いてしまおう。今日は、どうしたんだい？」


    「実は、俺たちに六りつ花かの仕事を手伝わせてほしい、とお願いしに来ました」


    　公こう平へいの言葉を聞くと、道頼の目がすうっと細くなる。


    「僕はこの前、君たちが六花に入るのはそう簡単ではない、と伝えたはずだけどな」


    　その言葉に、光ひか瑠るが静かに頷うなずいた。


    「はい、確かにうかがいました」


    「でも、同時に先輩は、六花会館に足を踏み入れた生徒の話を聞いて、よりよい方向へ行けるよう手助けし、生徒の願いを叶かなえるため力を貸すことだ、とも言っていましたよね？」


    「ああ、言ったよ。それが、なにか？」


    「六花は確かに、なりたいと思って、すぐになれるようなもんじゃない。でも、その手伝いをすることに関しては、また話が別だと思うんです。なあ、光瑠？」


    「うん、学生証の規定によれば、六花はこの学園の生徒たちの自主的な挑戦をサポートして、あらゆる面で生徒のよりよい学園生活を応援するための自助組織、となっていました」


    　道頼は、にっこりと笑う。


    「そうだね、確かにそう書いてある」


    「私たちは、それを読んで、六花の仕事内容に改めて興味を持って、微力ながら、協力させていただきたくて、ここに来たんです」


    「あと、六花会館はおとずれる全ての生徒を歓迎する、と聞いています」


    　公平の言葉に、道頼は無言で頷いた。


    　じっと見つめてくる美び貌ぼうの六花代表から目をそらさず、公平と光瑠はさらに続ける。


    「もしも先輩が、俺や光瑠じゃ雑用係も務まらない、と考えているなら、毎日ここに通って、認めてもらえるまで、がんばるつもりです」


    「もちろん、お手をわずらわせるつもりは、ありません。仕事は、自分たちで探します」


    「あはははっ、いいね、君たち！」


    　弾けるように笑った道頼が、それまでと表情を、がらっと変えてきた。


    「うん、実に若者らしくておもしろい突っ走りっぷりじゃないか」


    「え、あの」


    「称号だけ手にして、形から入ったところで、本当に君たちの理想通りの自分になれるのかはともかく。その空回りっぷりも含めて気に入ったよ。それに、いい手を思いついたね」


    　シミュレートしたどの反応とも違う道頼の様子に、公平と光瑠は戸と惑まどう。


    　すると道頼は、さっきまでと違う朗ほがらかな態度で、告げてきた。


    「六花にしてくれ、じゃなくて、六花の仕事を手伝いたい、という願いに関してなら、確かに私も、そうむげにはできない。そこを狙ねらってきたのは、正解だ。生徒が自主的にやりたい、と望むことは極力応援することが、六りつ花かの役目だしね。手伝ってもらうことにしよう！」


    　その言葉に、公こう平へいと光ひか瑠るはそろって頭を下げる。


    「「ありがとうございます！」」


    「はは、どういたしまして。まあ、雑用係を頼むこと自体は、そう珍しくもない」


    　顔を上げた公平は、首を傾かしげて道みち頼よりにたずねる。


    　なんでも年間で十人くらいは、雑用係をしたいと言い出す人がいるらしい。


    「ただなりたいって人は多いけど、続く人って、そういなくてねぇ」


    　意味深に目を細めて、道頼は口の端はを引き上げた。


    「憧れの六花に近づきたいとか、近くにいれば六花になるチャンスがもらえるかもしれない、なーんて思って雑用係になる子たちは、大抵、一週間ともたずやめちゃうんだよね」


    「つまりはそれだけ、六花の仕事は大変だってことっすね？」


    「それもあるし華やかに見える世界でも、裏側に回ってみると、違う一面が見えてくるものさ。甘やかされるだけのお客さんの方が、夢が壊れないし、楽しいだけですむだろう？」


    　しかし、公平と光瑠は、目をギラギラとさせながら道頼に向かって身を乗り出す。


    「俺は、雑用係になるのとは別に、六花になる夢も諦あきらめてません！　だから、六花の裏側を見たくない、なんて甘えたことを言うつもりはないし、むしろ、望むところです！」


    「私も、公平君と同じです！　必ずやお役に立って、我々が本気だと行動で示します！」


    　それを聞いた道頼は、満足そうに頷うなずくと、ぱん、と両手を打ち鳴らした。


    「じゃあ、早速今日から、仕事をしてもらおうかな」


    「「今日から？」」


    「実はちょうど、急ぎの仕事があったんだ。それ、君たちに任せても、いいかな？」


    「「はい、もちろんです！」」


    「うん、二人とも早速息ぴったりだね」


    　くすくすと笑われて、公平と光瑠は顔を見合わせる。


    「君たちの歓迎がてら、玲れ奈なのケーキを食べたら、すぐに仕事に入ってもらおうか。なあに、作業自体はとても簡単で、難しいことはないさ。ね、茨いばら姫ひめ？」


    「え、いや、どうかな？」


    　花はな子こが微妙な顔をすると、道頼はポケットからあめ玉を取り出し、ふってみせた。


    「茨姫ー、そう思うよねー？」


    「うん、作業がとっても簡単で、難しいことがないのだけは、事実だよー」


    「よーしいい子だ。お兄さんが、飴あめちゃんをあげよー」


    　道頼に飴をもらった花子は、わーい、と無邪気にはしゃいでいる。


    　あからさまな買収現場に、公平と光瑠は、にわかに不安を覚えた。


    　しかし、道頼はそんな二人に、挑むような笑みを向けてくる。


    「仮にも六りつ花かを目指したい、なんてことを言う人間が、まさか前言撤回や、引き受けた仕事をやっぱりできませんと途中放棄するなんて、ありえないよね。私は、君たちを信じているよ」


    　この白々しすぎる『信じてるよ』に感じた不吉な予感。


    　それはこの後、見事的中したのだった。
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    　六花の雑用係を引き受けた、公こう平へいと光ひか瑠るの初仕事は……。


    　新入生歓迎会で、体育館に六花が登場するのに合わせ、花や羽根をふらせる黒子役だった。


    　六花が体育館中央の特設ステージに上がって、道みち頼よりが指をぱちんと鳴らして合図をしたら、花や羽根を上からふらせるだけ。確かに簡単で、難しいことはない役目である。


    　ただし、問題はその作業場所だ。


    　雪ゆき峰みね学がく園えんの第一体育館は、高さ約十五メートル。


    　むき出しになった鉄骨と屋根との間にある、少しの隙すき間まが、公平と光瑠の仕事場だった。


    　羽根と花がいっぱいに詰まった袋を背中と両肩に下げた公平は、青い顔で座り込む。


    「ありえねえだろう、この高さ」


    　水銀灯を支える丈夫な鉄骨とはいえ、足場にするには、あまりにも細く頼りない。


    　裏方用に支給された黒のジャージはいいが、特殊な手袋や安全のための装備は重い。


    　かさばる花と羽根入りの袋を手に冷や汗を流していると、光瑠に肩を叩たたかれる。


    「公平君、大丈夫。落ちても、ザイルがあるから」


    「おまえのそのザイルに対する強い信頼は、一体なんなんだ！」


    　腹の安全ベルトと天井の鉄骨をつなぐザイルを笑顔で見せられて、頭が痛くなった。


    「どうしても怖いなら、無理はしない方がいい。足が、震ふるえているよ？」


    　そう指摘されたが、冗談ではない。足に力を込めて、笑ってみせる。


    「怖いわけないだろう、せっかく手に入れたチャンスなんだ。これは、武者震い。今すぐこの場でかけっこでもしたいくらい、すっげーテンション上がってるんだぜ、俺は！」


    「ああ、なら準備を早く終わらせられるように、がんばろう。ザイルの長さに余裕があるし、いざとなれば充分降下できそうだし。追いかけっこをしたいなら、付き合うよ」


    　強がりを真に受けられた上、とびきりの王子様スマイルでそう言われる。


    「私は、君がそうやって楽しそうにしている姿を見ると、どうやらすごく、嬉しいらしい」


    　公平はたまらずその場に手をつき、叫んだ。


    「だからおまえ、そういう王子様ポイント高い台詞せりふとか、むだに余裕に満ちた頼もしい態度を取るのは、ホントやめろって！　まじ、俺の立つ瀬がなくなるからさ！」


    「そんなこと、したつもりは」


    「ないんだよな、知ってる！　でもだからこそ余計に、腹が立つんだよ！」


    　無自覚な天然王子様と一緒にいると、必死にがんばる自分がつくづく凡人に思える。


    「くそ、負けてられねえ。俺の王子様演技に、磨きをかけなくては」


    「練習するなら、付き合うよ？」


    「ぜってー、嫌だ！」


    「なぜ？」


    「俺の王子様演技は、女子限定！　おまえは俺の協力者だから、女子だけど、特別枠だ！」


    　鼻息も荒くそう告げたら、光ひか瑠るは実に爽さわやかな笑みを浮かべて言ってきた。


    「君に特別だと言ってもらえるなんて、最高に、光栄だよ」


    「その顔と台詞せりふ、俺がもし女だったら、今ここで、フォーリンラブ確定だからな!?」


    　頑張って演技しないと王子様ぶれない自分と、天然王子様な光瑠との差をみせつけられる。


    　悔しくてがっつんがっつん、と鉄骨を叩たたいていたら、下にいた玲れ奈なが声をかけてきた。


    「ちょ、ちょっと、大丈夫!?」


    「あ、すいません、騒がしかったですよね！」


    「そ、そうね。でも、そうじゃなく。あの、もし不安だったら、道みち頼よりの命令なんて無視して、降りてきてもいいのよ？」


    「え、でも……」


    「ほ、ほら、なにかあったら責任問題になっちゃうし。そんな高いところ、危ないし。絶対、無理なんかしちゃだめなんだからねー！」


    　しかし、玲奈の隣にいる道頼は、それを聞くや、すかさず告げてくる。


    「そうだよー、自分たちは臆おく病びようで、とてもじゃないけどこんな高いところで作業する度胸は、ないんですーって認めるなら、遠慮なく棄き権けんしていいからねー？　まあ、そんな軟弱者には、六りつ花かになるなんて、百年経っても無理だろうけどさー」


    「もうっ、道頼！　あんたはどうしてそう、あの子たちに意地悪ばっかり言うの！」


    「はは、だって彼ら、入学式で僕ら六花のお株を奪ってど派手に目立った挙句、姫だとか王子様だとか言われちゃってる、期待の新人だよー？　これはもう、徹底的にしごき、獅子が子を千せん尋じんの谷に突き落として後ろ足で石を蹴り落とすぐらいのレベルで、試練を与えないと」


    「獅子の子でもそんなことされたら、死んじゃうわよー！」


    　忙しい玲奈に絡む道頼を見て、公こう平へいは慌てて、声をはりあげた。


    「シンデレラ先輩、俺たちなら、大丈夫ですから！」


    「あ、ごめん、聞こえないっ。ちょっと道頼、少しでいいから黙っていて！」


    　どうやら、道頼が下でなにか話しかけているようで、聞こえなかったらしい。


    　公平はそれまでより大きな声で、言い直す。


    「俺たちなら、大丈夫です。心配してくれて、ありがとうございます！」


    　すると、声を張ったせいで、離れた場所で作業中の生徒にも、聞こえたらしい。


    　どこか遠くで、わーとか、おー、という声がする。


    　そして、玲れ奈なの周りにいた生徒会役員たちから、不穏な会話が聞こえてきた。


    「やべえ、あんな状態で明らかに不安だろうに、それを必死に隠して強がるとか、一年の姫はマジでじゃじゃ馬姫じゃん。健けな気げっつうか、なんかぐっとこねえ？」


    　これは、まずい。


    「お、おい、光ひか瑠る！　おまえも先輩に声をかけろ。俺の誤った印象を打ち消してくれ！」


    　光瑠はきりっとした顔で頷うなずき、鉄骨に片膝ひざをついて身を乗り出すと、ふっと微ほほ笑えんだ。


    「安心してください。たとえなにがあろうと、あなたを悲しませるようなことはしません」


    「「「「「「キャ──！」」」」」


    　甲高い歓声が体育館に木霊こだまし、はしゃいだ乙女おとめたちの声が聞こえてくる。


    「ヤバイヤバイ！　あの高さでもまじクールな王子様っぷりとか、本当ありえなくない？」


    「ありえないけど、惚ほれなおす！　右う近こんの少しよう将しようが帝みかどなら、光瑠さんはまさに王子様よ。もう光瑠さんほど王子様っぽい人なんて、どの王室を探したっていないに違いないわ！」


    　光瑠はそっと上を向いた。その目に、きらりと涙が光っている。


    「お姫様って、よく高いところから、下にいる人たちに微笑みかけているイメージがあるし、この状態から『無茶はしません』と伝えたら、ちょっと姫っぽいかな、と思ったんだ」


    「この高さに怯ひるまず笑えるやつは、姫じゃなく、勇者だろう」


    　公こう平へいと光瑠は互いにため息を吐いて、黙々と天井裏での作業に没頭することにした。


    　そのおかげで、新入生歓迎会は予定通りにはじまり、六りつ花かの登場もバッチリ成功。


    　公平と光瑠が天井から落とす花や羽根が、華やかな照明とともに六花を彩っていく。


    　スポットライトを浴び、降り注ぐ花と羽根を背景に微笑む六花の四人は、天井裏から見ても充分すぎるくらいに眩まぶしくて、存在感にあふれていた。


    　そして順調にプログラムは進み……。


    　本日のメイン、六花ｗｉｔｈチア部による、ダンス＆ミュージックの時間がやってくる。


    　流れるのは、校歌リミックス・バージョン春。


    　アップテンポなナンバーに合わせて、本日のメインとなるショーがはじまった。


    　プロジェクションマッピングが体育館の壁に映し出されて、流れる映像と、ダンスアレンジされた校歌に合わせ、六花とチア部が踊る姿は、まさにエンターテインメント。


    　公平は必要に応じて、天井近くから花と羽根をふらせていった。


    　ただ作業しながらも、六花たちの素す晴ばらしい動きについ目を奪われる。


    　特に、純白の羽根が降り注ぐ中で微笑む亜あ衣いの姿は、まさに天使そのものだ。


    「やべえ、ふりを間違えてちょっと照れてる亜衣先輩も、可愛かわいい！」


    　だが、白しら雪ゆき姫といえば、入学式のあの騒動。


    　いわゆる、親衛隊の存在を、公こう平へいはついうっかり忘れてしまっていた。


    　そのことに気づいたのは、亜あ衣いが曲の合間に、可愛かわいくポーズを決めた時。


    　みんなの意識が六りつ花かに向く中、その後ろの壁に伸びた影に、不審な動きがあった。


    「光ひか瑠る、今、なんか動いてなかったか？」


    　少し離れた場所にいた光瑠にそう声をかける。


    　すると光瑠は、はっと険けわしい顔になった。


    「公平君っ、下に連絡を！　照明があたらない陰を、誰かが移動しているっ！」


    「あの動きからして、狙ねらいは亜衣先輩か！」


    　少し離れた場所にある、トランシーバーを取りに行こうとする。


    　だが、その間にも陰にひそんでいた男が、亜衣の後ろへ這はい寄るのがわかった。


    　間に合わないと悟った公平は、声の限りに叫ぶ。


    「白しら雪ゆき姫、逃げてください！」


    　そして、まだ花が半分ほど残っていた手持ちの袋を、男のいる方角に向けて投げつけた。


    　中身をまき散らしながら落ちる袋は、狙い通りの場所になんて落ちない。


    　しかし、散らばる花に男が気を取られ、這う動きが一瞬、止まる。


    　そのすきに、下にいた道みち頼よりが周囲の人間に指示を出していた。


    「男子諸君、あそこにいるのが、君たちの大事な姫を狙う、不審者だ！」


    　わっと、生徒会の人間らしき男子たちが男に駆け寄り、無事に不審者は確保される。


    　ただ、不安定な鉄骨の上から、体勢を整える間もなく、全力でなにかを投げた場合。


    　それをやらかした人間が、何事もなくいられるわけがない。


    　気づいた時には、身を乗り出しすぎた公平の身体からだは、ぐらりと前のめりに倒れていた。


    「うあ！」


    　慌ててつかまる場所を探して動かした手と、踏ん張ろうとした足が、宙をかき──落ちる。


    　不自然に現れた影に気づいた誰かが、悲鳴を上げるのが聞こえた。


    　さっきまでの熱狂が、一気に恐怖にとって代わられる。


    　慌てて命綱のザイルをにぎりしめて止まろうとしたが、速度は緩んでも、止まれない。


    　落ちる直前にもがいたせいか、それともザイルを必死ににぎりしめているせいか。


    　身体は不安定に揺れ続け、空中で姿勢を維持することすらできなくなる。


    　もうだめだ、と思い目を閉じた。手が震ふるえて、ザイルをにぎる力が抜けていく。


    　だが、その時。


    　落下を続けていた公平の身体が、突然、ぐっという衝撃とともに停止した。


    「大丈夫、公平君？」


    　耳元で聞こえた声に目を開ければ、視界に映ったのは、自分と同じ黒ジャージの背中。


    　そして腹に感じる温もりと、腰に回された手で、自分が誰かに担がれていることを知る。


    　いや、誰か、なんてそんなの、考えるまでもない。


    　無理やり首を動かせば、軍手をはめた右手と両足をザイルに絡め、自分を見て安あん堵どの表情を浮かべる光ひか瑠るの姿が、そこにはあった。


    「すげえー！」


    「急滑降からの空中キャッチって、なにあれ、人にん間げん業わざじゃないでしょう！」


    　上がる歓声と拍手。わきたつ周囲をよそに、光瑠はクールな顔を崩さない。
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    「このまま降りるから、少しの間、手を離すよ。怖いなら目をつぶっていてほしい」


    　光瑠はそう言ったが、実際は目を閉じる間もない。


    　しがみつく公こう平へいを肩にのせたまま、光瑠は驚くほど滑らかな動きで。ロープを滑り降りる。


    　気づけば両足は、体育館の床の上にしっかり降りていた。


    　無事に天井から降りてきた公平たちの周囲に、生徒たちがわっと集まってくる。


    　その一番前にいるのは六りつ花かの四人で、もちろん亜あ衣いの姿もあった。


    　玲れ奈なに支えられ、身体からだを震ふるわせていた亜衣が、涙を浮かべて両手を広げ、走り出す。


    　ただし、抱きつく相手は、公平ではない。


    　──光瑠だ。


    「ああ、なんて勇敢なの！　亜衣のために、命がけで助けてくれるなんて！」


    「お礼ならば私にではなく、公平君に。あなたの危機に真っ先に気づいて、我が身の危険すら顧かえりみず、あなたを助けようとしたのは、彼ですから」


    「そう、公こう平へい君、ありがとう」


    「いえ、先輩が無事で、よかったです」


    　きりっとした顔でそう告げたところで、道みち頼よりが、公平と光ひか瑠るの間に立つ。


    「白しら雪ゆき姫に忍び寄る不穏な影を見つけ、我が身の危険を顧みず助けに入るのも、ピンチにおちいった友にすかさず手を差し伸べるのも、等しく勇敢だ。さあ、諸君にも紹介しよう」


    　まるで打ち合わせでもしたかのように、タイミングよく流れるドラムロール。


    　それに合わせて、照明がちかちかと明滅しはじめた。


    　そして、暗転の後。


    　ぱっと灯ったスポットライトが、公平と光瑠の姿を照らし出す。


    「君たちも、覚えているだろう？　新入生総代を務めたトップ入学者の新しん海かい光瑠君と、彼女と三点差で次席入学を果たした須す永なが公平君。二人は今日から、六りつ花かの新たな補佐役だよ！」


    「「「「「「おおー！」」」」」」


    　どよめきが起きる中、公平と光瑠も同じくらい、驚いていた。


    　補佐役、というのは、多分、雑用係というと、聞こえが悪いからだろう。


    　しかし、まさかこんな形でお披露目されることになるなんて、思わなかった。


    　しかも、道頼はさらに続けた。


    「この二人は実は、六花に入りたいらしいんだ。ただいくら優秀であっても、六花になりうる資格がなければ、認められない。だから補佐役をしてもらう間に、それを見極めようと思う。王子様と姫を目指す二人がどうなるか。よければみんなも、見守ってあげてほしいな？」


    　ぱちん、と道頼が片目を閉じた瞬間。


    「「「「「はあんっ！」」」」」


    　道頼を直視してしまった女子たちが、嬉しそうな声を上げ、床に倒れる。


    　そしてそれ以外の人たちは、目を輝かせて公平たちを見つめてきた。


    　注目が集まる中、道頼が、公平と光瑠にだけ聞こえる声で、そっと囁ささやいてくる。


    「入学式に続き新入生歓迎会まで台無しにしたくないから、ちゃんと合わせてくれたまえよ」


    　どうやら、このお披露目は、落下事故を誤魔化すための道頼の機転だったらしい。


    　黙って小さく頷うなずけば、道頼は朗ほがらかな笑みを浮かべて、みなに語りかけた。


    「それでは、この会のサプライズ演出に協力し、本日から私たちの手伝いをしてくれることになった二人に、どうかみなさん、もう一度拍手を！」


    　今日一番の歓声と拍手、そして応援の声が、体育館に広がっていく。


    「公平君、光瑠さん、がんばってー！」


    「俺たちのクラスの姫と王子が、雪ゆき峰みね学がく園えん公認の姫と王子になれるまで、応援するから！」


    「入学式でも、二人はすっげえ姫と王子だったし、きっと六花にもなれるって！」


    　望んだ立ち位置と逆の評価は変わらないが、しかし、六りつ花かに一歩でも近づけたのなら、この状況もむだではない。ない、はずである。


    　公こう平へいが必死に葛かつ藤とうをこらえていると、亜あ衣いが涙を拭ぬぐい、公平と光ひか瑠るの手をにぎってきた。


    「ほら、二人とも。笑って！　六花の補佐として、みんなに手をふってあげないとっ！」


    「はいっ！」


    　慌てて頷うなずき、公平は笑顔で手をふる。


    　そして光瑠も、正直笑顔というには微妙だが、口角を上げ柔らかな表情でそれに続いた。


    　そして大盛況のうちに新入生歓迎会は終わり、一般生徒が退場した後。


    　気が抜けて、ぐったりと床に座り込んだ公平と光瑠を見て、道みち頼よりが言ってくる。


    「やれやれ、危あやうく楽しい新入生歓迎会が、惨劇の舞台になるところだったよー」


    「す、すいませんでした！」


    「まあ、事故なら仕方ないんだけどさ。それとも、もしかして計算？　私の口から、君たちが六花入りを目指して雑用係をすることになったって他の生徒に伝えさせて、自分たちの存在をアピールしつつ、六花との関係を確保する気でわざとやった、とか？」


    「違います！」


    　きっぱり否定した公平を見て、道頼がくすりと笑った。


    「だよねー。君たち、そういう外堀から埋めてく感じとか、苦手そうだし」


    「まあ、光瑠はけっこう、単純なやつですし」


    「いや、公平君にだけは、言われたくない」


    「なんだと？」


    「まあまあ、どっちもどっちだよ。それに、もしそんなつもりであんなことしたなら、自分の目的のために他の生徒のための会を台無しにしたってことで、その時点で六花の資格はない」


    　さらっとそう言った道頼の目は鋭く、笑顔はとても冷たい。


    　もし公平たちのあの行動に、少しでも下心があったら……。


    　おそらく道頼は、公平と光瑠を完全に六花の候補から外したはずだ。


    　ごくりと喉のどを鳴らしていると、公平と光瑠の前に来た亜衣が、震ふるえる声で告げてくる。


    「本当に、二人が無事でよかった。でも一応、保健室で見てもらおう。特に、公平君」


    「え、俺っ!?」


    　反射的に逃げ腰になった公平の手を、柔らかくて小さな亜衣の手がそっと包みこんできた。


    「亜衣、公平君のことが心配で、心配で……本当は保健室まで一緒に行きたいけど、まだやることがあるから、この場を離れられないの。だから亜衣のために、先生に診てもらってきて」


    　天使のような美少女に、うるんだ上目づかいでそう言われたら、頷く以外の選択肢はない。


    「俺はあんな高さ、なんでもないんですけど、先輩がそこまで言うなら、仕方ねえな」


    　そして流し目を送ってみせれば、亜衣は照れたように公平の手を、ぱっと離す。


    　他の女子には通用しないが、相変わらず亜あ衣いに対しては、王子様アピールが効こう果か覿てき面めんだ。


    　なぜ亜衣だけがこうも反応してくれるのだろう、と不思議に思うが、はっと気づく。


    　天使でお姫様で純真な亜衣は、きっと誰よりも初心うぶで、感受性が豊かなのだ。


    　その証拠に……。


    「でもそんなに俺のこと心配してくれるなんて、先輩、もしかして俺に、惚ほれてます？」


    　公こう平へいが冗談めかしてそう告げ、甘い笑みを向けると、亜衣の頬ほおがぱっと赤くなる。


    「も、もうっ、公平君ってば！　先輩のこと、からかわないで！」


    　光ひか瑠るの腕をつかんでその背中に隠れた亜衣は、そのまま光瑠にぎゅっと抱きつく。


    「先輩命令だよ、光瑠さん。ちょっとの間、亜衣をここにかくまうこと！」


    　ぷっくり頬をふくらませて、光瑠の背中にぐりぐり額を押しつける亜衣が、可愛かわいい。


    　可愛いが、なぜ自分の背中に隠れてくれないんだ、とつい嫉しつ妬としてしまう。


    　思わず光瑠をにらむと、自分のせいじゃない、というように首を横にふってきた。


    　しかしそんな中、パンパン、という乾いた音が響く。


    「はいはい、その辺でじゃれ合いは終了だよ。あと、白しら雪ゆき姫。保健室に行かなくても、玲れ奈なが真ま子こ先生を連れてきてくれたからね。さ、二人を見てもらうから、離れて離れて」


    「……はぁい」


    　どこか不満げな顔で亜衣が光瑠から離れた直後、道みち頼よりの言葉通り、真子がやってくる。


    「ちょっと、落下事故が起きかけたって聞いたけど、一体なにをやって……こ、公平君！」


    　教師らしい真ま面じ目めな顔だった真子が、公平を見た瞬間、餌えさを前にした黒くろ豹ひようの顔になった。


    　しゅぱっと公平の前に両膝ひざをついた真子が、身を乗り出して肩に手を置いてくる。


    「まさか公平君が転落事故の被害者だったなんて！　どこか怪け我がは？　痛いところは？」


    「だ、大丈夫です！　どこも痛くねえし、怪我もありません！」


    「そう、でも今は興奮しているから、わからないだけかも。念のため、確認しましょう」


    　言葉だけ聞けば、仕事熱心なごく普通の養護教諭だ。


    　だが真子は、公平に覆おおい被かぶさるような姿勢でぺろりと舌なめずりをして、囁ささやいてくる。


    「公平君の身体からだのすみからすみまで、先生が、丁寧に診察してあ・げ・る」


    　眼鏡の奥の瞳はあやしくきらめき、呼吸はすでに、はあはあと荒く乱れていた。


    　公平は、身の危険を感じて青ざめる。


    「俺本当に全然どこもなんともないんで！　俺より、落ちる時に俺を支えてくれたあいつの方を、先に見てやってください！」


    　真子から逃げたい気持ち半分、心配半分でそう頼み、光瑠を指さす。


    　すると、真子を連れてきた玲奈が、すかさず加勢してくれた。


    「そ、そうです真子先生！　保健室でも言いましたが、公平君はうちの代表に任せて、まず光瑠さんの診察をお願いします！」


    　さあさあ、と腕を引っ張られ、真ま子こがものすごく残念そうにしながらも、光ひか瑠るに向き直る。


    　結果的には、二人とも無事だとわかり、真子は残念そうにしながらも診察を諦あきらめてくれた。


    　ただ彼女は去り際、放送部員に呼ばれて駆け去る玲れ奈なを見て、舌打ちまじりに呟つぶやく。


    「まったく、六りつ花かの中にも話のわかる子と、わからない子がいるのは、困りものね。せっかく協力関係を結んだのに、あの子のせいで、公こう平へい君とのラブハプ計画が台無しじゃない」


    　どういうことだ、と問い詰める間もなく、真子は投げキッスを残し立ち去った。


    　協力者、とは誰のことだろう。


    　しかし気にはなっても、それを突き止めるために真子と関わり合う気にはなれなかった。
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    　幸か不幸か、公平と光瑠が六花を目指していることは、公のこととなった。


    　そのおかげで一年一組のクラスメイトたちが、真っ先に協力を申し出てくれる。


    「六花は確かにすげえけど、うちの王子と姫だって、負けてねえよ！」


    「そうだよっ、私たち、公平君と光瑠さんのこと、全面的に応援してるからね！」


    　そんな温かい言葉や、好意百パーセントからの激励は、とても嬉しい。


    　嬉しいのだが、ここまできてもやはり、彼らの公平たちに対する認識は、公平たちが望んでいるものとは真逆であった。


    「公平君ならきっと誰より素す敵てきなお姫様になれるし、光瑠さんは間違いなく全女子がときめく最高の王子様になれるはずだもん！　ファンクラブ作って、応援するから！」


    　あはは、うふふ、と朗ほがらかに笑い合うクラスメイトたち。


    　その優しさと好意が、辛つらい。


    　公こう平へいと光ひか瑠るは、誤解を解くため必死で訴えた。


    「違うんだ！　俺は、俺たちは確かに、六りつ花かを目指している！　でも、俺がなりたいのは王子の方だ！　俺は、姫じゃなく、王子になりたいんだ！」


    「そして私は、王子ではなく、姫になりたいと思っています！」


    　しん、と教室内が静かになった直後──弾けるような笑い声が、教室内に広がる。


    「なにそのネタ、まじうけるー！　え、公平君が王子で、光瑠さんが姫？」


    「いやいや、ないない！　はは、二人でもそんな風に冗談言ったりするんだなー！」


    　戸と惑まどわれるとか、微妙な顔をされるとか、そういう次元ですらなかった。


    　公平と光瑠は、あまりの無力感に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。


    　一方、クラスメイトたちのテンションは、うなぎ登りだ。


    「そういえばさ、六花ってご意見ボックスを校内に設置しているだろう？　俺、それに二人を六花のメンバーに推薦しますって、投書しとくな！」


    「あ、そっか。先輩は、お悩み相談がある時用って言ってたけど、その使い方もいいね！」


    　お悩み相談、と聞いて首を傾かしげた公平に、近くにいた女子が教えてくれる。


    「委員会の先輩に聞いたんだけど、六花ってただのアイドルみたいな存在じゃなくて、生徒の要望に応えて色々と手を貸してくれたり、困ったことがあると相談にのってくれるんだって。どんな悩みでも相談でも、ささっと解決しちゃうっていうから、すごいよねー」


    「へえ、そうなんだ」


    「六花は顔だけじゃなく、みんなそれぞれ優秀なんだぜ！　卒業した後だって、色んな分野で活躍してて、その業界のスペシャリスト的な存在になった人ばっかりだって聞いてる」


    「ああ、それは知ってる」


    　六花のことを調べていると、何人もの成功者の名前が出てきて、驚かされた。


    　眼鏡をかけた学級委員長は、ニヤリと笑って言ってくる。


    「でも公平君、光瑠さん。そんな過去の六花たちと比べて、現六花は全く遜そん色しよくがない、いや、歴代最強と呼ばれる四人なんだよ」


    「「歴代最強？」」


    　委員長は得意げに頷うなずいた。


    「ああ、たとえば白しら雪ゆき亜あ衣い先輩。彼女は五か国語が話せる。スイスの学校に留学したいクラスメイトのために、短期留学の受け入れを求める交渉役を引き受けたこともあるらしい。彼女が六花に正式に選ばれたのも、確かその一件があったからだと、僕は聞いている」


    「いや、海外の学校と交渉って、それ生徒がやることじゃなくねえ!?」


    　思わずそう言ったら、彼はちっちっち、と指を左右にふってみせた。


    「それを言うなら茨いばら姫ひめも規格外だ。校内の新しい音楽堂は、茨姫が建てたようなもんさ」


    「音楽堂って、あれか？　確かパンフレットには、海外の有名な人たちの寄付によって建てられたって書いてあった、第二体育館の近くの、すげえ立派な二階建ての建物のこと？」


    「ああ、茨いばら姫ひめはね、海外で大きな賞をいくつも受賞している、天才バイオリニストだ。彼女に惚ほれ込んだプロの音楽家たちが、高校までは日本にいたいという茨姫の希望を聞いて、日本にいる間も最高の環境で練習できるよう、茨姫の入学に合わせてあれを建てたんだ」


    「信じられねえ、あの人が、そんなすごい人だなんて……」


    　絶句する公こう平へいに代わって、光ひか瑠るが委員長にたずねる。


    「では、玲れ奈な先輩や、道みち頼より先輩は？」


    「シンデレラは、簿記、基本情報技術者をはじめとするパソコン系の資格に加えて、高校生にして秘書検定一級を所持する才女。その知識と技術をいかし、学外との交渉を任されたり、企業と共同の大きなイベントで責任者を任されている。そして、右う近こんの少しよう将しようだけど……」


    　もったいぶるように間を置いた委員長が、眼鏡を直し声をひそめた。


    「平安時代から続く由緒正しい神社の跡継ぎで、成績は常にトップ。運動能力も高い。迷える生徒たちの救世主で、六りつ花か就任後に数々の伝説を残している。昨年行われた学祭ライブでは、一度のステージで二億円を稼ぎ学園のイベント費用を確保した、まさにカリスマさ」


    　想像以上のすごさに驚く公平たちに、委員長とクラスメイトたちは、無邪気に言ってきた。


    「でも、君たち二人なら、あの四人と同じくらい素す晴ばらしい、いや、それ以上の六花になれるはずだよ！　ああ、その日が今から待ち遠しいな！」


    　よせられる期待の重さと、想像以上の現役六花のすごさに、怯ひるみそうになる。


    　でもなにもやる前から、敵かなわないとか自分では力不足だ、なんて諦あきらめるつもりはない。


    「ああ、任せてくれよ。俺は絶対、あの四人に負けない六花になって、応援してくれる可愛かわいいあんたたちの期待に、必ず応えてみせるからさ！」


    　ぱちん、と道頼のような華か麗れいなウインクをきめ、女子にアピールをしたつもりだった。


    　だがなぜか、それに反応したのは男子。


    「うお─っ！　姫、最高────！」


    　そして光瑠が公平にならい、不器用ながらも笑顔を作って……


    「私も、応援してくれるみんなのためにも、必ず夢を叶かなえてみせるよ」


    　と決意表明をしたら、女子たちが歓喜の涙を流しながら、手を合わせる。


    「ひ、光瑠さんの笑顔、ごちそうさまです！」


    　代わってくれ、という目線は、お互い様だ。


    　そして、放課後。六花会館へ向かいながら、公平は改めて光瑠と話し合う。


    「今日聞いた話の中で、一番参考になったのは、亜あ衣い先輩のエピソードだと思うんだ」


    「スイスに留学したいクラスメイトのために交渉役を引き受けた、というあれだね？」


    「ああ、さすがにそこまでスケールのでかいことは、今の俺には無理だ。でも、誰かの相談にのって、その悩みや抱えている相談を解決するって、六花の仕事的にもぴったりだろう？」


    　光ひか瑠るは少しだけ不安そうに、瞳を揺らした。


    「でも私たちで、本当に役に立てるかな」


    「そこは、お互いに協力してなんとかすりゃあいいんだよ。俺とおまえ、お互いに相手にない知識や技術があるんだから、それを利用しない手はない！」


    　光瑠はそんな気がないとしても、公こう平へいから見たら彼女は見事な王子様スキルの持ち主。


    　そのスキルと、不本意ながら名めい城じよう学がく院いんの姫時代に磨いた、公平の女子力があったら、大抵のことには対処できる気がする。


    　ただし、ここで注意すべきはその協力の方法だ。


    「いいか、王子様っぽく、びしっとかっこよく決められる相談は、俺が担当する」


    　サポートは頼むしわからないことは聞くが、表立って王子様っぽいことをするのは公平だ。


    　それを聞いて、光瑠も心得た顔で頷うなずく。


    「じゃあ私は、お姫様らしく、女性的な要素が必要とされる悩みを、解決すればいいんだね　


    「そういうこと。相談にのるのは生徒のためにもなるし、道みち頼より先輩も、文句は言えないよな？」


    「うん、そうだね。でももし反対されても、くじけず交渉しよう」


    　そう誓い合い六りつ花か会館に入り、ご意見ボックスに寄せられた相談にのりたい、と告げたら。


    　道頼は、交渉する必要性などまったくなく、あっさりと首を縦にふってくれる。


    「え、君たちがご意見ボックスにきた相談を解決するの？　そう、じゃあ任せようかな」


    「いいんですか!?」


    　たずねる公平と、言葉もなく驚く光瑠に、道頼は実に軽い態度で頷いてきた。


    「実は、これから私は実家の神社の春祭りの準備が入ってきて忙しい。玲れ奈なと茨いばら姫ひめも、雪ゆき峰みね町スプリングフェスティバルの目玉である大演奏の準備があるし、白しら雪ゆき姫は来週から学園にくる交換留学生のサポートに回るから、人手が足りなくて。暇な人、いなかったんだよねー」


    　手があいている、ではなく、あえて暇な人、と言うところに、若干の含みを感じる。


    　だが、今はそんな些さ細さいな問題、どうでもいい。


    「じゃあ、玲奈ー。この子たちに、鍵と注意事項の説明、してあげてー」


    「わざとらしく声を張り上げなくても、ここにいるんだから聞こえているわよ！」


    　壁際に置かれたパソコンデスクで作業中だった玲奈が、そう言いながらも立ち上がる。


    　そして、引き出しから取り出した鍵を、公平にわたしてきた。


    「これが、ご意見ボックスの鍵。校内の三か所にあるボックスの裏に、それぞれ番号が書いてあるから。鍵についてるこのシールを参考に使い分けて。あと六花や個人を指定した相談や、自分たちの手におえないと思った内容については、必ずすぐに報告すること」


    「はい、ありがとうございます！」


    「確かに、お預かりします」


    「いい、二人とも。人の相談にのるって、そう簡単なことじゃないわ。相談者の秘密を外部にもらしたり、勝手な判断で、相談者の望まないことを押しつけるようなことは、絶対しないでちょうだいね。もししたら、許さないわよ。自分の仕事に、責任と覚悟を持つこと！」


    　いつになく厳しい玲れ奈なの言葉に、はい、と声をそろえて頷うなずく。


    　すると玲奈は、柔らかな笑みを浮かべて、言ってきた。


    「でも、任せるのが無理だと最初からわかっている相手には、いくら代表の指示であろうと、この鍵をわたさないわ。あなたたちを信じた私を、がっかりさせないでね」


    「もちろんです」


    　公こう平へいは預かった鍵を大事ににぎりしめ、玲奈に約束する。


    「先輩が俺たちを信じてくれたことを後悔させないように、精一杯、やらせてもらいます」


    　そして早速、玲奈からご意見ボックスの位置を聞いて回収に向かった。


    　中に入っていた生徒の投書を確認していったのだけれど……。


    　六りつ花か会館のテーブルの上にのる、仕分けられた手紙の束を見て、公平と光ひか瑠るは頭を抱える。


    「これ、六花あてや個人指名じゃない手紙って、ほとんどねーじゃん！」


    「手紙自体は百通以上あったのに、まさか、こんなことになるとは」


    　六花あての相談と、道みち頼より、玲奈、花はな子こ、亜あ衣いの名前が書かれた封筒の山。


    　それが、どん、どん、と並んでいる中、そのどれでもない手紙は、ほんの七通。


    　しかも開いて中身を確認してみたら、そのうちの五通は、単なる応援メッセージだ。


    　公平たちが担当できる相談は、わずか二件のみである。


    　それまで黙って見守っていた道頼が、二通を手に取って、くすくすと笑った。


    「こっちは剣道部と柔道部と空手部とその他格闘技系男子の集う第一道場棟の、合同練習会の協力者募集。それでこっちは、家庭科部とファッション研究会がやる、ファッションショーのお手伝いの依頼か。両方とも協力者は補佐でも可、だけど……どっちがどっちをやる？」


    　たずねられ、公平と光瑠は迷わず違う手紙を指さす。


    「俺が、剣道部と柔道部と空手部の合同練習会の協力者になります！」


    「そして私は、ファッションショーのお手伝いを引き受けます」


    　量より質。


    　この依頼は公平と光瑠の評判を一変させるのには、もってこいの内容である。


    　またとない大チャンスを、逃すつもりはない。


    　二人のキラキラした目を見た道頼は、訳知り顔で頷く。


    「ははーん、なるほどね。自分たちがなりたいイメージに合わせた相談にのることで、自分に今ついているイメージを変えていく戦法か。君たちは本当に、素直な子たちだなー」


    　公平と光瑠の思惑なんてお見通しのようだが、意外にも、道頼は反対したりはしない。


    　むしろ、楽しげに笑いながら、持っていた手紙を公平と光瑠にわたしてくる。


    　もちろん、公平と光瑠が、それぞれ指さした方の手紙を、だ。


    「まあ、いいよ。君たちがそれでいいなら、がんばってみれば？」


    「えっ、い、いいんですか!?」


    「その、反対なさったりは……」


    　公こう平へいと光ひか瑠るが動揺してそう告げると、道みち頼よりはすうっと目を細めて首を傾かしげる。


    「なんだい、止めてほしいの？」


    「「いいえ、全く！」」


    　声をそろえて即答したら、道頼は楽しげに手を叩たたいた。


    「はははっ、そんな慌てなくても、やっぱりダメなんて言わないって！」


    　ニマニマと笑う道頼を見て、玲れ奈なが腰に手を当てて目をつり上げる。


    「ちょっと道頼！　一年生をからかって遊ぶのは、やめなさい！」


    「えー、僕と家に帰る途中、もっと一年生を可愛かわいがれって言ってきたの、玲奈じゃないかー」


    「ば、馬鹿！　そんなことこの子たちの前で言わなくても……ああ、そうじゃなくて！　今みたいなのは可愛がるじゃなく、いじめてるっていうのよ！」


    「玲奈こそ過保護すぎるんだよ。しかし、教育方針でもめるのは、後にしよう。子どもたちの前で両親がけんかするのは、よくないらしいからね？」


    「誰が両親よ、あんたと夫婦になった覚えはないわ！」


    　はいはい、と怒る玲奈をあしらいながらも、道頼は公平と光瑠にひらひら手をふってきた。


    「じゃあ、六りつ花か代表として君たちにこの件を一任した、という連絡を明日にはしておくから。相談者たちの期待に応えられるように、誠せい心しん誠せい意い、がんばりたまえ」


    　こうして道頼の許可を無事に獲得した公平たちは、翌日から早速相談業務に乗り出した。


    



    　　２


    



    　いよいよ公平が男として、王子としての才覚を見せつける時がやってきた。


    　公平は光瑠と互いの健闘を祈り合ってから別れると、第一道場棟へと向かう。


    　第一道場棟というのは、剣道部、柔道部、空手部、そしてその他の格闘技関連の部活と同好会のために設けられた武道場で、シャワールームもある五階建ての建物だ。


    　ただし、ここを使用するのは、主に男子のみ。


    　それぞれの部の女子部員については、去年の終わり頃から、第二道場棟で活動している。


    　なんでも、格闘技系の部活や同好会に所属する女子たちが、六花に『もう男子部員と一緒の場所では、稽けい古こしたくありません』と相談してきたのが、きっかけだったらしい。


    　そしてその理由は、第一道場棟にたどりついてみて、すぐにわかった。


    「大気にかび臭さと汗臭さが満ちている……」


    　一歩足を踏み入れた瞬間、きらめく埃ほこりたちとむわっと香る独特のにおい。


    　そこには、男子校育ちの公こう平へいですら引くほどの、男くさい空間が広がっていた。


    　いや、臭気だけではない。


    　散らかりっぷりと汚れっぷりも、かなりの高レベルである。


    　玄関から数歩入って周りを見回しただけで、背筋がぞわっとした。


    　前方の床を黒く素早い生命体がカサカサ横切った気がする。


    　多分、気のせいではない。


    　公平はけして潔癖症ではないが、正直、今すぐ逃げ出したくなった。


    　だが第一道場棟の一階奥にある会議室には、すでに各部の代表者が集結しているらしい。


    　扉が閉まっているが、にぎやかな声が入り口にまで聞こえてきていた。


    「へへ、聞いたぜ剣道部の。まんまと補佐をこの場に派遣させることに、成功したようだな」


    「ああ、六りつ花かが今の時期に忙しいと聞いていたからな。そこに、協力者は補佐でもいい、との一文を付け加えれば、当然こうなるはずだと思っていたが、うまくいってなによりだ」


    　扉をノックする前にその会話を聞いた公平は、驚きに目を丸くする。


    　まさか、あの相談が補佐にあてられたものだったなんて、思わなかった。


    　でも、誰でもいいと言われるより、望まれてきたのだと思うとやはり嬉しい。


    　独特の空気に滅入りかけていた気分も一気に浮上する。


    「お待たせしまして申し訳ありません。六花補佐として、みなさんのお手伝いに参りました」


    　公平は扉を軽やかに叩たたくと、明るい声で呼びかけた。


    「おおっ、来た来た！　待っていたよ、さあ入りなさい！」


    　中から聞こえてきた歓迎ムード満点の声に、はい、と返事して扉を開け、中に入る。


    　輝く笑顔で扉の前にずらりと並んでいた、屈強な格闘技系の部活および同好会の長たち。


    　その視線を一身にあびながら、公平は元気よく名乗る。


    「はじめまして、六花補佐の、一年一組、須す永なが公平です。よろしくお願いします！」


    　その瞬間、それまで歓迎ムード一色だった猛も者さたちが、笑顔を凍り付かせて固まる。


    　長い、とても長い沈黙が、第一道場棟の会議室に流れた。


    　そして示し合わせたように、彼らは、首を横にふる。


    



    「「「「「「チェンジ！」」」」」」


    



    　胸の前で大きく作られた×印。


    　そして、声をそろえてのその言葉に、公平は不満をぐっとこらえ必死に食らいついた。


    「そう言わずに！　俺、一生懸命やらせてもらいますから！」


    　だが、猛者たちの中央にいた、剣道部部長らしき剣道着姿の男が、苦い顔で告げてくる。


    「確かに我々は、補佐役なら誰でもいいと書いた。だがそれは、雪ゆき峰みねの習わしで、六花以外の相手に依頼する時は、名指し指名が認められていないからだ。求めているのは、君じゃない」


    「俺じゃないって……」


    「我々が必要としているのは、新入生歓迎会で紹介されたもう一人の補佐、新しん海かい光ひか瑠るなんだ」


    　剣道部部長の言葉に、その他の人たちも大きく頷うなずいていた。


    「入学式と新入生歓迎会で見せたあの動き、まさに鍛え抜かれた武人のものだった！」


    「中学時代は白しろ袴ばかまの王子様と呼ばれ、今も侍王子とかいわれているようだが、新海流総合武術道場の人間に、王子様、なんて甘っちょろい呼び方は似合わない。やつらは、戦士だ」


    「いや、でもあいつも、確かに強いけど女子ですし！」


    「はあ？　性別なんて、関係ねーよ。やつは、新海流総合武術道場の人間だぞ？」


    　どうやら光瑠の実家というのは、かなり有名な道場であったらしい。


    　ずらりと並んだ猛も者さたちは、少年のようにキラキラした目で語り始める。


    「さかのぼれば、元げん寇こうの折。元の軍勢と切り結んだ西国御家人の一人が、その戦いにて自らの弱さを痛感し、一族を出て一人の武人として自分の技を極めようとした。そして全国をめぐりあらゆる武芸を学び、その技を伝えるため作られたのが、新海流総合武術道場なのだ！」


    「さらに、新海流総合武術道場といえば、数年前まで格闘技界を震ふるえ上がらせていた、伝説の新海三兄弟の生家でもある。あらゆる武術の大会で優勝を総なめし、戦いと強者を求め全国の猛者たちを次々に地に沈めた、あの三鬼神の身内なら、新海光瑠も鬼の子に違いない！」


    「だから我々は、新海光瑠と手合わせしようと、あの相談を六りつ花かに送ったのだ！」


    　そして彼らは、まるで幼稚園児でも見るかのような温かい目を向けてきた。


    「悪いな、君が悪いわけじゃない。ただ、ご覧の通りここは男の城でね」


    「俺も、男です！」


    「あ、いや、それは知っているとも。しかし、まあ君はあれだよ。一年生の姫と噂うわさの人物を、こんなむさ苦しい場所に招待したなんて知られたら、周りや女子部からどやされる」


    　女子部、というのは、格闘技系の部活および同好会に所属する女子たちのことだろう。


    　さあ帰ってくれと言われたが、ここで引き下がったら、今の立ち位置を変えられない。


    「俺は姫なんかじゃないし、そんな気づかいいりません！　だからやらせてください！」


    「いやでも、君、確かに可愛かわいいし。ボーイッシュだけど、俺そういうのも、嫌いじゃない」


    「ボーイッシュじゃなくボーイです！」


    「貧乳はステータスだぞ」


    「乳じゃなくこれ胸筋なんで！」


    　ほら、と胸に手を当ててみせるが、微妙な顔をされる。


    「いやでも、入学式での姿を見たら、なあ？」


    「ああ、人質にされながらも気丈にふるまうとか、じゃじゃ馬姫のまんまだったし」


    「だよな、あの姿を見てたら、めっちゃ助けてやりたくなったわ」


    　囚とらわれの公こう平へいの姿は、どうやら猛も者さたちのヒーロー願望をいたく刺激していたようだ。


    　もう完全にその時の印象で姫として認定されている現状に、泣きたくなる。


    「くっ、なんであんな第一印象作っちまったんだ、俺は……！」


    　だが、ここで挫くじけるわけにはいかないのだ。


    　公平はその場にさっと座り込み、一歩も引かない姿勢を態度で示しながら、彼らに頼む。


    「お願いします、この通りです！　どうか俺に男を見せるチャンスをください！」


    「お、おいっ、姫！」


    「姫じゃないです！」


    「わかった、姫って呼ばないから、まあとにかく立って！」


    　多くの人が慌てて手を差し伸べてくるが、公平は、あえてそのままで彼らに告げた。


    「確かに俺は、武道の経験なんてありません。みなさんが求めるような、組み手の相手には、なれない。でも、そんな俺にも必ずできることはある。この第一道場棟のみなさんのために、俺が協力できるってことを、必ず証明してみせますから！」


    　しかし、と困った顔をする各部の代表たちの中、柔道部部長が、ぽつりと呟つぶやく。


    「そこまで言うなら、一度好きにさせてみたらどうだ？」


    　すると剣道部の部長も、静かに頷うなずいた。


    「わかった。ただし、条件がある。そうだな、明日……土曜日から次の土曜までの一週間で、君が我々に認められるだけの働きを見せることができなかったら、その時は、我々の希望する通りに相談役を交代し、新しん海かい光ひか瑠るをここへよこしてほしい」


    「一週間……」


    　あまりにも短い、と思ったが、剣道部部長は厳しい表情で告げてくる。


    「ここにいる全ての者は、本気で自分たちの部や同好会の活動に取り組んでいる。一週間は、君にとって短いかもしれないが、夏の大会に向けた練習のことを考えれば、これが限界だ」


    　確かに、剣道部、柔道部、空手部、そしてその他のどの部活動や同好会も、いくつもの大会で優秀な成績を残している、全国屈指の強豪ばかりだ。


    　その強さを維持するために、一日だって無駄にはできないと言われれば、その通りである。


    「わかりました。では、みなさんの貴重な一週間を、俺にください」


    　男として、負けられない戦いが、ここにあった。


    　それに、ぶつかる壁が高ければ高いだけ、越えた時の成果も期待できる。


    　闘志に燃える公平は、よろしく、と差し出された剣道部部長の手をにぎり返した。


    　そして立ち上がり、各部の代表から、今後の説明を受ける。


    　第一道場棟の合同練習会は、想像以上に厳しくて、朝から放課後まで行われるらしい。


    　ついてこれるな、ともう一度確認してくる猛者たちに、決意に満ちた顔で、頷いた。


    「もちろんです、どうかよろしくお願いします！」


    「よし、じゃあそういうことで。まあ、今日は職員会議で部活ないから、もう上がりだけど」


    　そう言われ、その日はそのまま解散となる。


    　第一道場棟を出る間際。


    　見送りに来た各部の代表から、飴あめやらチョコレートやらを、そっとわたされた。


    　そして、代わる代わる、なでまわされる。


    「ちょっ、痛い痛い！」


    「おおっ、涙目になってる上目づかいの姫も可愛かわいいじゃねえか！」


    「俺、じゃじゃ馬姫のキャラまじ好きなんだよー」


    　解放された時には、ポケットはお菓子でパンパン、髪の毛はぐしゃぐしゃだ。


    「本物の女子にこれやったら、セクハラですよ」


    「知ってるし。リアル女子に俺たちもてない男子がこんな気安い真ま似ねできるかよっ！」


    「そうだ！　そして高たか嶺ねのリアル女子より、遠慮のいらないいじり倒せる下級生！」


    「六りつ花かガチ勢でない俺たちにとって、イロモノの姫は最高のアイドルだぜ！」


    　アイドル、すなわち、偶像。


    　つまり公こう平へいを姫扱いする人間が増え続けるのは、こういう理由もあったらしい。


    　じゃあな、と手をふる第一道場の面々と別れて、公平はため息を吐く。


    「本物の女でないと理解はされてても、同性からさえ男扱いしてもらえないのか、俺は」


    　確かに鍛えまくっている彼らに比べれば、公平なんてひょろひょろだ。


    　背も低いから余計に頼りなく見えるのかもしれない。


    　でも、男が男に甘やかされて嬉しいわけがないし、アイドルなんて絶対に嫌だ。


    　暗い面おも持もちで、六花会館に戻る道を歩いていると、前から誰かが歩いてくる。


    「あれ、公平君だけ？」


    　六花会館の方角から、第一道場棟へ続く道を歩いてきたのは、なんと亜あ衣いだった。


    　なぜか公平を見て驚いた顔をしているが、その隙に公平は王子様モードに切りかえる。


    「こんにちは、先輩。こんな場所まで、一体どうしたんです？　まさか、俺に会いたくてここまで来たってわけじゃ、ないんだろう？」


    　からかい混じりの、Ｓな香り漂う俺様系王子様トークが、完かん璧ぺきに決まった。


    　これまでの亜衣ならば、照れること間違いなしである。


    　だが、今回はどうも様子が違った。


    　亜衣は、誰かを捜すように公平の後ろに目をやるばかりで、反応がない。


    　しかも、可愛い顔をわずかにしかめて、聞いてくる。


    「今日は、補佐の子はご意見ボックスに届いていた相談にのるために、被服室と第一道場棟にそれぞれ挨あい拶さつに行ってるって、右う近こんの少しよう将しように聞いたんだけど。あれ、こっちが公平君？」


    「はい、光ひか瑠るは別件の方を、担当することになったんで」


    　いつもと違う亜あ衣いの様子に首をかしげながらも、そう伝えた。


    　すると亜衣はすうっと目を細くする。そして、ぼそっと呟つぶやいた。


    「ふーん、初耳。あの腹黒代表に、いっぱい食わされたわね」
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    「え？」


    　よく聞こえなかったので聞き返すと、亜衣はにっこりと笑って、首を横にふる。


    「ううん、なんでもないんだ。それより、初顔合わせ、どうだった？」


    「はい、あの、実は第一道場棟の先輩方は、俺じゃなく光ひか瑠るが来ると思ってたみたいで」


    「でしょうね。私だって、まさか公こう平へい君がこっちに来るなんて思っていなかったもの」


    　間髪容れずにそうコメントした後で、亜衣はそっと公平の手をにぎってきた。


    　普段と違う、どこか険のある亜衣の様子に戸と惑まどっていたところに、突然のスキンシップ。


    　公平は、かっと顔を赤くして、うろたえそうになる。


    「あ、亜衣先輩？」


    「ごめん、誤解しないでね。亜衣、公平君じゃ無理とか、そういう風な意味で言ったわけじゃないんだよ。ただ、光瑠さんって白しろ袴ばかまの王子様、なんて呼ばれるくらいに強いって聞いてて。それならこっちの相談については、光瑠さんがやるんだろうな、って思ってたから」


    　微ほほ笑えむ亜衣は、いつもの可愛かわいくて天使のような白しら雪ゆき姫だった。


    「右う近こんの少しよう将しようってば、亜衣に伝言を頼んできたくせに、公平君がこっちにいるよって、教えてくれないせいで、なんかびっくりして、あれーって感じになっちゃった。亜あ衣い、だめだな」


    　こつん、と自分の頭に拳を当てて、困ったようにうつむく姿も、とても可愛かわいい。


    「公こう平へい君は、こんなちょっとしたことでも驚いて動揺しちゃう先輩、やっぱり嫌、だよね？」


    「そんなことないさ」


    　亜衣の手をにぎり、公平は揺れる乙女おとめ心をキャッチするべく、キメ顔で甘い台詞せりふを吐いた。


    「隙のない完かん璧ぺきな女より、俺は先輩みたいに、守ってやりたくなるようなところのある人の方が、可愛くて好きだぜ？　ましてそれが、気になっている相手なら、余計にな」


    「ありがとう、公平君。お世辞でも、嬉しい」


    　はにかんだ笑みを浮かべた亜衣は、ぱっと公平から離れて背中を向ける。


    「もうっ、顔が赤くなっちゃったから、見ないでね。公平君はそんなこと言えちゃうくらい、余裕たっぷりの頼もしい子だから、亜衣は光ひか瑠るさんの方を見てこようかな！」


    　余裕たっぷりの頼もしい子、という言葉が嬉しくて、にやけてしまった。


    　これは、確実に、亜衣の心は自分にかたむいている。


    　浮き立つ心のまま、いつになく攻めの姿勢で聞いてみた。


    「亜衣先輩、顔が赤くなるってことは、俺のことを男として意識しちゃってる？」


    「い、意識なんて、してないぞ！」


    「じゃあ、こっち見てくださいよ、先輩」


    「もうっ、公平君なんて、知らない！」


    　亜衣はよほど照れたのか、そのまま小走りに立ち去ろうとする。


    　だが、公平は慌ててそれを呼び止めた。


    「あっ、亜衣先輩、肝心の右う近こんの少しよう将しようからの伝言、俺、聞いてないんですけど!?」


    　すると亜衣は、あっと呟つぶやいて足を止め、公平の方をちらっと振り返る。


    「ごめんね、うっかりしてた！　あのね、今日はもう六りつ花か会館を閉めるから、そのまま帰っていいよって伝えるように、頼まれてたの！」


    「え、じゃあ鞄かばんは？」


    「鞄は、六花会館の玄関先の収納ボックスの中。ダイヤルロックがかかってるから、盗まれる心配はないよ。番号は、１１５１１５ね！」


    「１１５１１５ですね。わかりました、ありがとうございます！」


    「うん、じゃあ……がんばって」


    　顔の横で小さく手を振った亜衣は、逃げるようにまた走り出した。


    「やべえ、恥ずかしそうに走り去る亜衣先輩も、マジ可愛い」


    　その小さい背中が見えなくなるまで見送ってから、公平は六花会館へと向かう。


    　玄関の脇にある、灯油缶が四つは入りそうな収納ボックスは、事務員さんが事務室に届いた六花への贈り物を届ける、宅配ボックス的なものとして使われているらしい。


    　言われた番号を使ってダイヤルキーを開け、鞄かばんを取り出した公こう平へいは、ふと気づいた。


    「あれ、俺の鞄しかねえや」


    　光ひか瑠るも鞄を置いていったはずだから、おそらく先に用事をすませて帰ったのだろう。


    「亜あ衣い先輩、むだ足になっちゃったな」


    　多分、亜衣が道みち頼よりの伝言を預かった後に、入れ違いになったのだろうが、ついてない。


    　急いで連絡しよう、とスマホを取り出したところで、公平は気づいた。


    「そういえば俺、亜衣先輩の連絡先、知らねえや」


    　光瑠とは入学式の日の夜に、道頼とは六りつ花かの雑用係に就任した時に連絡先を交換した。


    　でも、亜衣や玲れ奈なや花はな子この連絡先は、そういえばまだ知らない。


    「女子の連絡先を聞く、なんて今までしたことなかったし、なんかこう、タイミングがなぁ」


    　公平はひとまず道頼に、亜衣に光瑠がもう帰ったと伝えてくれるよう、メッセージを送る。


    「あ、返事早え」


    　するとすぐに、大丈夫伝えておくよー、という返事が届いた。


    　これで、大丈夫だろう。


    　マンションへ帰る間考えるのは自分が置かれたこの状況について。


    「亜衣先輩に会えてちょっと気が紛れたけど、楽観視はできないよなぁ……」


    　一週間で役に立てることを証明してみせる、と約束したものの、正直、勝算はない。


    　なにせ公平は、格闘技なんて中学校の授業で触りしか体験したことのない、素人なのだ。


    　走ることや一般的なスポーツにはそれなりに自信がある。


    　しかし、全国屈指の強さを誇る猛も者さが集まった、雪ゆき峰みね学がく園えん第一道場棟メンバーの練習相手ができる、とは思えない。


    　考えれば考えるほど、どうすればいいかわからず、途方にくれてしまう。


    　悩みながらも部屋についた公平は、とりあえず光瑠の成果を聞こうかと、鞄を置いてすぐに光瑠に電話をかけてみた。


    　すると呼び出し音の後、じりりりり、という着信音が、公平の部屋のベランダで鳴る。


    「は？」


    　驚いて窓に駆けよりカーテンを開けた公平は、思わず怒鳴った。


    「なぜにおまえはそこにいるんだ！」


    　にらみつけた先では、今まさに通話ボタンを押しスマホを耳に当てた光瑠が、相変わらずの涼しげな王子様フェイスで、ノートを胸に抱きしめて三角座りをしている。


    　いや、よく見れば、相変わらずでも涼しげでもない。彼女の目は、死んでいた。


    「公平君、私は大事なことを忘れていたようだ」


    　窓を挟んだだけの近距離なのに、スマホ越しにしか拾えない小さい声で、光瑠は言う。


    「お姫様らしく華か麗れいに女子たちの相談にのりたいのに、そのスキルが私には、ないんだ」


    　絶望に満ちた声を聞き、公こう平へいは哀れみと共感の笑みを浮かべ、彼女を部屋に招き入れた。
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    　二人でテーブルを挟んでラグの上に座り、お互いの成果を報告し合った結果。


    　公平と光ひか瑠るは、暗い影を背負うはめになった。


    「そうか、家庭科部とファッション部がやるファッションショーに協力してほしいって相談、俺がくることを期待して出されたものだったのか……」


    「うん、公平君の話を聞いてわかったけど、現実は本当に、理想と逆だね」


    　公平は第一道場棟のメンバーから、チェンジと叫ばれ。


    　光瑠は、ファッションショーの関係者全員から、微妙な顔をされたらしい。


    「私が、六りつ花かの補佐としてファッションショーのアドバイザーを務めさせてほしい、と挨あい拶さつに行ったところ、全員からなぜおまえなんだ、というような目で見られた。そして、それはもう申し訳なさそうな顔で、いかに君に憧れ、君を必要としているかを、切々と語られたよ」


    　公平が捨てたはずの過去は、現在電子の海を漂い、全世界に向けて発信されていた。


    「今日聞いた話によれば、料理対決編、おしゃれ対決編、教養クイズ編、ミニゲーム編など、各項目に分けて編集された動画が、動画サイトで人気になっているらしいね」


    「そして、そのうちの料理動画を家庭部が見て、他にも広がったんだっけか？」


    「うん、おしゃれ特集とか、ミニゲーム編で、その場にある材料を使いおしゃれな小物を作る姿を見て、前々から公平のセンスと技術に目をつけていたんだって」


    　そういえば、そんなことをした覚えもある。


    　なにせクラス全員分の焼き肉食べ放題がかかっていたから、必死だったのだ。


    　光瑠は、床に手をついて悔しげに身体からだを震ふるわせる。


    「彼女たちが求めていたのは、私ではなく、女子よりも女子らしい、まさに女子力の神として崇あがめられている『名めい城じよう学がく院いんの姫』だったんだ。私では、とてもじゃないが、彼女たちの期待に応えることは、できそうもない……もう、潔く己の未熟を認め、辞退するしか！」


    「落ち着け光瑠！　おまえの気持ちはわかるっていうか、俺だって似たような状態だ。でもここで諦あきらめたら、俺たちは理想の自分になるチャンスを、完全に失うようなもんだぞ！」


    「でも、でも……！　ダメ、だよ。だって、ほら」


    　これまで見たことのない弱り切った顔の光瑠が、一冊のノートをテーブルに広げた。


    「これは？」


    「会議の時、わからないことは後で調べようと思って、とにかく全て書いておいたんだ」


    「うわ、なんだこれ、すっげえびっしり書いてあるじゃん！」


    「耳で聞いたことを、片っ端から書き込んではみたからね。でも、白文で史記を読むよりも、この内容を理解することの方が、難しくって。実は、内容の八割が意味不明なの」


    「いや、でもこれかなり綺き麗れいにまとまって……ん、あれ？」


    　最初は、ノートの細やかさと、情報量の多さに感心したが、ふと気づく。


    「おまえが協力するのって、ファッションショーなんだよな？」


    「うん、そうだね」


    「なんでそのテーマが仮面武道界になっている上、ランナウェイだとか、ゴーンスとドレフュスとか、ツール・デ・フェアリーとかいう、謎の単語ばかりが並んでいるんだ？」


    「……なにか、おかしかった？」


    「まず、仮面武道界は、どう考えても仮面舞踏会だろう！」


    　テーブルにおいてあったペンで訂正を入れると、光ひか瑠るがはっとした顔になった。


    　だが、ここでその顔をされても、困る。


    「そもそも、なぜファッションショーの会議録で、こんな謎単語が大量に発生するんだ？」


    「謎単語……」


    「だってそうだろうが。なんだ、ランナウェイって」


    「それは、舞台の演出の時に出たから、おそらく逃避行的な演出があるんだな、と思って」


    「ゴーンスとドレフュスは？」


    「ダークであやしい雰囲気がどうと言っていたし、ドレフュス事件をテーマにするのかと」


    「ツール・デ・フェアリー」


    「ふわふわとした可愛かわいいドレスのことらしいから、妖よう精せいたちの世界を巡るイメージの作品？」


    「ない、会議を聞いていない俺が断言するのもあれだが、まず絶対にありえない！」


    　ぱん、とノートに手をついて、公こう平へいは断言した。


    「普通に考えたら、ランナウェイじゃなくランウェイ。ゴーンスとドレフュじゃなくて、ゴスドレス。ツール・デ・フェアリーは、きっとチュールでフェアリーだろう、これ！」


    「らんうぇい、ごすドレス、チュールでフェアリー……？」


    「ランウェイは、モデルが歩くステージの花道。ゴスドレスは多分、ゴシック・ドレスの略。チュールはふわふわした生地のことで、フェアリーな感じのドレスによく使われるんだよ」


    　説明を聞いた光瑠は、驚いた顔で固まっている。


    　そんな彼女に、むしろ公平の方がびっくりである。


    「よくぞそこまで聞き間違えたよ。おまえ本当に、こういう方面の知識、皆無なんだな」


    　光瑠は、いつもは伸びている背中を丸めて、深く落ち込んでいた。


    「やはり私では、彼女たちの役には、立てないのかな」


    「だから、諦あきらめんな。それに、そう言われたら俺だって、同じだぞ？」


    　苦い笑みを浮かべて、公平は足を投げ出して座り直す。


    「第一道場棟にいた格闘系部活動の代表たちは、おまえと手合わせがしたくて相談をよこしたらしい。けど、俺には武術経験なんてないしな」


    「公こう平へい君」


    「明日からの一週間で、俺が役に立てるってことを証明してみせる、とか言ってきたものの。正直、なにができるかと聞かれたら、自分にもわからん」


    「どうして、私たちの思惑とは、逆に逆に事態が進んでくんだろうね……」


    　そう呟つぶやいた光ひか瑠るに頷うなずいた時、公平はふと気づく。


    　逆、そう、逆だ。


    　ぱっと顔を明るくした公平は、光瑠に笑いかけた。


    「俺がおまえの苦手分野を埋められて、おまえが俺に足りないものを持っているわけだな？」


    「そうだね」


    「なら、お互いの得意分野を教え合った方が、早いじゃねえか！」


    　きょとん、とする光瑠に、公平は身を乗り出して訴える。


    「不本意な今のイメージをなんとか消すために、ついその原因になってる過去を、捨て去ってなかったことにしようとしてきたけど、むしろ、活用すべきだったんだよ」


    「活用」


    「そうだ。考えてみりゃ、立場が逆転してるってことはさ、俺がおまえの、おまえが俺の持つ知識や技術を身につければ、自然とお互いの理想のイメージに近づけるんだよ」


    「な、なるほど」


    「俺はおまえに、ファッションショーの手伝いをするのに、必要そうな知識や情報を教える。だからおまえも、格闘技未経験者でも役に立てる方法を、一緒に考えてくれ！」


    　お互いに欠けているものがあっても、公平と光瑠の場合、それを補い合うことができた。


    　それを利用しない手はない。


    「やろうぜ、光瑠。俺がおまえを、最高のお姫様にしてやる」


    「公平君……」


    「その代わり、俺が素す敵てきでかっこいい最強の王子様になるために、力を貸してくれ！」


    　光瑠は、静かに頷く。


    「こちらこそ、よろしく」


    　そしてその後で、じっと公平を見つめながら告げてくる。


    「でも、私が手伝わなくても、公平君は大丈夫かもしれないな」


    「は？」


    「だって今の君は充分、素敵でかっこいい、最強の王子様だから」


    　思わぬ言葉に、ぱちぱちと目を瞬まばたいた。


    　すると、光瑠は公平の手に自らの手を重ね、笑う。


    「君は優しくて、私なんかよりよほど、姫として必要な知識や技術を身につけている。でも、それだけじゃない。公こう平へい君の言葉には、他の人にはない、力がある」


    「力？」


    「そう。公平君と話をしていると、自分もがんばろう、前を向こうと思えるんだ」


    「か、買いかぶりすぎじゃねえ？」


    「ううん、本当のことだよ。公平君には、人をひきつけて引っ張る、特別な力がある」


    　そんなこと言われたのは、はじめてだった。


    　しかし光ひか瑠るは、迷いのない声で続ける。


    「それは充分立派な王子様の資質だと、私は思うんだ」


    　見つめてくる光瑠の真まっ直すぐな眼まな差ざしに、公平は思わず、赤面した。


    　まったく、どうして光瑠という人間は、いつもこうなのだろう。


    「そりゃ、どうも。でも、あのな、光瑠」


    「ん、なに？」


    　小首を傾かしげてくる光瑠を見て、公平は口をつぐんだ。


    「……なんでもねえよ」


    　そう言う光瑠の言葉だって自分にとってはそうだ、とは、なんとなく言えなかった。


    　その代わりに、公平はぐっと拳をにぎって、光瑠に差し出す。


    「相談者の期待に、絶対に応えるぞ」


    「うん、もちろん。公平君がいてくれるのなら、百人力だ」


    　こつん、と拳をぶつけ合って、公平と光瑠は早速、本格的な作戦会議に取りかかった。


    「まず今できることをやりつつ、朝と夜に時間を作って、お互いの得意分野を教え合おう」


    「なら、少しでも作業を手伝えるように、裁さい縫ほうの基礎から教えてもらえないかな？」


    　なぜかと問えば、光瑠は悲しげな顔をして答える。


    「家庭科の時間に、きちんと学べればよかったんだけれど、学校の授業で裁縫を習う時には、私の課題まで他の子がやってくれたものだから……」


    「あー、王子様は針仕事なんてしなくていいよー、みたいな感じか？」


    「うん、稽けい古こ着の修繕も、アイロンで貼れる当て布ですませていたから、自信がないんだ」


    　なるほど、それでは本当の基礎から教えるべきだ。


    「じゃあ、実技は運針からやろう。あと、ファッションショーで使いそうな単語をまとめて、単語帳を作るから、知識の方はそれで自主学習して、わかんないことがあったら聞いて」


    「ありがとう、よろしくお願いします！」


    　深々と頭を下げられたが、公平だって、教えてもらいたいことは多い。


    「問題は俺の方だ。第一道場棟の合同練習会には、色んな部が参加しているんだよな」


    「じゃあ、まず受け身の練習をしつつ、剣道、柔道、空手の型を少し覚えてみる？」


    「型に、受け身かぁ。でもそれだと、今度またなにかあった時、あれだろう？」


    「あれって？」


    「王子様を狙ねらう男としては、次こそ悪者をかっこよく退治したい」


    　受け身と基本的な型だけやっていては、さすがにそれはできないだろう。


    　すると光ひか瑠るは、少し悩んだ後で言ってくる。


    「なら、一つだけ約束してもらえないかな」


    「約束？」


    「私がこれから教えるのは、助けるため、そして、逃げるための技術だと思ってほしい」


    　真剣な顔をした光瑠が、居住まいを正した公こう平へいを、じっと見つめてきた。


    「自分の身の安全と、守るべき人たちの安全を確保することが、最優先。自分の力を過信し、無茶をして敵へ向かっていくようなまねはしないと、絶対に約束して」


    「わかった、約束する」


    　しっかりとそう答えると、光瑠は表情をふっと緩める。


    「よかった。なら、受け身と基礎的な型に加えて、初心者でも相手にダメージを与えられて、できるだけ実戦に役立ちそうな攻撃を、いくつか教えるね」


    「ああ、頼む。でも、そんなすげえ攻撃、素人でもすぐに身につくものなのか？」


    「これは組み手とは別に考えて。試合用じゃなく、あくまでも実戦向けな技だけだから」


    　なにやら不穏な雰囲気を感じたが、戦えるようになるのなら、なんでもいい。


    「よし、もし次があったら、俺は今度こそ頼れる王子様として、自ら戦ってみせるぜ！」


    「がんばって。私も、がんばるから」


    　ただ、一つ問題がある。


    「がんばるのはいいが、練習時間どうする？　朝と夜くらいしか、自由になる時間はないぞ」


    「稽けい古こは朝の方がいいと思うな。実はこっちにいる間、父の知り合いの住職さんに庵を借りて自主練をさせてもらうことになっているんだ。そこで、明日から公平君も一緒に稽古しよう」


    「いいのか？」


    「うん、ただしお礼として、朝の掃除を手伝う約束になってるし、かなり遠いけど」


    「掃除は得意だし、ランニングにも自信があるぜ！」


    　ならよかった、と頷うなずく光瑠に、公平はニヤリと笑った。


    「でもそうなると、光瑠の特訓は夜だな。早速だけど、今からやるか？」


    「お願いします」


    　だが、まずさらしで運針練習がてら雑巾を縫いはじめてみると……。


    「お、おい光瑠！　指、指！」


    「あ……」


    「なんでおまえは、三針縫う間に、自分の指を五回も刺してるんだよ！」


    　想像以上に、光瑠の裁さい縫ほうレベルは、底辺を這はいずっていた。


    　真っ白なさらしが、みるみる血染めの呪のろわれたさらしになっていく。


    　予定では、光ひか瑠るがぞうきんを縫う間に、ファッション用語をまとめるつもりだった。


    　だが、そんな余裕はどこにもない。


    「なあ、どうしてそんな変な針の持ち方しようとするんだ？　針は、こう！」


    「で、でも、これだと、手がぷるぷるして……」


    「それはおまえの指に必要以上の力が入ってるからだ！　つうか、針、曲がってるし！」


    　文武両道でなんでも涼しい顔でこなすイメージが吹き飛ぶ、見事な不器用っぷりであった。


    　そして一晩明けた、翌、早朝。


    　公こう平へいは日の出前に起きだし、ジャージ姿の光瑠とマンション前で合流し走って寺に向かう。


    　だが公平は、忘れていた。


    　光瑠は、幼稚園児の頃から、山一つ越えた先に徒歩で通っていた人物である。


    「お、おま、確かに遠いとは言ってたけど……ここ、隣町じゃねえか！」


    　目的の寺は隣町の、しかもちょっとした山の上にあり、途中からは軽い登山になっていた。


    　ぜーはーと肩で息する公平をよそに、光瑠は涼しい顔で首を傾かしげる。


    「でも軽く走って、四十分以内だから」


    「おまえの軽くは常人の軽くじゃないってことが、今日、よくわかった！」


    　さらにその思いを強くしたのは、この後だ。


    「じゃあ公平君、まずは私の動きを見て、それを真ま似ねしてみて」


    　そう言って光瑠が見せる手本が、あまりにもキレキレすぎて、真似できない。


    　受け身は中学の授業を思い出してなんとかなるが、他はどう動いても、違和感があった。


    「なんでだ、なんで俺がやると、びしっと決まらないんだ！」


    「でもほら、雑誌にのっていた、格闘エクササイズっぽくて、流行にはのってると思うよ」


    　そういえば、光瑠に少女マンガと一緒にわたした雑誌に、そんな記事があった。


    　だが、公平がやりたいのはエクササイズではなく、格闘技なのである。


    「こ、こうなったら、あれだ！　昨夜言ってた、実戦専用の攻撃法を教えてくれ！」


    　そしてはじまった光瑠の実戦向き攻撃講座は、確かに、実戦的だった。


    「まず、武器を持った相手と戦う時は、必ず、相手よりもリーチのある武器で対抗して」


    「素手じゃ、だめなのか？」


    「死ぬよ？」


    　真顔で即答される。


    「武器っていっても、なんでもいいの。モップでも、ほうきでも。あと袋とか紐なら、重さを持たせてふりまわすのがおすすめ」


    「お、おう」


    「それで攻撃するなら、狙ねらうのは、相手が鍛えようと思っても、鍛えられない部位ね」


    「鍛えられないって？」


    「色々あるけど、狙ねらいやすいのは、鎖骨から上、関節、足」


    　そして授けられた各部位への有効な攻撃方法は、なんというか地味で──えぐい。


    「なあ、足下狙った後に急所狙いでトドメをさす王子様って、ありなのか!?」


    「脳しんとう狙いの方がいい？」


    「いやそういう問題じゃなく！」


    　光ひか瑠るは、助けるため、逃げるための技術、と言っていたが、あれは嘘うそだ。


    　教わった技はどれも、とにかく殺意が高かった。


    　文字通りの必殺技を、大変レパートリー豊かに、かつわかりやすく伝授される。


    　色々な意味で汗の止まらない講座を終え、帰る前に庵の掃除をする中、ふと気づいた。


    「へえ、光瑠、裁さい縫ほうは苦手でも、掃除は得意なんだな」


    「武術をやる者にとって、掃除は大事な基礎だから。古武術では特に、禅の心を大事にする。そして禅の教えによれば、掃除は作さ務むといって、修業の一つに数えられているんだ」


    「掃除が、修業？」


    「うん。それに『武士とは』という古い書物にも、そういう記述があるよ」


    　帰り道を走りながら、光瑠は作務の重要性や、武士とは、という本について教えてくれた。


    　疲れてへとへとの公こう平へいの心にも、その言葉は不思議と深くまで、しみこんでくる。


    　そのおかげで、今やるべきことが、少しだけ見えてきた気がした。
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    　早朝のトレーニングを終え、帰宅して身支度を整えた後。


    　公平はすぐに、第一道場棟へと向かう。


    　土曜日ということもあって、まだ他の生徒は誰もいなかったが、ちょうどいい。


    　ジャージに着替えて、頭にバンダナを巻いて、いざ仕事開始だ。


    　それから二時間ほど過ぎた、午前九時過ぎ。


    　第一道場棟の合同練習会に参加する部員たちが、続々と集まってくる。


    　そして彼らは、玄関から中を見た瞬間、誰もがぽかんと口を開けた。


    「な、なんだこれっ、一体どういうことだ!?」


    　立ち尽くす他の人々と同じ顔でそう叫んだのは、剣道部の部長である。


    　公平は、頭につけていたバンダナを外し、達成感に満ちた顔で微ほほ笑えんだ。


    「みなさんの練習がはじまる前に、少し掃除させてもらいました」


    　すると、剣道部部長だけでなく、他のギャラリーも戸と惑まどいの声を上げる。


    「いやいや、少しってレベルじゃないだろう、これ！」


    「業者入れて大掃除してもらった時より、下へ手たすると綺き麗れいだぞ!?」


    「でもまだ、一階の共有スペースだけですよ」


    「まだって？」


    「各部のスペースも、それぞれの代表さんから許可をもらえたら、順番に掃除する予定です」


    　第一道場棟の玄関で立ち止まっていた人々にそう告げると、変な顔をされた。


    　この合同練習会のリーダーともいうべき、剣道部、柔道部、空手部の部長たちが、そろって探るような目をして、公こう平へいの前にやってくる。特に空手部の部長は、敵意満々だ。


    「こんなことをして、点数稼ぎのつもりか？」


    「いえ、そんなつもりはありません。ただ、約束しましたから」


    　威圧感にも負けず、公平は空手部部長を真っ向から見返した。


    「これから一週間、俺は俺のやり方で、合同練習会に参加するみんなをサポートします」


    「サポート？」


    「はい、武術経験はないですけど、俺なりの方法で、協力させてもらおうと思って」


    「はっ、素人がなにをしようが、役に立つとは思えないがな？」


    「俺が役に立てたかどうかは、土曜日の練習が終わった後で聞かせてください。一週間後に、俺じゃやっぱり力不足だって言われたら、その時は責任を持って、光ひか瑠るをここに呼びます」


    　その一言で、みんながざわめく。


    「約束できるのか？」


    「はい、光瑠にももう、許可は取ってありますから」


    　おお、というどよめきが上がった。


    　空手部部長は、すでに勝利を確信した顔で、言ってくる。


    「この第一道場棟には、男の中の男と呼ばれるに相応ふさわしいやつばかりが集まっている。だから掃除なんてしても、おまえを評価する者はいないだろう。一週間むだな努力をするより、早く新しん海かいをよこすほうがお互いのためだと、俺は思うがな？」


    　そんな彼の肩を、剣道部、柔道部の両部長が左右から叩たたいた。


    「まあ、いいじゃないか。やりたいんなら、やらせてやろう」


    「そうそう、ダメでも新海を呼んでもらえるなら、問題ない」


    「ふんっ、まあ、それもそうだな。おまえら、来週にそなえて早速特訓だ！」


    「「「「「「オスッ！」」」」」」


    　その場にいた空手部員たちが、野太い声で答える。


    　そして、動き出した彼らを見て、他の人たちもそれぞれの部室へと向かいはじめた。


    　ただ一年生の数名は、すれ違いざまに公平に、声をかけてくる。


    「姫、がんばれよ！」


    「俺たち、表立って手伝えないかもしれないけど、姫のこと応援しているからな！」


    「姫じゃねえよ、でもありがとう！　おまえらも部活、がんばれよ！」


    　そう言って彼らを見送ってから、公こう平へいも次の作業に移った。


    「まず掃除の許可を取って、各団体のスケジュールを聞いて、これからの予定を立てるか」


    　第一道場棟の合同練習会に参加する団体は、かなり多い。


    　その全てに改めて挨あい拶さつをして、各団体の代表や裏方の仕事を回す人たちに、話を聞く。


    　ドリンクの準備や、普段の雑用も、サポート側としては把握しておきたい。


    　そして聞き取りの結果、ある事実が判明した。


    「え、この一週間の合同練習中は、特別予算でやりくりするんですか？」


    　教えてくれたのは、森という、剣道部の三年生。


    　背が高く、優しげな好青年で、公平のクラスメイトの中学校時代の先輩らしい。


    　おかげで、そいつに頼まれたから、と最初から親切に、色々と教えてくれた。


    「いやー、まあ建前上はね？　ただ、特別予算っていってもＯＢのカンパだし、一週間ぶんで考えると足りないんだよ。一人頭で割ると、五百円くらいにしかならないし」


    「じゃあその特別予算、いつもはどうしているんですか？」


    「面倒だから、打ち上げ費用にしちゃってるんだ。ドリンクとか間食は、本人任せ」


    「そうなんですか」


    　確かに、一週間で五百円というのは、予算としては少し厳しいかもしれない。


    　でも、どうにかできない額でもなかった。


    　悩んだ末に、公平はたずねる。


    「あの、先輩。その予算の使い道、俺に任せてもらうことって、可能ですか？」


    「俺に決定権はないけど、昼飯の時、一階で代表会議をやるから、そこで聞いてみな。俺から部長たちに連絡しておくから、話くらいは聞いてもらえると思うよ？」


    「ありがとうございます！」


    　頭を下げた公平の髪を、彼はぐしゃぐしゃとなでてくる。


    「うん、素直で可愛かわいい可愛い。後輩にも頼まれてるし、応援してるよ、じゃじゃ馬姫」


    「応援は嬉しいですが、俺は、姫じゃないです！」


    「えー？　男子なのに姫とか、新しくていいと思うんだけどなぁ？」


    　納得いかない顔をしつつも、彼は早速、代表会議参加者に話を通してくれた。


    　そして、昼の代表会議。


    　公平が、特別予算を任せてほしいと伝えると、当然、難色を示される。


    「いくら六りつ花か補佐でも、さすがに部外者に金は任せられないだろうー」


    「だよなー、疑うわけじゃないけど、問題が起きた時に面倒なことになると困るし」


    　しかし、そんな人々を制して、空手部部長が言ってきた。


    「いいじゃないか、やらせてみようぜ？」


    「本当ですか!?」


    「ああ、ただし、もしも不正やむだな金の使い方をしたら、即刻、新しん海かいと交代しろ」


    　その条件を、公こう平へいは一も二もなく受け入れる。


    「わかりました、そうします」


    「ああそれと、任せてくれと言っておきながら、例年と同じように打ち上げの資金にしたり、ドリンクも間食も用意できないようじゃ、役に立ったとは言えないからな？」


    　どうだできるか、と試すように言われ、公平はまず確認した。


    「土日の昼食に関しては、どうするんですか？」


    「用意しろ、と言ったらできるのか？」


    「簡単なものでよければできます」


    　きっぱりと、そう宣言する。


    　代表たちはどうせ無理だろう、というような顔をしていた。


    　だが、勝算もなくこんなことを言い出したりはしない。


    　公平は会議の後、光ひか瑠るにメールを送り、調理室の使用許可をもらえないか確認する。


    　すると、昼過ぎに無事に許可がもらえそうだ、という連絡がきた。これで、勝てる。


    「不本意ながら名めい城じようの姫と呼ばれた俺の実力、甘く見ないでもらおうか」


    　王子の称号を得るためなら、望まぬ姫呼びの元凶となった過去の諸々も、利用してやる。


    　ニヤリと笑い、特別予算の入った封筒をにぎりしめた。
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    　そして週が明けて、月曜の昼休み。


    　公平と光瑠は、そろって調理室にいた。


    　まずはお昼を食べていた家庭科部の部員たちに歩み寄り、改めて感謝する。


    「忙しいのに家庭科室の使用許可を出してくれて、本当にありがとうございます」


    「い、いいのよ、そんなお礼なんて！　どうせ今、被服室しか使ってないし！」


    「それより、第一道場棟の合同練習は、どんな感じ？　いじめられてない？」


    　すごく心配そうに聞かれてしまい、公平は俺様な笑顔を浮かべ、胸をそらした。


    「おいおい、冗談はよしてくださいよ。この俺が、いじめられる？　むしろそんなやつが目の前に現れたら、軽くひねって、二度とそんなこと思えないようにしてやりますから！」


    「で、でも、あいつら力押しの脳筋集団だって、女子柔道部の子が前にキレてたし」


    「たとえ相手が誰でも、関係ねえよ。俺は、あんたたちみたいなか弱いレディじゃない、血に飢えた獣ですからね。心配してくれるのは嬉しいですけど、あんまり油断していると、可愛かわいい子猫みたいな先輩たちを、ぺろっと食べようとするかもしれませんよ？」


    　渾こん身しんのＳな香り漂う俺様系王子様っぽい流し目を決めて、そう告げる。


    　すると、家庭科部の女子生徒たちが、ぎゅっと抱き合って叫んだ。


    「ひゃーっ、生じゃじゃ馬姫のワイルドアピール、もらっちゃったー！」


    「周りになめられないように、必死に強がってるんですよね、やんプリティー！」


    「違いますからねっ!?」


    　必死にそう訴えるが、名めい城じよう学がく院いんの姫時代の公こう平へいを知る彼女たちの誤解は、根深い。


    　なぜ亜あ衣い以外の女子は、公平の渾身の王子様アピールになびかないのだろう？


    　おかしい、こんなはずじゃないのに。


    　悔しさに震ふるえる公平を、光ひか瑠る以外の全員が悲しくなるほど温かい目で、見つめてくる。


    「ふふっ、いいんだよ、素直になって！」


    「この場所にいる間だけでも、本当の公平君に戻ってね、はい、これ！」


    「これは……？」


    「みんなで公平君のために作った、エプロン。よかったら、使って？」


    　善意百パーセントの笑顔で、そう言われた。


    「ありがとう、ございます」


    　そう言って笑い返したものの、公平は受け取ったエプロンを見て、泣きたくなる。


    　もらったのは、まるで新婚さんがつけるような、白いフリフリのエプロンだった。


    「あ、光瑠さんも手伝うって聞いたから、これ、用意したんだ！」


    「私にまで……嬉しいです、忙しいのに、ありがとうございます」


    　嬉しそうにそう言った光瑠が広げたそっちは、黒いギャルソンエプロン。


    「うんっ、これで二人の可愛かわいさとかっこよさ、ばっちり引き出されちゃうよね！」


    「じゃじゃ馬姫と侍王子の原作に出てくるエプロン、再現しちゃったよー」


    「どう、どう、気に入ってくれた!?　早速それをつけて、作業しちゃっていいからね！」


    　期待に満ちた目で見つめられた二人に、拒否権などない。


    　特に公平は、ファッションショーで忙しい中、無理に調理室を借りている身なのだ。


    「はい、ありがたく、そうさせてもらいます」


    　もらったばかりのエプロンをつけたら、歓声とフラッシュの嵐が巻き起こる。


    「やっぱり似合うよー！　二人とも、目線こっちでー！」


    「光瑠さん、髪、ちょっと前髪かき上げて。そう、それ！　うん、クール＆セクシー！」


    　だが、写真さえ撮ってしまえば、後はすぐに解放してもらえた。


    　なにせ、時間がない。


    「じゃあ、スペースお借りします」


    　公平はそう言って、買ってきた材料を光瑠と一緒に調理台へと運ぶ。


    　第一道場棟の合同練習会のための特別予算は、市販品を買うには少ない。


    　だが、市販品が買えないなら作ればいいのだ。


    「おお、フープロも大型のオーブンもある。これなら、いけるいける！」


    「そうだ、ドリンクを作ったら、冷蔵庫に入れておいてもいいと、部長が許可をくれたんだ」


    「うわ、すげえ助かる、ありがとうございます！」


    　こっちを見守っている家庭科部の部長にそう告げたら、ひらひらと手をふってくる。


    「いいのいいの、光ひか瑠るさんにはこの土日、ずいぶん助けてもらったし」


    「へえ、そうなんですか？」


    　準備しつつもそう返すと、他の家庭科部員たちもそろって首を縦にふる。


    「うん、初日はどうなることかと思ったけど、光瑠さん、すごく気のつく人なんだもん」


    「そうそう、かっこいいだけじゃなく、気は優しくて力持ち！」


    「考えてみたら、衣装はもう仕上げと微調整だけだし、舞台設営を手伝ってくれる光瑠さんが来てくれたのは、天の配剤ってやつだったのかもしれないわね」


    「知ってる、公こう平へい君。光瑠さん、大工仕事もすごい上手なのよ？」


    　口々に、光瑠の活躍ぶりを話してくれる家庭科部員たちを見て、ほっとした。


    「おまえ、うまくやれてんじゃん」


    「公平君のおかげだよ」


    　小麦粉を計量していた光瑠は、はにかんだようにわずかに目を伏せて、呟つぶやく。


    「君がそばにいてくれるだけで、不思議と、がんばろうと思えるんだ」


    　それはあくまでも、理想とは真逆の立ち位置にいて、それを逆転させるべく戦う者として。


    　同じ目標のためにがんばる、協力者という関係を意識しての言葉だと、公平は知っている。


    　しかしそれを知らない家庭科部員たちは、それを誤解してしまったようだ。


    「や、やっぱり姫と王子様は、そういう関係？」


    「はわわっ、甘酸っぱい！　でも、なんてお似合いのカップル！」


    「これが二人のはじめての共同作業？　え、まさかこのまま結婚式？」


    　ひそひそとそう言うのが聞こえてきて、公平は慌てて首を横にふる。


    「ないです！　俺とこいつがそういう関係になるなんて、絶対にありませんから！」


    「あ、ごめん、こんな風に茶化されるの、嫌だよね！」


    「嫌とかそういう以前に、本当、違うんで！　な、光瑠、そうだろう!?」


    　同意を求めたが、光瑠は予想外すぎる反応に、反論もできないほど固まっていた。


    　ところが、クールな雰囲気と美しい顔立ちのせいで、光瑠のパニック状態はわかりづらい。


    　おかげで、ぽかんとしているだけなのに、家庭科部員たちに新たな誤解が生まれていく。


    「あ……ごめん光瑠さん！　みんな、無神経すぎたね！　ほらみんな、謝って！」


    「そうだよ。光瑠さん、公平君に関係を否定されて、ショック受けちゃったじゃない！」


    　ごめんなさい、と謝る家庭科部員を見て、ようやく光瑠も、我に返ったらしい。


    「い、いえ！　謝らないでください、違うんです、気にしていませんから！」


    　それでも謝ってくる人たちをなだめるため、光ひか瑠るは慌てて笑おうとする。


    「公こう平へい君と私は、ただの友だちで、本当にそういう関係じゃ、ありませんから」


    　だが、表情筋があまり発達していない光瑠のぎこちない笑みを見て、公平は額を押さえた。


    「光瑠、おまえそれ、逆効果」


    「え？」


    　小声で指摘するが、時すでに遅し。


    「成立前の切ないすれ違い、じゃじゃ馬姫と侍王子の一コマが、今ここに……！」


    「しっ、私たちは、静かに見守るのよ！　それが、モブの役目なんだから！」


    　泣きそうな顔で助けを求められたが、今はなにを言っても、多分、聞いてもらえない。


    　それに、最後に結果さえ出せばいいのだ。


    　そのためにも今は、間食とドリンクの製作が、最優先である。


    　盛り上がる家庭科部員たちの会話が聞こえないよう、二人で作業に没頭した。


    　そして、なんとか時間内に予定したところまでやり終わり、片付けをした後。


    　公平は、ようやく落ち着いたらしい家庭科部の部長にたずねた。


    「あの、調理室を借りるお礼に、ショーの当日に差し入れをさせてもらいたいんです。なにかリクエストとか、ありますか？」


    「でも、迷惑じゃない？」


    　ねえ、と遠慮したように顔を見合わせる家庭科部員たちに、にこやかに告げる。


    「いえ、昼過ぎまでは第一道場棟の合同練習合宿のサポートに入っていますけど、その後は、俺も六りつ花か補佐としてショーの手伝いに回りますし。それまでに、少し間があるから」


    　ファッションショーの準備段階から手伝うのは、光瑠だけだ。


    　しかし、当日は六花が総出で出演することになっているし、公平も手伝いに入る。


    　ただちょっとした軽食や、焼き菓子くらいなら、作れる時間はあるのだ。


    　家庭科部部長もそれを聞いて納得したのか、遠慮がちながらもリクエストをくれる。


    「じゃあ、お昼を食べ損なう子とか出そうだから、そういう子が軽くつまめるやつをお願い」


    「わかりました、当日、楽しみにしていてくださいね！」


    　そう告げたところで予鈴が鳴ったので、みんなでそろって、調理室を出る。


    　みんなにもう一度お礼を言って別れ、教室に戻りながら、公平は隣を歩く光瑠に告げた。


    「おまえ、大丈夫そうじゃん。安心したし、少しうらやましい。俺も、がんばんねーとな」


    「公平君なら、大丈夫だよ。それに、私にできることなら、手伝うからね」


    「おう、でもまずは、自力でなんとかしてみせるさ。なにせ俺は、王子様になる男だぜ？」


    　ニヤリと笑い、迎えた放課後。


    　走って誰よりも早く第一道場棟に到着した公平は、立ち止まることなく準備にとりかかった。


    　作っておいたドリンクを、それぞれの団体のサーバーに入れ、玄関前に給水所を作る。


    　掃除は朝のうちに終えたから、準備運動の後にはじまる走り込みのサポートに回った。


    　タイムの記録用紙や、メンバーが戻ってきた時に使うタオルを準備する。


    　ちなみに、タオルはふわふわだ。


    「ああっ、このタオルの感触、もう元のボロ雑巾には戻れない！」


    　そう叫んでいる部員たちの横では、給水所が大繁盛中である。


    「くそっ、なんだこれ、美う味まいなおい！」


    「手作りドリンクとか、マンガか小説の中だけの幻のアイテムだと思ってたのにな！」


    　公こう平へいが練習に加わるのに反対していた人たちでさえ、ぼそっと呟つぶやいていた。


    「普通のスポーツドリンクより、こっちの方が甘すぎなくて、いい気がする」


    　小まめな水分補給用に大量生産したこのドリンクは、公平のオリジナルレシピ。


    　原材料は、水、砂糖、塩、クエン酸。


    　こだわりより、予算を優先した結果、大幅なコストカットに成功している。


    　そのおかげで間食だって、一般的な、ゆで卵やおにぎりだけではない。


    　今日のように、かぼちゃのどら焼きなどの手を加えた品だって、用意できる。


    「う、うめえ！」


    「だめだ、このままだと、じゃじゃ馬姫に胃袋をつかまれる！」


    　そんな声は増えているが、残念なことに周囲との関係は、光ひか瑠るほど良好ではない。


    「へっ、姫だかなんだか知らないけど、どうせ今だけだぜ、こんなの！」


    「予算をはじめに使いすぎて、後で泣くのはやめてほしいんだけどなぁ、お姫様？」


    　悪意に満ちたそんな声も、まだまだ多い。


    　それに、こうしてサポートに回ると、他の課題も見えてくる。


    　掃除、洗濯、ドリンクや間食作り。一つ一つは苦ではないが、全部となると楽ではない。


    「俺がいなくなった後、他のやつらでも同じことができるように、マニュアルを作るか」


    　さすがに、手作りで間食を用意しろとは言わない。


    　でも、部員たちでもできることは、続けてもらえるようにしておくべきだろう。


    　そんなことを考えていたら、すかさず後ろから怒鳴られた。


    「おいこら、そこの六りつ花か補佐！　なにぼーっと突っ立ってるんだ！」


    「すっ、すみません！」


    　慌てて謝り振り返ると、空手部部長が第一道場棟から出てくる。


    「まったく、緩い顔をしやがって。見ているこっちの士気まで下がる」


    　どうやら空手部部長は、いつになくイライラしているらしい。


    「なぜこんな軟弱で女々しいヤツが、白しら雪ゆき姫のそばをうろちょろして許されるんだよ？　俺が親衛隊なら、すぐにでも排除してやるのに」


    「え、親衛隊ってことは、もしかして先輩も、亜あ衣い先輩のファンなんですか？」


    「なに生意気にあの人を名前で呼んでやがるんだ！　亜衣先輩じゃなく、白しら雪ゆき姫だ！」


    　怒鳴られ、ジャージの胸ぐらをつかまれる。


    「おまえ、あの白雪姫に名前で呼んでもらったり、手をにぎられたりしてるそうじゃないか。しかも、昼休みに保健室に行ったやつから、白雪姫と真ま子こ先生が、おまえのことで楽しそうに話をしてたって聞いたぜ。一体いつのまに、真子先生にまで近づいたんだよ？」


    「白雪姫はともかく、真子先生に近づいた覚えは全くないんですが！」


    「とぼけんじゃねえ！」


    「とぼけてません！　いや、それより、白雪姫が保健室って、どうかしたんですか？」


    　もしや、体調を崩したり、怪け我がをしたりして、保健室に運ばれたのだろうか。


    　心配していると、空手部部長は不機嫌そうな顔をしながらも、教えてくれる。


    「なんだよ、知らないのか。白雪姫は優しいから、よく保健室の仕事を手伝ってるし、保健委員が都合つかない時には、昼休みの当番を代わりにやったりしてるんだよ」


    「そっか、へえ、やっぱり天使みたいな人なんですね、白雪姫は！」


    「当たり前なこと言ってんじゃねえ！」


    「すっ、すいません！」


    「いいか？　白雪姫は天使で、茨いばら姫ひめは妖よう精せい、シンデレラは女神っていうのが、この雪ゆき峰みね学がく園えんの常識なんだ。そして、保健室の真子先生は男心を惑わせる妖よう艶えんな魔女。大人の魅力たっぷりなあの先生は、六りつ花かじゃないが男子生徒のマドンナ！　六花と同じ高たか嶺ねの花なんだよ！」


    　ガクガク揺さぶられ、公こう平へいは目を白黒させるが──。


    「わかったら二度と、あの人たちに馴なれ馴れしく近づくな！」


    　その言葉だけは、きっぱりと断った。


    「それは、できません」


    「ああん!?」


    「だって俺は、六花になるって決めてるんです。だから、真子先生はともかく、六花の先輩に近づくなって言葉には、頷うなずくことはできませんっ！」


    「こいつ、顔がちょっと可愛かわいいからって調子にのってんじゃねえぞ、こらぁ！」


    　そう言って、空手部部長が片手を大きくふりかぶる。


    　だが、彼はそのままの姿勢で、戸と惑まどうように眉まゆ根ねを寄せた。


    「おい、なんで逃げない？」


    「先輩は俺を殴ったりしないって、知ってるからです」


    　公平は、胸ぐらをつかんでいる空手部部長の手に触れた。


    「だって、先輩のこの手は、俺を殴り飛ばすためにあるんじゃないでしょう？」


    「なに？」


    「それに、本当に強い男っていうのは、力ずくで自分の意思を通すなんてこと、しませんよ」


    　余裕ぶって笑ってみせたが、内心は、心臓ばくばくである。


    　しかし、運は公こう平へいに味方したらしい。


    　空手部部長は拳をふり上げたままだが、殴りかかってくることはなかった。


    　そして、少し離れて様子を見ていた柔道部の部長が、こちらにやってくる。


    「これはおまえの負けだな、極ごく野の寺でら。ほら、これはもう下ろせ」


    　そう言って空手部部長の拳を下げさせた後で、彼は公平に笑いかけてきた。


    「さすがは入学早々に、六りつ花かの補佐になるだけのことはある。根性あるな、君は」


    「ありがとうございます」


    「いや、むしろ止めるのが遅れてすまなかった。さあ、みんな。気を取り直して、練習だ！」


    　柔道部部長の号令で、いつの間にか集まっていたギャラリーが散っていった。


    　そして空手部部長も、柔道部の部長に肩を叩たたかれ、彼と一緒に無言で去っていく。


    　残された公平は、ふう、と肩の力を抜いた。


    「光ひか瑠るに教わった、あごへの頭突きを先輩にかます前になんとかなって、よかったぜ」


    　それにしても、亜あ衣いが保健室で自分の話をしていたなんて、ちょっと気になる。


    「も、もしかして、一緒にすごすうち、光瑠じゃなく俺の魅力に気づいたとか？」


    　期待に火ほ照てった顔を冷ますため、公平はドリンクの補充のため、調理室へと走るのだった。

  


  
    
      [image: ]

    


    



    　　１


    



    　忙しい時ほど、時間が流れるのは早く感じるものである。


    　そして、一つ仕事をしているからといって、他の仕事を頼まれないとは限らない。


    「君たちさ、六花の雑用係なんだから、当然我々の仕事も手伝うべきだよねー？」


    　火曜日の昼休み。


    　突然道みち頼よりに呼び出されてそう言われた。


    　そしてそれからが──地獄だった。


    「朝と放課後は忙しい？　大丈夫大丈夫、休み時間にやればいけるって！」


    　大量の書類処理を押しつけられ、それをクリアすれば、また新しい書類を任される。


    　その他にも、六花の仕事に必要な資料のコピー。


    　六花以外の承認が必要な書類を手に、印鑑を求めて繰り返される校内行あん脚ぎや。


    　果ては、ベンチのペンキ塗りや蜂はちの巣の撤去、落とし物探しにケンカの仲裁などなど。


    　明らかに六花の仕事ではない作業まで、押しつけられた。


    　もっとも、一番大変だったのは、そういった学園内の仕事ではない。


    「さあ、新米補佐二名。今日は昼休みを活用し、今度のファッションショーの宣伝に行こう！」


    「え、宣伝って、今からですかっ!?」


    「そうだよ、ほら急いで、昼休みは五十分しかないんだ！」


    　昼休みにいきなり現れた道みち頼よりに、強制的に連れ出され、黒塗り高級車にのせられた。


    「今日からは毎日、昼休みは広報活動に参加してもらうからね？」


    「広報活動って」


    「イベントやテレビに出て、ファッションショーのことを、みんなに知らせるんだよ。ああ、玲れ奈なと茨いばら姫ひめには日替わりで一緒に来てもらうけど、白しら雪ゆき姫は警備大変だしノータッチだよ」


    「聞いてませんよ!?」


    「やだな、今聞いたじゃないか！」


    　あはは、と笑う道頼は、やっぱり王子じゃなく、絶対的な権力を誇る帝みかどである。


    　光ひか瑠るなんて、突然のことに動揺して、さっきから一言もしゃべっていない。


    　玲奈はそんな光瑠を心配していたが、道頼はどこまでもマイペースだ。


    「大丈夫、君たちはまだ補佐だし、顔は出させないし。難しいことはないから、安心して！」


    　その言葉を信じるべきでは、なかったのだと思う。


    　右も左もわからぬまま連れ出された広報活動は、テレビ出演や、駅や公園などに設けられたステージを使っての告知など、想像した以上に派手で大がかりなものだった。


    　一番最初の現場は、夕方の情報番組で流す映像を撮るため向かった、あるテレビ局。


    「やあ、みんな。六りつ花か代表の、右う近こんの少しよう将しようだよ。今日は、素す敵てきなゲストが一緒なんだ！」


    　いつもより三割増し目ま映ばゆい笑顔の道頼が、ぱっと手を広げて公こう平へいたちを見た。


    「彼らこそ、我が雪ゆき峰みね学がく園えんのマスコットキャラクター、雪ゆきちゃんと、峰みね君くんだよー」


    　白い雪の妖よう精せいをイメージしたのが、ころっとしたフォルムの可愛かわいい雪ちゃん。


    　雪峰学園の初代学長の子ども時代をモデルに製作されたのが、学ラン姿の峰君。


    　そしてこの二体の着ぐるみの中に入るのが、公平と光瑠の仕事だった。


    　ちなみに道頼の指名によって、雪ちゃんが公平で、峰君が光瑠である。


    　ただし、このキャスティングにはちゃんと、理由がある。


    「峰君はね、なんとバク転ができるんだー！」


    　いきなりそんな風に言われて、即座にバク転を決める峰君。


    　雪ちゃんと違って、関節を曲げて動ける峰君への無茶ぶりは、熾し烈れつを極めた。


    　後日、他のテレビ局の生放送に出た時は、


    「今日は、バク転って気分じゃないな。あ、瓦割りいってみよーか！」


    　また、ある駅前のイベントでは、


    「ねえみんな、峰みね君くんが側転した後でバク宙する姿、見たくないかい？」


    　などと突然言われるのだから、たまったものではない。


    　だが光ひか瑠るは、その全てに見事に応えてみせた。


    　そしてそのたびに、道みち頼よりは試すような目をして、公こう平へいに言ってくるのである。


    「峰君はすごいねー。雪ゆきちゃん、今の峰君を見てどうだったかなー？」


    　雪ちゃんは、可愛かわいい可愛い、妖よう精せいの女の子。


    　その雪ちゃんに相応ふさわしい、キュートな仕草で反応を返すのが、公平の役割だった。


    　本当は公平だって、逆がいい。でも峰君の動きは、公平にはできない。


    　それに、公平が演じる雪ちゃんは雪ちゃんで、演じるのは違う意味で難しいのだ。


    「雪ちゃん可愛い、すごい可愛い！　まるで本物の、妖精さんみたい！」


    　一緒にテレビに出た花はな子こが喜んで抱きついてくるほどの、圧倒的なゆるふわキャラ。


    　可愛いは作れる。それを体現する公平に、光瑠が羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてくるのがわかった。


    　だが、着ぐるみがいくら努力しても、やはり宣伝の主役は、六りつ花かである。


    「ファッションショー当日は、私もモデルとして登場するよ。いつもの制服じゃなく、特別な衣装を用意してもらう予定だから、ぜひ楽しみにしていてくれたまえ！」


    　道頼のその言葉だけで、テレビ局のスタッフまでもが、興奮しすぎて失神。


    「ショーに来れば、未来のファッション界を背負う人材も、見つかるかもしれないわね？」


    　玲れ奈ながそう言って微ほほ笑えむと、スーツ姿の男性たちがこぞってどこかに連絡を入れはじめ。


    「私もショーに出るから、みんな、楽しみにしててねー」


    　茨いばら姫ひめがそう言って手をふっただけで、ご年配の人たちがお菓子を手に押し寄せる。


    　六花の人気は学園外でも変わらない、いや、普段以上にすごかった。


    　公平は間近で道頼たちの姿を見るたびに、ますます、六花への夢が募る。


    　こうして宣伝に力を入れたおかげで、ファッションショーの前評判は上々だ。


    　前売り券はすでに完売し、どうやら立ち見も出そうな状態らしい。


    　それを聞いたのは、金曜日の昼。


    　ファッションショー前、最後の生放送に出演した帰り道だった。


    　着ぐるみでアクロバティックな動きを繰り返していた光瑠が、嬉しそうに呟つぶやく。


    「よかった。みんな、本当にがんばっていましたから。一人でも多くの人に、今回のショーを楽しんでほしかったし、ショーのことを知ってほしかったんです」


    「やったじゃねえか、光瑠。おまえも峰君として、宣伝がんばってたもんな！」


    「衣装作りの仕上げを手伝えないぶん、あれが少しでも役に立ったなら、嬉しいな」


    　ずっと手伝いをしてきたぶん、ショーへの思い入れも強いのだろう。


    　いつもはクールな光瑠が、珍しく自然な笑顔を浮かべていた。


    　それを見て、公平もつられたように表情を緩める。


    　社内に柔らかな空気が流れる中、道みち頼よりが自信に満ちた表情で言ってきた。


    「まあ、ファッションショーの前売り券完売の立役者は、他でもないこの私だけどね？」


    　その隣に腰掛けた玲れ奈なが、呆あきれたようなため息をついた。


    「なに言ってるのよ」


    「だって、補佐たちの長所を的確に引きだした、この私の慧けい眼がんと采さい配はいがあったからこそ、あの着ぐるみ人気が起きたわけだからね。すなわち、私のプロデュース能力の勝利だろう？」


    「違うわ、あれは二人の努力による人気よ！」


    「えー？」


    「えー、じゃないっ！　事前の打ち合わせもなしに、毎回懲こりもせずに、光ひか瑠るさんや公こう平へい君に無理を言って！　偉いのは、それに応えた二人でしょうっ!?」


    　腕を組んだ玲奈ににらまれても、道頼は、悪びれる様子もない。


    「甘いね、玲奈。無茶ぶりに見せかけて、ギリギリできる範囲の指示でおさめる、私の絶妙なさじ加減がすごいんじゃないか。君は後輩に甘いけど、幼なじみに厳しすぎるな」


    「私以外にあなたを怒る人間がいないんだから、しょうがないでしょう」


    「だからって厳しいばっかりじゃ、寂しいじゃないか。たまには、甘やかしておくれ？」


    「白々しい。甘やかしてほしいのなら、どうぞ他の人をあたってちょうだい」


    　つん、とそっぽを向く玲奈と、そんな玲奈に懲りずにちょっかいを出す道頼。


    　すっかり慣れたその姿を見つめつつ、公平は前々から気になっていたことをたずねた。


    「お二人って、幼なじみなんですよね？」


    「ああ、そうだよ」


    「いつ頃、知り合ったんですか？」


    「ふふ、実は玲奈の生後三十一日目からの、長い長い付き合いなのさ」


    　生後三十一日目。


    　具体的すぎる答えに戸と惑まどっていたら、玲奈が苦い顔で教えてくれる。


    「道頼の実家、神社でしょう。私のお宮参り、その神社だったから」


    「へえ、じゃあ先輩も地元組なんですね？」


    「そうね……一応、そうなるのかしら」


    　含みのある答えに首を傾かしげると、道頼が楽しげな声で語り出した。


    「しかしまあ、思い返してみれば、私と玲奈の付き合いの縁の深さは、かなりのものだよね」


    「はあ、そうなんですか？」


    「それはもう、切っても切れない太い綱のような縁さ。母親同士がママ友で家族ぐるみの付き合いだし。途中三年ほど離れていたけれど、それ以外はずーっと一緒だよ。ね、玲奈？」


    「縁がどうこうはともかく、ずっと一緒なのは不本意ながら確かね」


    　疲れ切った顔でそう言う玲奈を見て、心から同情する。


    　道みち頼よりは華やかでとても目立つ人気者だが、ずっと一緒にいると、ものすごく疲れそうだ。


    　ただマイペースで人を振り回す天才である道頼の辞書にも、配慮の二文字はあるらしい。


    「そうだ、君たち。今日の放課後から明日の夕方までは、相談業務に専念していいよ」


    「「本当ですか？」」


    　声をそろえてたずねる公こう平へいと光ひか瑠るに、道頼は笑顔で頷うなずく。


    「うん、明日の十七時になったら、六りつ花かの補佐としてこっちの指示に従ってもらうけど」


    「ありがとうございます！」


    「私も、助かります。これで、ファッションショーの事前準備に、集中できますし」


    　ただ、道頼の話はこれで終わりではなかった。


    「それでね、君たちが六花補佐として、ちゃんと相談業務をこなせたかどうかの判定を、土曜のファッションショーの最後に公開発表してもらうことにしたから」


    「は？」


    「どういうことでしょう？」


    「どうせ同じ日に判定が出るなら、ファッションショーのイベントとして、六花の補佐たちの初仕事を公開ジャッジするって企画もつけた方が、六花ファンの外部客も見にくるだろう？」


    　外部客、つまり学外の人間は、割高のチケットを買わねば入場できない。


    　道頼は、そのチケット代の収入を増やすために、今回のことも利用しようというのだ。


    　それを知った光瑠は、眉間にしわを寄せて道頼にたずねた。


    「ショーの関係者のみなさんは、それでいいと？」


    「ああ、もちろん。それにチケット代の収入は、今後の彼らの活動費用にもなるからね」


    　これはお互いのためなんだ、と言われて、光瑠の方は納得したらしい。


    　公平はまだ複雑だったが、それに気づいた玲れ奈なが、申し訳なさそうな顔を向けてくる。


    「いきなりこんなこと言われても、戸と惑まどうわよね。でもあなたち補佐に関する全ての権限は、代表にあるものだから。道頼が決めたなら、私たちにはどうしようもなくて」


    「その通り。玲奈がなんと言おうと、君たちの命綱をにぎるのは私だ。諦あきらめて、従いなさい」


    　ははは、と偉そうに道頼は笑った。


    　だが、すぐにその笑みは消える。


    「ところで、一つ確認しておきたいんだ」


    「なんでしょう？」


    「君たちは今回、ファッションショーのプロモーション活動の中で、自分たちがそれぞれ今の立ち位置に見合った方法で人を喜ばせることと、自分たちでは相手の代わりは務まらないってことを、理解したはずだ。それでも、あくまでお互いの立ち位置を逆転させたいのかい？」


    　そう言われて、公平と光瑠はきっぱりと答えた。


    「はい、どうしても王子様になりたいという思いに、変わりはありません！」


    「私も、たとえ他の誰が今のままの私を望んでくれようとも、姫になる道を、諦あきらめません！」


    　道みち頼よりは、目を細めさらに聞いてくる。


    「そのために、今ある君たちへの信望や好意、そしてこれまでの実績を失うとしても？」


    「「覚悟の上です！」」


    　力強いその言葉に、道頼が腕を解いて大きく頷うなずいた。


    「よろしい。ちなみにそこでもし、六りつ花かの補佐たちが相談者たちの期待に応えられなかった、となった場合は、君たちを六花になる資格なしとみなし、補佐もクビにします」


    　さらっと告げられたその言葉に、公こう平へいたちより早く、玲れ奈なが慌てた声を上げる。


    「ちょ、ちょっと道頼！」


    「なんだい、玲奈？」


    「さすがにそれは、ないんじゃないのかしら。なにも、補佐までクビにしなくても！」


    「だーめ。本当、君は私と自分以外には、とことん甘いなぁ」


    　ふう、とため息を吐いた道頼が、冷たい目で、公平たちを見てくる。


    「成果が出せないってことは、この子たちが、自分の都合のために相談者の希望を無視して、できもしない相談を引き受けたってことになる。そうだろう、公平君、光ひか瑠る君」


    「はい」


    「その通りです」


    「生徒の利益よりも私情を優先するような人間を六花に選べない。それに、一度でも仕事に私情を挟んだ人間に、責任ある六花の仕事を手伝わせるわけにもいかないだろう？」


    「でも……！」


    「いいんです、先輩」


    　抗議してくれようとした玲奈を止め、公平は言った。


    「俺たち、最初からそういうのも、全部覚悟の上ですから」


    　光瑠もまた、落ち着いた態度で頷く。


    「六花代表として、道頼先輩の言葉は、正論です」


    「それに、最後にちゃんと認めてもらえれば、いいだけの話ですから」


    「そうです、だからどうか、そんな苦しそうな顔をしないでください、先輩」


    「……そう、二人がそう言うのなら、私はもう、なにも言わないわ」


    　玲奈がそう呟つぶやくと、道頼がにこやかに公平たちに告げてきた。


    「うん、二人ともいい子だね。できれば、君たちとはこれからも一緒に仕事がしたいな」


    「そうですね、俺たちもそうなれるよう、がんばってます」


    「ええ、どんな結果が出ようと、最後まで最善を尽くすつもりです」


    「では私は、その素直さと真ま面じ目めさが報われることを、祈るとしよう」


    　本気なのかそうでないのか、道頼の笑顔の裏に隠された真意はわからない。


    　ただ明日が、公こう平へいと光ひか瑠るにとって運命の日になることだけは、確かだった。
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    　金曜日、道みち頼よりにショーでの結果発表について、告知を受けて。


    　あの場はああ言ったものの、全く動揺しなかったわけではない。


    　ファッションショーの華やかな舞台が、最後の晴れ舞台になるのは嫌だ。


    　しかし、今から急に慌ててなにかするというのも、なにか違う。


    　そうなると結局は、今までやってきたことを、最後までやり通すしかない。


    　ただ、手応えはずいぶん出てきたと思う。


    「今日もよろしくお願いします！」


    　そう声をかけて第一道場棟に入れば、もう公平を無視するような人は、ほとんどいない。


    　朝と練習後の掃除も、手伝ってくれる人がずいぶん増えた。


    　洗濯やドリンクと間食の準備なども、一年生を中心に、交代で協力してくれる。


    　その立役者は、多分クラスメイトだ。


    「ありがとな、色々」


    　ドリンク補充の合間、二人っきりになった時にそう告げる。


    　すると、彼はくすぐったそうな顔で笑った。


    「よせよせ、礼を言うのは、こっちの方だ。おかげで、やっと先輩方の目が覚めたらしい」


    「目が覚めたっていうと？」


    「森もり先輩に教えてもらったんだけど、女子に『掃除くらいしろ』ってキレられて、出てかれた後で、なんか先輩たちの一部が、むきになっちゃったらしくて」


    　掃除しなくても練習はできる、と言い出す者が現れ、あの惨状が生まれたらしい。


    「意地だけであの酷ひどい環境にがまんできたのも、それはそれですごいな」


    「でもやっぱり、一度でも綺き麗れいな環境に戻ると、さすがにまたあれは無理らしい」


    「だろうな、ちょっと前までの臭さは、公害レベルだった」


    「そうそう、あれは酷かった。だから改善してくれたことに、本当感謝してるんだぜ？」


    「なら、できれば今の状態をキープできるように、引き継ぎよろしくな？」


    「了解、了解。こっちのことは任せて、君は六りつ花か入りを目指し、がんばってくれよ！」


    　ぱしん、と背中を叩たたかれる。


    　その後も色々な人に声をかけられ、多くの人に激励を受けた。


    　ありがたいと思うが、同時に、少しだけ不安になる。


    　親しい人も増えたが、最初に公平を強く拒絶した人たちとの和解が、まだできていない。


    　特に、空手部の部長には、殴られかけたあの日から、避けられ続けていた。


    「それに、俺が役に立ったとしても、光ひか瑠るとの手合わせは魅力的だろうしな」


    　今も毎朝、稽けい古こをつけてもらっているから、よくわかった。


    　光瑠のように強い相手と戦うのは、本当に、勉強になる。


    　素人の公こう平へいでさえこうなのだから、経験者の人は、余計にそうだろう。


    　だからもしかしたら、公平が役に立ったかどうかにかかわらず……。


    　光瑠とどうしても手合わせがしたいから、そのために結果的にはノーをつきつけられる、という可能性だって、ないわけではないのだ。


    　そして、その危惧を裏付けるような出来事が起きる。


    　タオルを洗濯して、第一道場棟の裏で干していた時。


    　休憩で外に出てきた数名の三年生が、少し離れたベンチで、話し込んでいた。


    「なあ、明日のファッションショーで、六りつ花か補佐が相談者の期待に応えられたかどうかを公開ジャッジするって聞いたけど、おまえら、どうなると思うよ？」


    　とっさに物陰に隠れた公平に気づかず、彼らは会話を続ける。


    「最初はなにやっても無駄だと思ってたけど、あいつよく働くじゃん」


    「だなー、一年の姫と呼ばれるだけあって、なんか見てたら可愛かわいくなってきたし」


    「実際に助かってることも多いから、まあ、大丈夫なんじゃねえ？」


    　姫とか可愛いとか、もやっとくる表現もある。


    　でも、好意的な評価に、一度はほっとした。


    　ところが会話の流れが、突然、不穏な方向へ流れはじめる。


    「でもさ、そうなるとあの一年の侍王子との手合わせ、できなくなるだろう？」


    「あの一族の人間から指導を受けられる機会なんて滅多にないし、稽古はつけて欲しいぞ」


    「そうなると、判定は不満足ってこともあるんじゃねえの？」


    　だよなー、と同意する声は、一人二人ではない。


    　冷や水を浴びせられたような感覚に、公平はその場で動けなくなる。


    「鬼神と名高い新しん海かい一族となら、俺だって、一度は戦ってみたい」


    「そもそもなんで、六花補佐の配置、相談者の期待してたのとは逆だったんだ？」


    「逆って？」


    「家庭科部の知り合いに聞いたら、あっちは姫の女子力に期待して相談を出したんだって」


    「うわ、ミスキャストもいいところじゃん！」


    　ひとしきり笑った後で、誰かが言った。


    「でも姫の方はさ、ドリンクとか間食作るのに、調理室に通ってるんだよな？」


    「じゃあ、その時にあっちのやつらは姫と話せるだろうし、アドバイスも受けられるよな？」


    「うわ、なら今回の公開判定でだめそうなのは、姫の方だけってことか！」


    　嫌な汗が、止まらない。


    　これ以上聞かずに立ち去ろう、と思った時。


    「あーあ、姫に冷たく当たっておけば王子様が怒ってくるんじゃないか、なんて思ったけど、結局一度もこっちに来なかったし。侍王子なんて、噂うわさだけだったなー」


    「まあ、ちょっと顔がよくて強いだけで、実際はそんな頼もしいやつじゃないのかもなー」


    「あとさ、女子にちやほやされて調子のってるみたいだけど、あいつの澄まし顔って、自分はかっこいいってわかってる感じが、いらっとする。なんか、ナルシストって感じしねえ？」


    「わかるわかる。あんなすかしたやつが六りつ花かなんて、絶対無理だと思うぜ、俺は！」


    　馬鹿にしたように笑う声を聞いて、頭の中でぷつんとなにかが切れる音がした。


    　公こう平へいはタオルを洗濯籠かごに放り投げ、物陰から飛び出す。


    「なにも知らねえくせに、あいつのこと好き勝手言ってんじゃねえ！」


    　相手が先輩であることも、自分の立場も、関係ない。


    　驚いた顔をしている人々に、びしっと指をつきつける。


    「光ひか瑠るは、澄ましてなんかない！」


    「あ、あの……」


    「あいつは、単に表情筋がストライキ気味で、むだにいい顔をしている影響でぼーっとしてるだけでもクールそうに見えるだけなんだ！」


    「なんだそれ、フォロー？　悪口？」


    　戸と惑まどわれたが、どちらでもなく、単なる事実である。


    「でもさぁ、そう見せかけてるだけってことも、あるかもしれないじゃん」


    「ない、それは絶対に、ない！　なにせ光瑠は、いい気になるどころか、王子様扱いされているのを、『距離を置かれてる』と勘違いして、ずっと悩むようなやつなんですよっ!?」


    「でも、女の子にキャーキャー言われるようなことばっか、したり言ったりするし」


    　その言葉に、公平はすっと表情を消して、告げた。


    「天然です」


    「は？」


    「あいつ、そんな気はないのに、全自動で王子様な言動をとってしまう、ナチュラルボーンが王子様みたいなやつなんですよ」


    　それなのに、本人は姫を目指しているという時点で、人生イージーモードではない。


    　むしろ本人にとっては、激しくハードモードである。


    「誤解しているみたいだから断っておきますけど、俺は調理室を借りたけど、家庭科部へのアドバイスとか、そういうことは一切、していませんよ」


    　光瑠には色々とアドバイスしたし、裁さい縫ほうの練習にも付き合っていた。


    　でも、家庭科部やファッションショー関係者には、なにもしていない。


    「光瑠は、俺の助けなんかなくても、充分立派に、補佐としての役目を果たせるやつです」


    　きっぱりと告げた後で、公こう平へいは付け足した。


    「それに、俺の頼みを聞いて調理室の貸し出し許可を家庭科部に頼んでくれたり、暇を見て、ドリンクや間食の仕込みに付き合ってくれたり。むしろ光ひか瑠るの方が、割り食ってると思います」


    「いやいや、いくら王子様を庇かばうためとはいえ、それは話を盛りすぎだって！」


    「あの新しん海かい家の人間が、ドリンクとか間食作りなんてするわけねえよ。鬼神だぞ、鬼神」


    「嘘うそだと思うなら、家庭科部の先輩に、確かめればいいだろ！」


    　光瑠の協力がなかったことにされたようで、つい、声を荒らげてしまう。


    　すると、感情的になった公平につられたように、向こうもむっとした顔で立ち上がった。


    「でもさ、本当にいいやつだったら、もっと姫に協力しようとするもんだろ？」


    「だよな、いくら忙しくたって、一回くらい手合わせに付き合ってくれそうなもんじゃん」


    「それをしないってことは、結局、自分さえよければいいってことだと思うぜ、俺は」


    「違うっ、あいつが本当に望んでいることを知らないくせに、わかったようなこと言うな！」
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    　苛いら立だちを隠さないまま、公平は彼らをにらんだ。


    「光瑠は確かにこっちには顔を出さない。だけど、俺に色んなことを教えてくれたし、格闘技初心者の俺が、自分にできることを見つけるためのヒントをくれた、頼りになるやつです！」


    「自分にできることって、姫のやってること、掃除とかサポートとか、地味な裏方じゃん」


    「地味な裏方？　それを本気で言っているなら、光瑠と手合わせする資格はないですよ？」


    　馬鹿にしたような顔で公こう平へいを見てくる彼らに、怒りを通りこし、呆あきれる。


    「光ひか瑠るは言ってました。掃除は武術をする人間にとって、大事な基礎だって」


    　最初に稽けい古こをつけてもらった日の、帰り道。


    　光瑠が教えてくれた話を、公平は今も覚えている。


    「武士としては、という随筆の中に、掃除は大事、汚いところは掃除しないと余計に汚くなる、人の心もそれと同じだ、って書いてあるそうです」


    　黙り込んだその場の全員の顔を、順番に見つめていった。


    「俺に稽古をつけてくれた時。あいつは必ず、誰よりも熱心に掃除をしていましたよ。地味に見える基礎でも、常に真剣にこなす馬鹿真ま面じ目めなあいつが、誰かを騙だますわけがないんです」


    　その言葉に反論する声は、上がらない。


    　沈黙が流れた後、公平は静かに息を吐いて、頭を下げた。


    「生意気言って、すいません」


    「いや……」


    「でも、あいつは俺にとって大事なダチなんです」


    　友だちという一言ではおさまらない、協力者で、運命共同体な、特別な相棒。


    　それが悪く言われるのは、自分がけなされるより、辛つらい。


    「先輩方が、もしも俺の仕事ぶりに納得いかなかったり、俺のことが気に食わないのは、仕方ないと思います。でも、関係ないあいつのことは、悪く言わないでください。お願いします」


    　そう言って、顔を上げた後も。


    　その場にいる全員が、固く口を引き結んで、黙り込んでいた。


    　しかしそんな彼らの背後──ちょうど公平がいる裏庭からも死角になっていた、第一道場棟玄関から裏庭に向かう時に曲がる角の壁から、剣道部の部長がひょっこりと顔を出す。


    「おいおまえら、そろそろ、休憩終わりだぞ」


    　その声に反応して慌ててふりかえった三年生たちが、ぎょっと目を見開いた。


    　公平もまた、剣道部部長に続き壁の陰から現れた人物を見て、動揺し声を上ずらせる。


    「ひ、光瑠！　おまえ、そんなところでなにしてんだよ!?」


    「実は家庭科部の方々から、これを君に届けてほしいと、頼まれて」


    　そう言った光瑠から、可愛かわいらしくリボンを結んだ小さい紙袋をわたされた。


    「そ、そうか、わざわざ悪いな」


    「いや、気にしないで。それじゃあ、私はこれで」


    　光瑠は公平に紙袋をわたすと、固まっている三年生たちに会釈し、すぐに立ち去る。


    　剣道部部長もまた、片手を上げて言ってきた。


    「俺は委員会で遅れたぶん、これから走り込みしてくるから、おまえらは練習に戻れよ？」


    　頷うなずいた面々が立ち去り、その場に一人残された公平は、額をおさえた。


    「まさか、聞かれてない……よな？」


    　光ひか瑠るも、剣道部部長もなにも言っていなかったし、大丈夫だとは、思う。


    「それにしても、忙しいだろうに……わざわざこれを届けにきたのか、あいつ？」


    　家に帰ってからでもよさそうなものなのに、どうしたのだろうか。


    　まあ光瑠のことだから、頼まれた以上、早くわたさなくてはと思ったのだろう。


    　開いた紙袋の中には、焼きたてらしきパウンドケーキと、メッセージカードが入っていた。


    　カードには、公こう平へいの似顔絵と、がんばってね、という激励が書かれている。


    「女の子からのプレゼントって、そういや、はじめてかも」


    　名めい城じようの姫の女子力を頼って集まった、中学時代の女子たちの手作り品とは違う。


    　自分のためを思って作られたケーキに、自然と顔がほころんだ。


    「よし、最後まであと少し、気合い入れてがんばるか！」


    　気分を切りかえて、公平は物干し台へと戻る。アドバイスをくれた光瑠の名誉のためにも、絶対にこの一週間の働きを、認めさせてやりたかった。


    



    　　３


    



    　そして迎えた、最終日。


    　夕方からは、ファッションショーの準備がある。


    　公平が第一道場棟のメンバーの合同練習に協力するのは、その少し前までとなっていた。


    　立つ鳥跡を濁さず。


    　いつもの作業に加えて、自分がいなくなった後にそなえての準備もしなくてはならない。


    　掃除道具や、洗濯に使う洗剤類、その他の備品の管理。


    　それから、ドリンクや間食のレシピなどは、すべて一冊のノートにまとめた。


    　道具の置き方などにも、ひと工夫加えておく。


    　よく使うものは全て、背が低い人でも取りやすい位置に置き直した。


    　合同練習が終わったら、第二道場棟に移動している女子部員も、こちらに戻ってくる。


    　それが今朝、正式に決まったらしい。


    　そのことは、洗濯機を使う時に会った女子部員から、直接教えてもらっていた。


    　ちなみに、集団で寄ってくる女子はまだ苦手だが、女子部員たちとの関係は良好である。


    「公平君って、病弱だとか可か憐れんだとか言われてるけど、本当はすごくかっこいい人なんだね。あの頑固な男子に意識改革させちゃうなんて、本当、尊敬しちゃう！」


    「か、かっこいい？」


    　そんなことを言われて、嬉しくないわけがない。


    　その賛辞に相応ふさわしい王子様らしいアピールをするべく、公平は気合いを入れる。


    「尊敬なんて、大げさですよ。俺はただ、やるべきことをやっただけです。まあ、先輩方から熱い眼まな差ざしで見つめられるのは、悪い気がしませんけどね？」


    　ぱちん、と最近練習を重ねて、すっかり上達したウインクを披ひ露ろうした時も。


    「もう、公こう平へい君ってば、お姉さんたちドキドキしちゃうよー！」


    　そんな風に、はしゃいだ声で言われた。


    　いつにない好感触。


    　これまで亜あ衣いから以外は、ほとんど感じられなかった手応えが、今日は確かに感じられた。


    　それはおそらく、公平が王子様に、着実に近づいている証拠。


    　応援してるからね、と言ってくれた女子部員たちの目は、キラキラと輝いている。


    　公平は、しみじみと己の成長をかみしめた。


    　女子に会えばもみくちゃにされ、逃げ惑うしかなかった中学時代とは違う。


    「これも毎日の特訓の成果、だな！」


    　これからも稽けい古こを続けよう、と心に誓ったが、それだけではダメだ。


    　やはり理想の立ち位置を手に入れるためには、六りつ花か入りすることが必要不可欠。


    「ファッションショーの後の結果発表で、なにがなんでも、満足したって言わせねえと」


    　もうすぐだ、と思うと、どうしてもその時のことが気になってしまう。


    　おかげで練習後の掃除中も、何度かため息がこぼれてしまった。


    「判定次第では、六花になるどころか、補佐すら首だからなぁ」


    　そう呟つぶやいたのが、近くにいた一年生に聞こえてしまったらしい。


    「大丈夫だって、おまえこの一週間、本当にがんばってたじゃん！」


    「そうそう。余計な心配せず、ファッションショーに集中しろよな！」


    「集中しろって言われても、俺、ただの手伝いだぞ？」


    　そう言ったら、なぜか信じてもらえなかった。


    「またまたー、謙けん遜そんしちゃって。俺たち全員で、おまえの晴れ舞台を見に行くからさ」


    「サプライズなら言えないだろうけど、大丈夫。みんな、期待してるから」


    　期待されても、本当に出演の予定はない。


    　そういえばさ、と空手部の一年が思い出したように聞いてくる。


    「ショーの後、それぞれの相談者代表がおまえらの仕事ぶりを評価するって聞いてるけどさ、具体的には、どんな感じなんだ？」


    「残念ながら詳しいことは、俺もまだ知らないんだよ。でも第一道場棟代表が、剣道部の部長だっていうのは、聞いてる」


    　とはいっても、それだって、今朝スマホに届いたメッセージから知った情報だ。


    　ちなみに光ひか瑠るにジャッジを下すのは、ファッションショーの総合プロデューサーらしい。


    「細かい流れとか演出は、右う近こんの少しよう将しよう任せなのが、ちょっと不安でなぁ」


    「いや、右う近こんの少しよう将しように任せときゃ、絶対間違いないだろう！」


    「とにかく、今日も期待してるぜ、じゃじゃ馬姫！」


    「姫じゃねえ！」


    「まあまあ、とにかく入学式とか新入生歓迎会みたいに、びしっと決めてくれよな！」


    　そう言われて、つい真顔になってしまった。


    　そもそも入学式も新入生歓迎会も、公こう平へいは全くびしっと決まっていない。


    　それに、あんなハプニングは、できれば起きてほしくなかった。


    　だがそんな公平の硬直は、緊張のせいだと思われたらしい。


    「おいおい、そう固くなるなって。今日の鍵閉めは俺たちがやっとくし、もう行けよ」


    　がんばれ、と背中を押されて、公平はありがたくその厚意に甘えることにした。


    「おう、ありがとう。じゃあ、頼んだ」


    　自分が使っていた掃除道具を片付け、まだ残っていた人たちに、深々と頭を下げる。


    「一週間、お世話になりました。これからも、がんばってください！」


    　そしてそのまま、第一道場棟を後にしようとした。


    　だが、玄関先で待ち構えていた空手部部長に、呼び止められる。


    「おい、六りつ花か補佐」


    　立ち止まった公平をにらみながら、彼は小さな声で、言ってきた。


    「散々な態度を取ってしまったが……おまえの仕事ぶりは、悪くなかった」


    「え？」


    「すまなかったな、色々。用件は、それだけだ」


    　声をかける時間も与えずに、空手部部長は公平に背を向け走り去っていく。


    　思わぬ言葉に驚いたが、じわじわ、感動してきた。


    「へへ、なんだよ。けっこういい人じゃん、あの人」


    　不器用ながらも、公平のことを認めて今までのことを謝罪してくれた、空手部部長。


    　もうほとんど見えなくなっているその背中に向かって、公平はもう一度、頭を下げる。


    　そして顔を上げると、そのままファッションショー会場へと向かった。


    　まだ時間より早いが、差し入れは昨日のうちに作っておいたし、先に行って手伝おう。


    　ファッションショーの会場は、学園内のイベントホールだから、移動時間もかからない。


    　たどりついた会場の中は、準備段階からすでに熱気に満ちていた。


    　持ってきた差し入れを楽屋にいた家庭科部員にわたし、光ひか瑠ると合流した後。


    　公平も光瑠とそろいの黒のジャージに着替えて、会場を慌ただしく駆け回った。


    「ウォーキング練習の順番表、上がりました！　確認してください！」


    　次々に出てくる連絡事項を、あちこちに伝えたり。


    「モデルさん、到着です！　控え室に案内します！」


    　順次やってくる関係者をそれぞれ誘導したり、やることはたくさんある。


    　でも、それも一段落して、少し落ち着いてきた頃。


    　ファッションショーのプロデューサーである、ファッション部部長に、声をかけられた。


    「二人とも、ちょっと休憩して！　休むのも、仕事のうち！」


    　はい、とお茶のペットボトルをわたされる。


    「ありがとうございます」


    「頂きます」


    「はい、どうぞ。今からステージでウォーキング練習するから、その間は、照明のチェックや他の作業ができないし、裏で六りつ花かの晴れ姿を見てくるといいよ！　もう、すごいから！」


    　興奮気味のプロデューサーの言葉の意味は、裏に回ってすぐにわかった。


    　控え室ではたりないため、ステージ裏には、布で仕切られた着替えスペースがある。


    　六花の四人は、ちょうどそのスペース前に置かれた姿見の前に立っていた。


    　最終チェック中の四人の姿を見た瞬間、公こう平へいは目を輝かせて叫ぶ。


    「うおおっ、すげえ！」


    　白いフロックコートを着た道みち頼よりが、得意げな顔でポーズを決めた。


    「そうだろう？　いいんだよ、素直に見とれてくれても」


    「道頼、うざいわ」


    「諦あきらめようよ玲れ奈なちゃん、代表は、こういう人なんだってー」


    　いつも通りのやり取りをしていても、なぜかすごく、眩まぶしく見える。


    　シンデレラと呼ばれる玲奈は、大人っぽくて、いかにも仮面舞踏会という印象のドレス。


    　花はな子こは、妖よう精せいのような愛らしい容姿を引き立てる、エンパイア風ドレス。


    　そして亜あ衣いは、他の二人とは違う、可か憐れんでふわふわした現代風のドレスを着ている。


    　三人ともそれぞれ印象が全然違うが、とにかく、似合っていた。


    　ぽーっと見とれていたら、一人離れた場所にいた亜衣が、近づいてくる。


    「ね、どうかな、変じゃ……ない？」


    　恥ずかしそうに髪を耳にかけながら、首を傾かしげる姿を見て、即座に叫んだ。


    「変じゃないです！　世界一、可愛かわいいと思います！」


    　だが、亜衣がコメントを求めていたのは、公平ではなかったらしい。


    「ありがとう」


    　にこっと笑ってそう言った後で、すぐに光ひか瑠るに向き直って、今度は名指しで問いかける。


    「光瑠さんは、どう思う？」


    「よくお似合いです。本当に、デザイン部のみなさんのイメージ通りですね」


    　褒ほめてはいるのだが、ちょっとピントがずれている。


    　しかし、準備段階から関わる光瑠としては、やはり色々と思うところがあるようだ。


    「このドレス、仕掛けがあるから製作が特に難しかったと、聞いています」


    「仕掛け？」


    　公こう平へいが首を傾げると、亜あ衣いがレースとフリルたっぷりのスカートを、手でつまむ。　


    「実はこのドレスね、ここから下が取り外せて、ミニドレスになるの」


    「ミ、ミニですか？」


    「そう。ステージの上で、こう、ぱって外すんだって。ミニドレスバージョンも可愛かわいいけど、人前で上手に取り外せるか心配だし、足を見せるの、ちょっと照れちゃうなぁ」


    　スカートをわずかに持ち上げ、細い足首を見せながらのその言葉に、どきっとした。


    　でも、王子様ならここで動揺したりはしない。


    「亜衣先輩なら、大丈夫ですよ。ミニバージョンも、楽しみです。可愛い先輩が、舞台の上で一体どんな大胆な変身を見せてくれるのか、しっかり見させてもらいますね？」


    「うん、がんばるね。ひ、光ひか瑠るさんも、ちゃんと見ててくれる？」


    「はい、ハプニングが起きない限りは、記録映像を撮る予定なので」


    「そっか、じゃあ、なにも起きませんようにって、亜衣、今からお祈りしとくね？」


    　ぎゅっと胸の前で両手を組んだ亜衣が、そう言った時。


    　ドゴォ、というすさまじい音が、ステージの方から聞こえてきた。


    「お、おいどうしたっ!?」


    　その場が騒然とする中、真っ先に光瑠が駆け出し、公平も慌ててそれを追いかける。


    　そして、ステージ袖の幕をくぐって会場に出た瞬間、目を疑った。


    「なんだよ、これ！」


    　ステージから続く、一階の客席の中央を潰つぶして作られた長い花道。


    　そのちょうど中央部分が、五メートルにも及んで無残に崩れ落ちていた。


    　花道を覆おおう白い布は破れ、そこから壊れた土台が飛び出している。


    　中でも特に激しく崩落し、布が深く沈み込んでいた部分から──。


    「「「「「白しら雪ゆき姫──！」」」」」


    　そろいの法はつ被ぴを着た男が五人ほど、布を引き裂き弾丸のような勢いで飛び出してくる。


    　法被の背中には『白雪姫親衛隊』の文字が染め抜かれていた。


    　光瑠はすぐに男たちを捕まえようと動き出すが、五人はばらけ、一度には対処しきれない。


    「おおーっ、ドレス姿のレア白雪ちゃん、最高ですっ！」


    　男のうちの一人がそう叫びながら、座席を乗り越えて直線距離で亜衣に駆け寄る。


    　その目は、舞台袖から出てきた亜衣だけにしか、向けられていない。


    　だから、進行方向に途中で座り込んだ少女の存在には、全く気づいていなかった。


    　二人を倒し、別の男へ駆け寄ろうとした足を止めた光瑠を見て、公平は叫ぶ。


    「おまえはそっちを頼む！」


    　そして、すでにすぐそこに迫った男と少女の間に、割って入った。


    　すると男は、立ちはだかる公こう平へいを敵とみなし、そのたくましい腕でなぎ払おうとする。


    「どけぇ──！」


    「危ない！」


    　誰かの悲痛な声が響き、男の腕がしゃがんだ公平の頭をかすめた。


    「ちっ、よけてんじゃねえよ！」


    　そう言って男は拳をにぎる。そして、改めて殴りかかってこようとした。


    　だが、座席が並ぶ客席では大柄な男の動きはかなり制限される。


    　それに対して公平は小柄な体格をいかして、素早く動いて男の攻撃をかわし続けた。


    　かばった少女に被害が出ないように、公平は自分が前に出て男を挑発し、注意をひく。


    「はっ、どうしたよでくの坊。拳を振り回してばっかりで、下へ手たくそなダンスだな、おい」


    「あぁん!?　このやろう、言わせておきゃあつけあがりやがって、もう許さねえ！」


    　かっと顔を怒りで赤くした男が、今度こそ本気で力を込めた拳を力一杯ふりかぶった。


    　だが大きなモーションの攻撃は、外した瞬間に、リカバリーができない大きな隙ができる。


    　この一瞬を、公平は待っていた。


    「もらった──！」


    　一撃を外した時に上がった男のあごを狙ねらい、手の平を下から勢いよく突き上げる。


    　光ひか瑠るに教わった、護身のための必殺の一撃。


    　脳しんとうを狙った、渾こん身しんの掌しよう底ていだ。


    「ぐふぁ！」


    　がっくん、と男の頭が揺れた。すかさず、膝ひざを狙って横なぎに足を蹴り飛ばす。


    　つま先が膝の裏にちょうど入り、膝かっくんの要領で、男の体勢が崩れた。


    　公平はすかさず座り込んでいた少女の手を引いて立たせる。


    「今のうちだ、逃げろ！」


    「は、はい！」


    　少女が駆け出して、入れ代わりに数名の男子が走ってきて、男をガムテープで縛った。


    　その光景を、公平は肩で息をしながら、気が抜けたように見つめる。


    　だがそこで、ぱち、と誰かが手を叩たたいた。


    　最初はまだらだったその音は、すぐに増えて、大きな拍手になる。


    　そして、花はな子この楽しげな声が耳に届く。


    「すごいっ、公平君、かっこいい！」


    　するとそれ以外の人も、次々に叫びだした。


    「やるじゃん、見直したぜ！」


    「公平君、あんなに強かったんだ!?」


    「まるでヒーローみたいだったね！」


    　夢に見たそんな言葉と、向けられる憧れと賞賛の眼まな差ざし。


    　それは確かに、公こう平へいが欲しくて、でも今まではずっと手に入らなかった、理想の光景。


    「さすがだね、公平君」


    　いつの間にか残る男たちを倒してそばに来た光ひか瑠るが、眩まぶしそうに目を細め、言ってくる。


    「やっぱり公平君は、本物の王子様だ」


    　その言葉を否定する人は、今この時、誰一人としていなかった。


    　じわじわこみ上げる喜びに、公平は目をうるませる。


    　しかし、その時。


    「おや、君たち。問題はまだ片付いていないよ？」


    　道みち頼よりの落ち着いた声に、みんながはっと冷静になった。


    「盛り上がるのはまだ早い、大変なのは、これからだからね」


    　確かに、その通りである。


    　ウォーキングの練習中だったモデルたちの多くは、今もあちこちに座り込んだままだ。


    　中には、驚いた拍子に花道から落ちた人もいるらしく、足を押さえている。


    　玲れ奈なはすでにそういった人たちの救助に回っていて、花はな子こもすぐに応援に走った。


    　そして道頼は、その場にいる人々に向かって指示を出す。


    「プロデューサー、すぐに職員室に内線で連絡。保健室の真ま子こ先生は白しら雪ゆき姫が電話している。花道にまだ上がったままの君たちは、今すぐ降りて。怪け我がをした生徒は、無理して動かずに、手を上げてくれれば、シンデレラと茨いばら姫ひめが順番に対応へ向かうよ」


    　その指示で、みんながいっせいに動き出す。


    「設営班は、こっちに。今すぐ花道を確認して、状況を把握しよう」


    　はい、と言って道頼に駆け寄る設営班に、公平と光瑠も加わった。


    　まずはみんなで、崩落した花道の状況を、改めて確認する。


    　被害は、客席中央へ伸びる花道の、ちょうど真ん中部分に集中していた。


    　他は無事なのに、そこだけぽっかりと大穴が空いたような状態になっている。


    　花道を覆おおっていた白い布も、折れた木材で引き裂かれ、ボロ布と化していた。


    「酷ひどいな、これは」


    　道頼がそう呟つぶやいた時、破れた布の裂け目の奥で、なにかが動く。


    　はっとみんなが身構える中、見覚えのある特徴的な法はつ被ぴを着た男たちが、また出てきた。


    「い、いてぇ……誰か、助けてくれぇ！」


    　助けを求めて崩れた花道の下から出てきたのは、全部で三人。


    　ボロボロになりながらも、カメラを大切そうににぎる、白雪姫親衛隊だった。


    「さっきのやつらの仲間か！」


    「おい、こいつらあんな物持ってるぞ!?」


    　設営班の一人が、カメラと別の手ににぎられた、工具らしきものを指さす。


    　うめく三人を取り囲んだ設営班の顔が、怒りで赤黒く染まった。


    「あんたたちまさか、花道の支柱を抜いて中に潜り込んでいたのか!?」


    「ああそうさ、少しでも白しら雪ゆき姫の近くでその姿を見たくてな。なのに、なんだよこれ！」


    「床から見上げる白雪姫というレアなアングルを狙ねらってたのに、カメラが壊れるなんて……」


    「柱をこっそり切って、夜のうちに忍び込んでおいた俺たちの労力が、台無しじゃないか！」


    　謝るどころか、親衛隊の三人は、明らかに理不尽な不満をぶつけてくる。


    　公こう平へいはたまらず三人に駆け寄って、真ん中にいた男の胸ぐらをつかみあげた。


    「ぴーちくぱーちくうるせえんだよ、この変態ども！」


    「なっ、なんだ君は！」


    「おまえらみたいな最低なやつらに、名乗る名前なんてねえ！」


    　仏の顔も三度までというが、白雪姫親衛隊には、ほとほと呆あきれ果てた。


    「開き直って勝手なことを言う前に、まずは自分たちがなにをやらかしたか、胸に手を当てて考えてみやがれ！」


    「ふ、ふん！　こんな、ちょっといじったくらいで崩れる道を、作る方が悪い！」


    「そうだ、そうだ！　この道を白雪姫が歩く前で、むしろよかったと思ってほしいな！」


    「しょぼい花道作りやがって、これだから学生のお遊びイベントは困るぜ！」


    　その言葉に、設営班が傷ついたように、ぐっと拳をにぎりしめるのが見える。


    「てめえら、本当にいい加減にしとけよ、こら……！」


    　もうがまんできず、殴ってやろうとふりかぶった拳を──。


    　公平の隣に並んだ光ひか瑠るが、ぱしっとつかんで、止めた。


    「おいっ、離せ！」


    「ごめん、できない」


    　そう言って、男の胸ぐらをつかんでいた公平の手も離させ、光瑠が前に出る。


    　抗議しようと光瑠へ目を向けた公平は、息をのんだ。


    「訂正を」


    「ああん？」


    「今すぐ、発言を訂正して、彼らに謝ってくれ」


    　たんたんとしながらも、逆らうことを許さない強い口調で光瑠が言う。


    　その目は、見たこともないほど冷ややかに、男たちを見下ろしていた。


    「設営班は、花道を作るにあたって、何度も何度も試行錯誤を重ねてきた。そして、専門家に相談しながら、限られた予算をやりくりして、十分な強度を持つ花道を作れるよう、ショーを大勢の人に楽しんでもらえるよう、がんばってきた。その仕事をけなすことは、許さない」


    　すっと、光ひか瑠るが膝ひざを屈かがめる。


    　そして、彼女がステージに落ちていた折れた支柱の欠片かけらを拾った、次の瞬間。


    　ぱきゃ、と軽い音を立てて、支柱の欠片が見事に砕け散った。


    　青ざめ震ふるえる三人に、光瑠は変わらぬクールな顔で、語りかける。


    「できれば私が、怒りをこらえきれず君たちに手を触れる前に謝罪してくれると、助かる」


    



    「「「すいませんでした！」」」


    



    　花道の残ざん骸がいの上にひれ伏した三人が、声をそろえそう叫んだ。


    　もちろん、謝ったからといって、許せるようなことでも発言でもない。


    　でも彼らを断罪している時間も暇も、公こう平へいたちにはなかった。


    　花道から落ち、玲れ奈なに介抱されていたモデルたちの、泣きそうな声が聞こえてくる。


    「どうしよう、落ちた時にドレス、破けちゃったみたい」


    「私のも、裾すそが……それに、足をくじいたかも。どうしよう、これじゃ歩けない」


    　親衛隊のことは設営班に任せ、公平と光瑠もそちらに向かった。
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    　ドレスの状態を確認していく衣装班の表情は暗い。


    「確かに、このままの状態じゃ、ステージには出せないね。特に、スカート部分が酷ひどいな」


    「それに、モデルの子の足、これじゃあ、普通にも歩けないよ」


    　そして、戻ってきたプロデューサーを交えての、話し合いがはじまる。


    「ドレスの被害、思ったより酷いよ。それに、数も多い。モデルの子も怪け我がしてるし」


    「花道も、あんなことになっちゃってるよね。今日のショーは、もう……ダメかも」


    　しかしそこで、光瑠が声を上げた。


    「いえ、花道だけなら、修復可能です」


    「でも、あんなになっちゃってるよ？」


    「この花道は、別々に作った土台を組み合わせたものです。壊れた部分だけ、なにか他のもので代用できれば、なんとかなります。そうですよね？」


    　たずねられた設計班の男子が、はっとした顔で頷うなずく。


    「ああ、いける！　ビールケースみたいな、高さを調整できて強度を確保できる物で土台を作って、余ってるコンパネのせれば……下まで布で隠れるから、いける！」


    　しかし、別のメンバーが険けわしい顔で呟つぶやいた。


    「でも、その布も破れてるんだよな？」


    「それは、破れてるこの辺だけ切っちゃえば、大丈夫だよ！」


    　そう言ったのは、家庭科部の部長である。


    「花道用の布はまだかなりあるもん。継ぎ足しちゃえば、問題ないはず」


    　暗かったみんなの顔に、光が戻ってくる。


    　足りない資材の手配は、道みち頼よりが引き受けてくれた。


    「十分以内には作業にかかれるように、急いで持ってきてもらうから、安心していいよ」


    　そう言って笑う道頼の頼もしさが、今はとにかく、ありがたい。


    　ただ、花道がどうにかなっても、問題は肝心のドレスだ。


    　けして少なくはない数のドレスが、汚れたり破けたり痛々しい状態になっていた。


    「手のほどこしようがない、というほど酷ひどい状態のやつはないよね？」


    　ただスカートの下の部分が派手に裂けてしまったドレスが、複数ある。


    　そこでふと、亜あ衣いが着ているドレスのことを思い出した。


    「なら、この部分だけ取り外して、ミニドレスに作りかえるとか、どうですか？」


    「なるほど！　確かにそれなら、一番酷いスカート部分はなんとかなるかも！」


    「それ以外のところは、リボンとか花とかで隠せば、誤魔化せると思いますよね？」


    「でも、今から作業をして、間に合うかな……」


    「それに、衣装の修復に針仕事ができる子回すなら、花道用の布の修復はどうする？」


    　それを聞いて、光ひか瑠るがすっと右手をあげた。


    「花道の布を直す作業は、私がやります」


    「え、でも光瑠さんに、針仕事って……その、前は全然できないって……」


    　不安げな顔をする一同に、公こう平へいはニヤリと笑ってみせる。


    「いや、大丈夫です」


    「え？」


    「光瑠の運針、すごく速いし、綺き麗れいですよ」


    　どんなに疲れていても、光瑠は裁さい縫ほうの特訓や自主練を、おこたらなかった。


    　おかげで今では、並縫いだけなら公平よりも速く、正確にできる。


    「こいつの腕前は、俺が自信を持って、保証します」


    「じゃあ、光瑠さん。お願いします！」


    「はい、任せてください！」


    　光瑠はただならぬ決意に満ちた顔で、家庭科部の部長からソーイングセットを受け取った。


    　公平もドレスの補修作業の手伝いに、参加を申し出る。


    「縫い物は得意なんで、俺も役に立てると思います」


    「そういえば前に動画で見たんだけど、公平君って確か、布でコサージュ作れたよね？」


    「はい、作れます」


    「あれ、スカートを切り離した分の布と、この場にある手芸道具でも、いけるかな？」


    「布と針と糸とボンドがあれば、問題ありません」


    「じゃあ、デザインはコサージュで汚れを誤魔化す感じで、練り直します！」


    　デザインを担当するメンバーがそう言う中、プロデューサーが時計をにらんだ。


    「公こう平へい君の手をかりて、ここにいる人総出で直しをしても、やっぱり開演までには厳しいね。せめて、三十分でいいから、ショーを遅らせた方がいいかも」


    　だがその考えには、道みち頼よりが難色を示す。


    「でもお客さんをそんなに待たせるのは、まずくない？」


    「そりゃあ、まずいよ。できるなら、演出で引き延ばしたい」


    　すると道頼が、早速布の補修に取りかかっていた光ひか瑠るにたずねた。


    「このファッションショーに関しては、君に一任していたけれど、なにか案はあるかい？」


    　光瑠は手を止めてしばらく考えた後で、プロデューサーに確認する。


    「このファッションショーのテーマは、仮面舞踏会。オープニングには確か、演劇部と六りつ花かによる、十分の短い演劇ショーが予定されていましたね？」


    「ええ、ジャンルの違う色々な世界観のドレスを、仮面舞踏会、というテーマで見せることをわかりやすく伝えるために、導入として舞踏会のはじまりを宣言してもらう予定だったけど」


    　ほら、とプロデューサーが制服のポケットから、プリントを取り出して広げた。


    　そこには、その演劇ショーのあらすじも書いてある。


    　ファッションの世界の女王が、押し寄せるダサイダーという名前の怪人から、ファッション界を守るために、色々な世界の人たちを招いて盛大なショーを開いて、ファッションパワーを集める、というコメディ仕立てのショーらしい。


    　もしや、このショーをアドリブで延ばしてもらうのだろうか。


    　そう思ったが、どうやら違うようだ。


    「公平君、第一道場棟のメンバーと連絡はとれるかな？」


    「ああ、電話番号は知ってるから、大丈夫だけど」


    「なら、今すぐ集められるだけのメンバーを集めてくれるように、頼んでもらいたいんだ」


    「いいけど、なんで？」


    　スマホを取り出しながらも聞けば、光瑠が白い布をにぎりしめ、答える。


    「ショーの中には元々、ファッションショーの開催を邪魔しようとする怪人と、女王の騎士の戦闘が、ほんの少しだけれど入る予定だったんだ」


    「戦闘？」


    「うん、だからそこを、第一道場棟のメンバーに協力してもらって、延ばそうと思う。無理にアドリブで引き延ばすよりは、ショーが破は綻たんしにくいはずだから」


    「確かにアクションに専念すれば、台詞せりふが矛盾したり、会話が止まる心配はないよな」


    　納得したが、不安要素はまだある。


    「でも、いきなりアクションしろっていうのも、それはそれで無理があるんじゃないか？」


    「大丈夫。アクションシーンを演じるんじゃなく、第一道場棟の人たちには、ただの乱取りのつもりで動いてもらうから」


    「乱取り？」


    「戦闘の流れや長さは、プロデューサーからサインが出るまで、私が調整する」


    　光ひか瑠るは、できるのか、とすら聞く必要も感じないほど、決意に満ちた目をしていた。


    　すると道みち頼よりが、首を傾かしげながら光瑠にたずねる。


    「でも、光瑠君。そんなことしたら、今までの君の努力は全て台無しになりかねないよね？」


    　他の人たちはなんのことかわかっていないようだが、公こう平へいは道頼の真意にすぐ気づく。


    　確かに、もしステージ上で大立ち回りなんてしたら、光瑠の王子様の印象はさらに強まる。


    　だが光瑠は、なんの迷いもない目をして道頼に告げた。


    「今はそんなことにこだわっている場合では、ありません。それに私は、六りつ花か補佐ですから。自分にできることをやって、相談者を支えることが、私の役目です」


    　そして、道頼のことをじっと見つめたまま、光瑠が彼に頼む。


    「ただその戦闘の後は、右う近こんの少しよう将しようにぜひ協力していただきたいんです」


    「ほう、僕になにをしろと？」


    「終了までの流れを作るのは、役柄的にも能力的にも、右近の少将を置いて他にはいません」


    　道頼は、玲れ奈なが演じるファッションの女王を守る、騎士団の団長役。


    　指揮をとって舞台の流れを誘導するには、確かにぴったりの役柄だ。


    「ああ、いいとも。アクションは苦手だが、そういうのは得意だ。ちょうど、騎士服の予備を一つ用意してもらってあるし、君はそれを着て、戦いだけに専念してくれ」


    　光瑠の提案を受け入れた道頼は、楽しげに笑う。


    「しかし、仮面舞踏会をテーマにしたファッションショーなのに、よくアクションを増やして時間を稼ごう、なんて発想が出てきたね？」


    「私は公平君に教えてもらうまで、恥ずかしながら仮面舞踏会を、仮面武道界だと勘違いして覚えていたんです。だから、思いつきました」


    　まさかあの光瑠の勘違いが、こんな形で役に立つとは思わなかった。


    　そして、ショーの開幕までの、短く厳しい戦いがはじまる。


    　光瑠は花道の設営をする脇で、ひたすら白い布を縫い合わせ、公平は裏で補修作業だ。


    　お互いの姿は見えないが、舞台裏にいても、光瑠の活躍ぶりは伝わってくる。


    「光瑠さんっ、すごい、本当に運針が綺き麗れいで速いわ！」


    「なんか、今まで持ってた強い王子様のイメージ、ちょっと変わったかも」


    　そんな驚きの声が上がるのを聞いて、公平はコサージュを作りながらも頬ほおを緩めた。


    「やったじゃねえか」


    　だが作業の途中、さらなるアクシデントが発覚する。


    「だめだ、スカートの下部分をなくすと、どうしても足の包帯が見えちゃう」


    　悔しげに顔を歪ゆがめてそう言ったのは、足をくじいたと言っていた女子生徒だ。


    「今からじゃ、代役なんて見つけられないのに……ごめん、本当に、ごめん！」


    　泣きながらそう言う彼女に、みんなが手を止めて慰なぐさめの言葉をかける。


    　でも、どうにかなる、と思った矢先のこの事態に、誰もが動揺を隠せない。


    　すると、その時。ステージ側から音もなく一人の女性が現れる。


    「あら、代役なら、私に心当たりがあるわよ」


    　そうプロデューサーに告げたのは、怪け我が人の治療のために駆けつけた、真ま子こだった。


    　その後ろには、亜あ衣いの姿もある。


    　白衣を風になびかせた真子が、なぜか真まっ直すぐ、公こう平へいの方へ向かってくる。


    「怪我をした田た中なか美み玲れいの身長とサイズ、ちょうどこの子と同じなの。靴のサイズは違うけど、それ以外は多分、ぴったりなはずよ」


    「なっ、あんた俺のサイズなんて、いつの間に……!?」


    　声を荒らげようとした公平をさえぎるように、真子が公平の唇を指でそっと押さえた。


    「野暮なことを、聞かないで。好きな相手のことを知りたくなるのは、女の本能よ」


    　指は公平の唇から離れ、そのまま頬ほおに触れてくる。


    「そして、心優しいお姫様に、私から贈り物があるの。たまたま私の手元に、公平君がはけるサイズのハイヒールがあったから、持ってきたわ」


    　公平に触れていない方の手で持った真新しいハイヒールを、真子がそっと掲げてみせた。


    　赤くぬられた真子の爪が、公平のりんかくをなぞって、あごの先で止まる。


    「大丈夫、きっとあなたなら、誰より素す敵てきなお姫様になれるわ、公平君」


    　やるでしょう、と囁ささやいた真子は、まるで魔女のような毒々しい笑みを、浮かべていた。
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    　ファッションショーの開場は、十八時三十分。


    　すでに前売り券は完売し、当日券も、販売からわずか一時間で売り切れた。


    　全席指定だというのに、開場の一時間前にはイベントホール前に長蛇の列。


    　もぎりと誘導を担当するボランティアの生徒たちが、そこかしこで声を張り上げている。


    　そしてステージ裏もまた、戦場だった。


    　着替えスペースだった場所に、裁さい縫ほう道具一式を運び込んで、とにかくひたすら手を動かす。


    　ミシンを使う人間以外は、全員が公平と同じで、ジャージで床にじか座りだ。


    　そして邪魔にならないすみっこでは、作業を終えた設営スタッフが屍しかばねになっている。


    「ドレスの改造終わりました、最終確認をお願いします！」


    　衣装責任者がそう叫んだのは、開演わずか五分前。


    　すでに客席は全て埋まり、立ち見の客も締め切られた、ぎりぎりのタイミングだった。


    　しかも、ドレスの改造は終わっても、まだやるべきことは残っている。


    「モデルさんは、オッケー出たドレスを受け取った人から、着替え急ぎでお願いします！　メイク班、モデルさんの着替えがすみ次第、新しい衣装のイメージに合わせて、モデルさんの髪と化粧を直してあげて！」


    　急いで改造したドレスが、ショーに耐えられるものかどうか。


    　その確認作業が、急ピッチで行われる。


    　そしてその間に、着替えを終えた演劇ショーの出演者が、ステージ裏に集まってきた。


    　特に目立つのは、大幅に増員された怪人ダサイダー役の姿。


    　学園指定のジャージのズボンに白Ｔシャツをインして、水泳帽を被かぶる。


    　ダサイダーという名に相応ふさわしい姿をしている彼らは、全員、第一道場棟のメンバーだ。


    　それも、なんと各団体の一軍メンバーが、全員勢ぞろいしている。


    　公こう平へいはにぎりっぱなしだった針を置いて、その一団に駆け寄り、深々と頭を下げた。


    「突然の頼みを聞いてくれて、本当にありがとうございます！」


    「いや、困った時はお互い様だ」


    　剣道部部長が、きりっとした顔で、そう言ってくる。


    「それに、ショーと聞いた時は戸と惑まどったが、我々にとってこれは、単なる手合わせだ」


    　すると他のメンバーも、ギラギラした目でその言葉に同意した。


    「異種格闘技戦もいいところだが、新しん海かい家の人間との手合わせ、腕がなるぜ！」


    「新海は武器を使用するらしいが、それでも多勢に無勢。負ける気がしないな」


    「ああ、まったくだ。ショーの筋書きが変わっても、悪く思わないでくれよ？」


    　やる気をみなぎらせた第一道場棟の面々を見て、道みち頼よりがくすくすと笑う。


    「なに、心配いらないさ。六りつ花か補佐が任せろと言っておきながら君たちに倒されるようなら、私が華か麗れいなアドリブで、うまいこと話のつじつまが合うように誘導しよう」


    「そうか、なら安心だ。みんな、全力で行こう」


    　おうっ、という雄お々おしい声が上がる中。


    　急に、楽屋から出てくる通路の方が、騒がしくなる。


    「ふひぃ！」


    　女子たちが次々に奇妙な声を上げて、必死に口元を押さえた。


    　その視線の先に現れたのは、予備の騎士服に着替えてきた、光ひか瑠るである。


    「すみません、お待たせしました」


    　その姿は、騎士というより、まさに王子様。


    　白いフロックコートの騎士団長とは違う、黒い詰め襟えりの上着が実にストイックだ。


    　ただし、肩章やボタンの他、ポイントとなる部分には、金色が用いられている。


    　その手には、なんだか見覚えのある棒。


    「なあ、光ひか瑠る。それってもしかして……」


    「第一道場棟裏から、物干し竿ざおを一本借りてきた」


    　それを聞いた空手部部長が、ひくひくと顔を引きつらせる。


    「武器が物干し竿って、おまえ、本気か？　本気でそれで、俺たちと戦う気なのか？」


    「大丈夫です、竹刀と打ち合っても大丈夫なように、補強しておきましたから」


    　確かに物干し竿には、ザイルが厳重に、巻かれていた。


    「だから、おまえのそのザイルに対する信頼感、なんなんだ!?」


    　本当に大丈夫か不安でいっぱいだが、違う武器を用意する時間はない。


    「時間です！　開演ブザー、鳴らします。全員、所定の位置についてください！」


    　プロデューサーの声が響き、ついに開幕のブザーが鳴り響く。


    　開演のアナウンスが流れて、幕が上がった。


    　ショーがはじまって、台本にそった六りつ花かと演劇部のパートはよどみなく進んでいく。


    　そしてついに、急きゆう遽きよ追加したアクションシーンが近づいてきた。


    　公こう平へいは舞台袖のたれ幕のそばに立ち、舞台に向かう光瑠の背中に手を当てる。


    「がんばれよ」


    「うん、行ってきます」


    　公平がまくったたれ幕をくぐって、光瑠がステージへと出ていく。


    　続いて怪人たちも、次々にステージへと向かった。


    　それを見送る余裕もなく、公平はくるりとステージに背中を向ける。


    　どうなるか見届けたいのは山々だが、公平の役目もまだ、終わりではない。


    「ちょうど点検終わったよ。公平君、着替えて！」


    　わたされたドレスを手に楽屋へ駆け込み、ジャージを脱ぎ捨て、ドレスに着替える。


    　自分で作ったコサージュで、華やかかつ可か憐れんに飾られた、桃色のドレス。


    　それを着て、真ま子こが用意したハイヒールをはいた。


    　恐ろしいことに、ジャストサイズだった。


    　ヒールをかつかつと鳴らしながら歩いていると、大歓声がステージ裏まで聞こえてくる。


    　興奮した観客の声と、若い乙女おとめたちの黄色い悲鳴。


    　それは、ステージ袖についた後も、大きくなる一方だった。


    　ステージを映すモニターを、そっとのぞいてみる。


    　光瑠扮ふんする騎士は、怪人たちに包囲されながらもまだ戦い続けていた。


    　駆け寄ってきたメイク班にかつらを被かぶせられて、同時並行で化粧を施ほどこされる。


    　その間も、公こう平へいはモニターに映る光ひか瑠るの姿から、目が離せない。


    　圧倒的な数の怪人を次々になぎ倒すその姿は、まさに、鬼神。


    　光瑠が手に持ってふるう物干し竿ざおが、まるで伝説の武器かなにかに見えてきた。


    　ただその強さを見せつけながらも、光瑠は時折、敵をわざと打ちもらしている。


    　宣言した通り、公平たちの準備が整うまでの時間を、稼いでいるのだ。


    　そして最初にステージに出る第一グループの準備が完了する。


    「プロデューサー、合図出して大丈夫です！」


    「わかった！」


    　ステージ上の光瑠に見えるよう、プロデューサーが合図を送った、その直後。


    



    「「「「「「「きゃああ！」」」」」」」


    



    　ひと際大きな黄色い悲鳴が上がり、光瑠の動きが、変わった。


    　それまで以上の速さと大技で、あっという間に敵を殲せん滅めつしていく。


    　あまりにも圧倒的なその実力に、ステージ裏にいた全員がぽかんと口を開けた。


    　だが、いつまでも見とれてはいられない。


    　怪人が全て倒され、道みち頼よりのアドリブによって、ショーの流れが規定のものに戻る。


    　そうなると今度は、いよいよ本当の意味での開幕となるのだ。


    　玲れ奈なが扮ふんする、ファッション世界の女王が、仮面舞踏会開幕を宣言する。


    　その直後、ステージの照明が落ちて、大音響で音楽が鳴りはじめた。


    　いよいよ、ファッションショーがはじまる。


    　ステージに出る公平と、入れ違いに戻ってきた光瑠が、すれ違いざま拳をぶつけてきた。


    「がんばって」


    「おう、任せとけ」


    　そして公平は、眩まぶしいスポットライトの輝く世界に、軽やかな足取りで飛び出す。


    　公平が着ているドレスのコンセプトは、戦うお姫様。


    　腰にさげた小道具のサーベルを揺らし、とびきり勝ち気な表情で、客席に手をふる。


    　するとクラスメイトや、ステージには上らなかった第一道場棟の合同練習参加メンバーが、千切れんばかりの勢いで、手をふりかえしてくれた。


    「うおーっ、姫、やっぱり可愛かわいいぜー！」


    「やーんっ、ドレス姿も、最高に似合ってるー！」


    　花道のすぐそばの関係者席では、真ま子こが、花道にかじりつくようにして、叫んでいる。


    「きゃあー！　公平君、素す敵てきぃーっ！　赤い靴を履いた公平君、さらっちゃいたーい！」


    　あんなに無残に崩れていた花道は、完かん璧ぺきに修復されていた。


    　光ひか瑠るが継つぎ接はぎした箇所も、わからないくらい完璧に処理されている。


    　この短い時間で、設営班は驚くべき仕事ぶりをみせてくれた。


    　王子様を目指す者として、このがんばりに、全力で応えなくてはならない。


    　花道の端まで歩き、自分にできる最高に可愛かわいいポージングを決め──笑った。


    



    「「「「「うお────！」」」」」


    



    　光瑠が怪人たちを殲せん滅めつした後と同じくらい、盛大な歓声が上がる。


    　会場が盛り上がる中、公こう平へいはくるりと可か憐れんなターンを披ひ露ろうし、舞台袖へと戻った。


    　その後も、次々に華やかな衣装に身を包んだモデルたちが、観客を沸かせる。


    　六りつ花かの出番ともなれば、失神者が続出するほどの大騒ぎだ。


    　フィナーレに六花の四人が花道に勢ぞろいする時には、建物が、歓喜の声で揺れる。


    　やまない拍手と、喉のどをからして歓声を上げ続ける観客たち。


    　ファッションショーは、これ以上ないほどの、大成功となった。


    　そして、ファッションショーの全てが、アンコールも含めて無事に終了した後。


    　もう一つのイベントが、ついにはじまった。


    　六花の補佐として、寄せられた相談にのった、公平と光瑠。


    　二人が、相談者たちの期待に応えることができたかどうかの、公開ジャッジ。


    　その司会進行は、六花代表である道みち頼よりだ。


    　マイクを持った彼がステージ中央に立ち、舞台袖の公平たちに語りかけてくる。


    「さあ、ではいよいよ運命の時だ。須す永なが公平君、新しん海かい光瑠君、前へ！」


    　公平と光瑠はともに、衣装から制服姿に着替えていた。


    　神妙な面おも持もちで、道頼が待っているステージへと進み出る。


    　さっきまでのにぎわいは、一体どこへ行ってしまったのだろう。


    　客席も、ステージ裏も、しんと静まりかえっていた。


    　並んだ公平たちの前に立つ道頼が、にっこりと微ほほ笑えむ。


    「では早速、花道の特別席にいる、相談者たちの代表二名に、判定をたずねるとしよう」


    　ぱちん、と道頼が指を鳴らせば、ドラムロールが流れだした。


    　照明が色を変えながら明滅を繰り返す。


    　スポットライトが、交差しながら光瑠と公平の上を何度も通り過ぎる。


    　そして道頼が、マイクをにぎりしめて楽しげに言った。


    「六花補佐として、第一道場棟の合同練習への協力にあたった須永公平と、このファッションショーの手伝いを行った新海光瑠。二人に対する、相談者の評価は……これだ！」


    　ジャーン、という派手なシンバルの音。


    　そして、スポットライトが花道に置かれた椅い子すに座っていた相談者の代表を照らし出す。


    　それと同時に、二人は手に持っていたボードを高く掲げた。


    



    『大満足！』


    



    　同じ文字の並んだパネルを見て、公こう平へいと光ひか瑠るは、息をのむ。


    　そして道みち頼よりの声が、再び響いた。
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    「おめでとう、須す永なが公平君、新しん海かい光瑠君。依頼人の答えがこれなら、一般生徒の思いを第一に考える六りつ花かとしては、文句のつけようがない。はじめての任務、見事達成と認めよう！」


    　ステージの左右から、花はな子こと亜あ衣いが現れる。


    　公平と光瑠にかけられたのは、紅白の『任務達成！』と書かれた、たすきだ。


    「おめでとうー」


    「公平君、光瑠さん、本当におめでとう！　亜衣、二人のがんばり、ずっと見てたよ！」


    　まだ実感がわかず、呆ぼう然ぜんとする二人に、観客席から祝福の声が飛んでくる。


    「おめでとーっ！」


    「二人とも、お疲れ様ぁーっ！」


    　それを聞いているうち、ようやくこれが夢ではないのだと、わかってきた。


    　じわっと涙がこみ上げてくる。


    「まじで……やったのか？」


    「うん、やったんだよ、私たちは」


    　公こう平へいと光ひか瑠るは顔を見合わせ、遅れてこみあげてきた嬉しさに、口元を緩めた。


    　道みち頼よりと一緒に、舞台袖からやってきた玲れ奈なが、公平と光瑠の肩に触れてくる。


    「公平君と光瑠君は、それぞれ私が期待した以上に、よくやってくれた。公平君は、これまで武道経験のない自分の未熟さをなんとかするために、隠れて武道を学んでいたね。光瑠君も、少しでも役に立とうと、苦手な裁さい縫ほうの特訓に励み、ショーに必要な勉強をずっと続けていた」


    　どうしてそれを、道頼が知っているのだろうか。


    　驚く公平と光瑠を見る道頼の目は、優しい。


    「今日のファッションショーだけじゃないさ。公平君と光瑠君は、それぞれが強く頼もしく、そして優しく細やかに、それぞれできることをがんばってくれた。そんな君たちの姿を見て、私はその背中に、王子様と姫と呼ばれるに相応ふさわしい、特別な光を見た気がするよ」


    　そんな言葉をかけられて、公平も光瑠も、なにも言えなくなってしまう。


    　だって道頼のこの言葉は、つまり……。


    　無言で見つめる公平と光瑠の背中を、道頼がそっと押してくる。


    「ほら、前に出て、みんなにちゃんと顔を見せてあげなさい？」


    　言われるまま前に出れば、道頼が二人の真ん中に立った。


    「見事に初仕事を成し遂げた彼らには、引き続き、我々の補佐を頼むとしよう」


    　その言葉に、再び会場が大きな拍手に包まれる。


    　はじめてみる優しい笑みが浮かべた道頼は、公平と光瑠に、朗ほがらかに語りかけてきた。


    「今後の活躍を、心から期待している。どうか、これまで以上にがんばってくれたまえ」


    「「はい！」」


    　声をそろえて頷うなずいて、公平と光瑠は観客に深々と頭を下げた。


    　夢へ向けての大仕事を無事に終えた達成感と、この大歓声への興奮。


    　なにより、自分たちを認めてくれた人たちへの感謝で、胸がいっぱいで。


    　頭を下げたままこっそり目を合わせた光瑠と同じように、公平の目も、少し潤うるんでいた。


    



    　この日のファッションショーの盛況ぶりは、新聞やテレビでも取り上げられ、それによって雪ゆき峰みね学がく園えんの六りつ花か補佐たちの名前も、多くの人の知るところになる。


    　だがそれが、公平と光瑠にとって新たな苦難のはじまりだということを……。


    　この時の二人は、まだ知らなかった。
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    　夢見心地のうちにファッションショーが閉幕した、一週間後。


    　公こう平へいと光ひか瑠るの元に、道みち頼よりから緊急の呼び出しが届く。


    　昼休みに六りつ花か会館に来い、と言われたのでそれに従うと、道頼が一人で待っていた。


    「やあ、いらっしゃい。まあ、かけたまえよ」


    　定位置に座った道頼に促され、公平と光瑠は彼の向かいのソファに腰を下ろす。


    「私は君たちに、謝らなくてはいけない」


    　道頼が、謝る？


    　あまりにも予想外の言葉に、はじめは聞き間違いかと思った。


    　しかし道頼は、誠実を絵にかいたような表情で聞いてくる。


    「君たちが六花になりたいと言った時、私がなんと言ったか覚えているかな？」


    「はい」


    「もちろんです」


    　頷うなずく公平と光瑠を見て、道頼がその整った顔を後悔に歪ゆがませる。


    「あの時、私は百人からファンレターをもらうなんて、君たちのような外見詐さ欺ぎなお子様には絶対にできるわけがない、と思っていたんだ。しかし、これを見たまえ」


    　芝居がかった仕草で道頼が示すテーブルの上には、大量の手紙の束がのっていた。


    「これは全て、君たちに寄せられたファンレターだ」


    「これが全部!?」


    「ああ、それぞれに百通。私が集めるよう命じたのと同じ数だけある」


    　驚く公平と光瑠に、道頼は目を細めて、教えてくれる。


    「君たちのこれまでの活躍を見た人たちがね、ぜひ二人を六花として認めてあげてほしいと、この手紙を出してくれたようなんだ」


    「でも、いきなり百通なんて。なんか、夢みたいです。なあ、光瑠」


    「うん、一体誰が出してくれたのか……」


    「差出人の中には、君たちのクラスメイトの他に、第一道場棟の合同練習会の参加メンバーや、ファッションショーの関係者の名前もあるよ。ほら、見てごらん？」


    　そう言われて、公平と光瑠は自分宛あての手紙の束の、一番上にのっている封筒を手に取った。


    　差出人を見て、思わず目が丸くなる。


    「この名前って確か、空手部の部長っ!?」


    「私の方は、ファッションショーの司会をしていた、放送部の子からだ」


    　道みち頼よりが、包み込むような優しい声で告げてくる。


    「君たちの努力に感動し、その働きぶりを大いに評価している人間が、こんなにもいる。その事実を前にして、私も心を動かされたよ。だから、考えてみたんだ」


    　そう呟つぶやきながら、彼は胸ポケットから畳んだ半紙を取り出した。


    「六りつ花かに就任するにあたって、新六花の六花ネームはその時の代表が決めるからね」


    　つまりあの半紙には、公こう平へいと光ひか瑠るの六花としての呼び名が、記されているらしい。


    　ごくり、と喉のどを鳴らし公平と光瑠が身を乗り出す中。


    　道頼はもったいぶった手つきで半紙を開いた。


    　美しい筆文字が躍るそれを、目の前に出された瞬間。


    　公平と光瑠の顔から、表情がすとん、と抜け落ちる。


    「公平君は『じゃじゃ馬姫』で、光瑠君は『侍王子』でいこうと思うんだが、どうだろう？」


    　にこやかにそう言われて、公平は敬語も忘れて声を荒らげた。


    「どうだろう、じゃねえよ！」


    　バシンっ、とテーブルに両手を打ち付け立ち上がり、道頼に抗議する。


    「なんでよりによってその呼び方で、男の俺が姫で、女のこいつが王子なんですか!?」


    「いやいや、結果発表の時も言っただろう？　六花は、一般生徒の思いを第一に考えるんだ」


    「一般生徒の、思い？」


    　声を震ふるわせる公平と、最早なにも言えず呆ぼう然ぜんとする光瑠。


    　そんな二人に、道頼は実に楽しげな顔をして告げてくる。


    「それを知りたければ、そこにある手紙を呼んでみるんだね？」


    　公平はソファに座り直し、言われた通り、自分宛あての手紙を開封して中身を確かめた。


    　そして──絶望する。


    　大量のファンレターは、善意と好意に満ちている。


    　ただなぜか、一通の例外もなく。


    　全てが公平を『姫』として六花に推薦する、という内容になっていた。


    　そしてそれは、光瑠の方も同じだったらしい。


    「なんで、なんでこうなったんだ……っ!?」


    「いやー、やっぱりあのファッションショーが決定打だったよねー？」


    「でもあの日、俺は確かにカッコイイって言われて……！」


    「うん、でもその後がほら、結局いつも通りっていうか、すごかったから」


    　道頼はニヤニヤとした顔で、長い足を組み直す。


    「君たちは、詰めが甘いんだ。理想の自分になるために裏でどんなにポイントを稼いでもね、一番目立つ場面で本来目指すべき立ち位置と逆のことをやったら、こうなるのは当然だよ」


    　そして、力なくテーブルに突っ伏した公平と光瑠に、彼は聞いてきた。


    「この結果を受けて、君たちはあの日のことを、後悔しているかい？」


    　それに対する答えは、決まっている。


    「いいえ、してません。それも覚悟の上で、やったことですから」


    「私も、同じです」


    　きっぱりとした迷いのないその返答に、道みち頼よりは声を上げて笑う。


    「ははっ、まったく君たちときたら！　あの時も思ったけど、君たちは二人とも、どうしてそう自分で自分の首を絞めるのかな？」


    「だって王子たるもの、女の子のピンチを放っておくわけには、いきません」


    「私事に惑わされ、困っている人を見捨てるなんて、お姫様ではありません」


    　ほぼ同時にそう返せば、道頼は満足そうに頷うなずいた。


    「うん、確かにその通り。そんな君たちだからこそ、私は君たちを認めることにしたんだ」


    　それまでと違う穏やかな声に驚き、公こう平へいと光ひか瑠るは戸と惑まどい顔を上げる。


    　すると道頼は半紙を置き──銀色のバッジを手に持って、公平と光瑠の前に立った。


    「もしも君たちが、少しでもあの時のことを悔やむそぶりを見せていたら。いくら百通の手紙を集めようと、六りつ花か入りは許可しなかった。でもね、今の君たちになら、これをわたせる」


    　公平と光瑠、それぞれの襟えりに輝く六角形のバッジを手ずからつけて、道頼が笑う。


    「おめでとう、二人とも。今日から君たちは、我々六花の一員だ」


    　その言葉に、驚きとこみ上げる感動で声も出せずにいたら……。


    「ただし、まだしばらくの間、六花ネームをつけるのはおあずけだけどね？」


    　いつもの人を食った口調で、そう付け足されてしまった。


    「「なんでですか!?」」


    「だってみんなは、公平君を姫、光瑠君を王子様として、六花に推薦してるんだよー？」


    　今の時点で六花ネームをつけるのなら、さっき見せられた半紙のまま……。


    　つまり、公平はじゃじゃ馬姫、光瑠は侍王子、という呼び方で確定になってしまう。


    　それでもいいのか、と聞かれたら、いいわけがない。


    「悔しかったら、周りの評価を自分の力で変えてごらん？　不本意な立場のままで終わるか、理想の立ち位置を手に入れることができるか。それは君たちの、これからの活躍次第だ」


    　だから今はあえて六花ネームをつけない、と言われて、公平と光瑠はすっくと立ち上がる。


    「わかりました。俺は必ず念願の王子様の地位を確立して、違う呼び名をもらいます！」


    「私も、この六花の証に恥じぬ、立派な姫になってみせます」


    「それは楽しみだ。ああ、それと。これはね、誘惑に負けず理想を貫くと決めた君たちへの、ちょっとしたご褒ほう美びというか、私からの餞はなむけだ」


    　道頼が、上着のポケットに隠していた五通ほどの封筒を差し出してくる。


    　受け取った手紙を読んだ公平と光瑠の顔が、ぱっと輝いた。


    　手紙の差出人は家庭科部のメンバーで、その中には、公こう平へいが庇かばったあの少女もいる。


    　そしてその内容は、公平と光ひか瑠るがまさに望んだものだった。


    『私は、須す永なが公平君を王子様、新しん海かい光瑠さんをお姫様として、六りつ花かに推薦します』


    　手紙を何度も読み返す公平と光瑠に、道みち頼よりは告げてくる。


    「君たちの努力、全てが空振りだったわけではないよ。目先の利益に惑わされずに正しい道を選びとれる君たちなら、いつかはきっと理想の立ち位置を手にできると、私は信じている」


    　その日が楽しみだ、と言って背中を向け去って行く道頼の背中は、とても大きく見えた。


    　だがいつか、あの人と同じ立ち位置に立って見せる。


    　公平はそう心に誓いながら、隣に座る光瑠へ、そっと拳を差し出した。


    「なあ、光瑠。俺はやっぱり、王子様になるぜ。俺のことを見込んで、手紙を書いてくれた、あの子たちの期待に応えるためにも、他の誰にも負けない、最高の王子様になってやる！」


    「うん、私も……きっと、みんなを幸せにできるような、素す敵てきなお姫様になる！」


    　そのためにも、これから先も一緒にがんばろう。


    　そう約束して、お互いの拳をぶつけ合った。


    　六花補佐として就任したものの、目指す立ち位置への道のりは、まだまだ遠い。


    　二人が理想の自分になるための戦いは、まだまだはじまったばかりだった。
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    宇津田晴


    Sei Utsuta


    



    学園青春ラブコメの王道を目指しました。楽しんで頂ければ嬉しいです！


    


  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    俺の立ち位置はココじゃない！
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